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　年末近くになると、太陽の光は弱まり、木々は葉を全て落としてあたかも墓ぼ標ひようのように立ち尽くす。北からの寒風は大地を凍こおらせ、生命の活動に冷たい重しをつける。人々は家に籠こもり、次なる光の恵みを渇かつ望ぼうしつつ年を越していく。ローディア大陸ではこれを、太陽すら凍る月、凍とう陽よう月づきと呼んでいた。

　王国暦七五二年。凍陽月二十六日（十二月二十六日）。フィンメルハウゼン王国の首都リューブルグの朝は、冷たい風によってはじまった。

「まいったな……なんて寒さだ」

　フィンメルハウゼンの代王アルメインは、寝台ベツドから半身を起こし、厚手の毛布にくるまったまま愚ぐ痴ちをこぼした。ここしばらく、毎朝同じことを口にしており、ほとんど日課になっている。

　王族の居住する白はく磁じ宮きゆう殿でんは広いだけあって、冬の寒さが身に染みる。部屋の暖だん炉ろには薪まきがくべられているものの、温まるまでまだ時間がかかりそうであった。

「庭師によると、ここ三十年で一番の寒さだそうです」

　メイドのカリーンが湯壺ポツトを手にして答えた。

「わたくしもそう思います」

「君は三十年前からここにいたのか？」

「答えた方がよろしいですか？」

　彼女は紅茶を注そそぐ。アルメインは肩をすくめると、ゆっくりと茶杯カツプに口をつけた。

　白磁宮殿を揺るがす大事件が発生したのはおよそ半年前のこと。姉ヴィントレーアが部下たちと共におこなった殺さつ戮りくはいまだ人々の記憶に刻み込まれている。特に使用人たちの多くが殺されたため、半分以上が新顔に入れ替わった。

　ヴィントレーアは現在、レーナウ城に収しゆう監かんされている。仮にも王族であるため、扱いは慎重におこなわれていた。

「昨日も、ヴィントレーア様に面会を求める方がいらっしゃいました」

「断ったか？」

「というより、ヴィントレーア様ご自身が面会を拒絶されております」

「軍を率いないと、俗ぞく世せへの未練もなくなるのかね」

「わたくしの経験から申しますと、一度権力の果実を知ったものは、そうそう捨て去ることができなくなるものです」

「果実が腐くさっていても？」

「腐っているものほどおいしいと、勘かん違ちがいするのです」

　アルメインは頷うなずき、「留意しよう」と言った。

　現在のフィンメルハウゼン王国は代王のアルメインが一人で統治している。十か月前は四人いたが、死亡と逮たい捕ほが続いて彼のみとなった。諸外国はこれを「玉ぎよく座ざという名の果実が、口を開けていてぼんやり待っていたものの上に落ちた」と噂うわさしている。

　アルメインはただ待っていたわけではない。自分のところに落ちてくるよう手を尽くした。それがあまり公おおやけにはできない手段を使ったため、端はたからは幸運に見える。彼自身も公表するつもりはなかったから、噂がそのまま正しいものとして扱われていた。

　別にそれでも構わない。運にのみ頼る人間だと思われていた方が、後々都合がよいのだ。そのことで侮あなどられる方が、隠かくれ蓑みのになるというものだった。

　アルメインは紅茶をすする。ようやく身体からだが温まってきた。

「食事を持ってきてくれ。ここで食べる」

「食堂でナリア様とメーニカ様がお待ちです」

「早起きだな」

「アルメイン様が遅くまで寝ていた、と解釈する方が自然です」

「昨日、あのベールランド連合王国の大使と話をしていたのが原因だ。あの、なんて言ったかな、だらだらと中身のない話をするあいつ」

「とても長く、舌を嚙かみそうな名前でした」

「先祖の名前を全部くっつけたらしい。従兄いとこにはもっと長い名前がいるんだそうだ。酷ひどい風習だ」

「その方がフィンメルハウゼンに赴ふ任にんされないことを祈りましょう」

　カリーンは紅茶を飲み終わったタイミングを見計らい、盆に湯壺ポツトと茶杯カツプを載のせて下げる。

　アルメインは幾いく度どか目をしばたたかせると、寝台ベツドから下りた。

　ベールランドの大使が話はなし下べ手たなのは本当で、アルメインは愛あい想そ笑わらいを浮かべて聞きながら「スインが嫌がらせで派遣したのか」とずっと考えていた。前大使ファブレーの病死が発表されると直ただちに送られてきたのだが、その時にスインが推すい薦せんしたらしい。

　スインは今、ベールランド連合王国の次期国王としての地位についている。アルメインとは隣国同士の付き合いにすぎないが、裏で協定を結んでいる。立場はアルメインが上であり、スインが国王になった暁あかつきには、ベールランドはフィンメルハウゼンのために力を尽くすことになっている。

　政変があってから半年、フィンメルハウゼン国内は安定を取り戻しつつあり、国境付近も平へい穏おんを保っている。将来はいまだ不透明なれど、国としての形を保ちつつあった。

「今日は、誰だれかと会合する予定はあったっけか」

「ございません」

「久しぶりになにもないな。食事はやめて寝てるとするか」

「生産性のない行為です」

「売春宿の二階に住んでたときもそうだった。隣では生産行為してたのに、俺おれは金も食い物もないから一日中横になってたんだぞ」

「アルメイン様は漁ぎよ色しよく家かとなられても是ぜとされる地位にいらっしゃいます」

「できないことは君も知ってるだろ」

　彼は幼い頃、姉ヒルトルートにされたことが原因で、若い女性に触れることができない。安心できるのは少女と老女くらいで、あとはどうしても身構えてしまうのだ。

　カリーンは垂幕カーテンを開けながら言った。

「お暇でしたら、遠出をなさってはいかがでしょう」

「国内巡幸か？　国王みたいだな」

「アルメイン様は王です……そうではなく、遠乗りです」

「以前は借金取りから逃げ回るのにしょっちゅう国境越えてたけど、あれも遠出って言うんだろうか」

「存じません。ナリア様を誘われてはどうでしょうか」

「ナリアを？」

　妹のナリアは年が近く、アルメインに騎士としての忠誠を誓ちかっている。いつも側そばにいるので、むしろ改めて誘うことは考えになかった。

「なんで」

「ご兄きよう妹だい水入らずも、たまにはよろしいでしょう」

「いまさらナリアを誘ってもなあ」

「そのことはご本人に言わない方がよろしいかと」

「メーニカも誘うか」

「いえ、それは」

　意外な否定に、むしろアルメインは戸と惑まどった。

「なんで。同じ妹だぞ」

「そうなのですが、どうもあの方は……確信があるとは言えないのですが」

　曖あい昧まいな返事だった。

　メーニカも妹だが、年はまだ十歳である。愛らしさは同年代の少女に比べても群を抜いており、いずれ目も眩くらむような女性になるだろうと、もっぱらの噂であった。

　だがカリーンは、アルメインをメーニカと二人きりにはさせないようにしている。それどころか、しばしば警戒をうながすようなことも口にしていた。

　アルメインは少しだけ眉まゆを顰ひそめる。

「君はメーニカには冷たいな」

「それもそうなのですが、あのメイドにも気を配りたいのです」

　あのメイドとは、メーニカに付いているサリューンのことだった。カリーンとは別の氏族出身であり、仲がよくないどころか会話もない。

「どうもメイドにしては眼光が鋭するどすぎます」

「君に人のことが言えるのか」

「常に慈じ愛あいを心がけています」

「そこまで言うんなら、ナリアだけにしておくか」

「そうなさってください。それと朝食はきちんと摂とられますよう」

　カリーンは頭を下げる。彼は肩をすくめただけで反論はしない。このメイドに全幅の信頼を置いていた。

　アルメインは着替えると、食堂へと向かった。

　王族のみが使用する食堂は広く、調度品は豪華だ。だが着席しているのは二人の妹、ナリアとメーニカのみだ。かつては十人以上もの人間がいて狭せまく感じることすらあったが、今となっては過去の話。

　彼が入ってきたことを知り、ナリアとメーニカが立ち上がって出迎えようとする。アルメインは手で制した。

「座ったままでいいよ」

　アルメインが着席する。少し遅れて、妹二人も座った。

　彼は食卓の上をちらりと眺めた。

「先に食べていてよかったのに」

「お兄様と一緒が良かったんです」

　メーニカが言う。

「メーニカだけが先にお食事を済ませるなんて、できません」

「ナリアがいるだろう」

「姉様だけじゃ寂さびしいんですもの」

　言われたナリアは、たいして面おも白しろくなさそうな顔をしていた。

「昔はよく、私とお前だけで食事をしていただろう」

「今はお兄様がお戻りになられましたわ。それにナリア姉様ったら、黙って食事をされるだけなんですもの」

「朝食の席にふさわしい話題を持っていなくて、すまないな」

「気になさらないで。メーニカはナリア姉様より、お兄様の方が好きなだけなのです」

　露骨とも言える台詞せりふに、ナリアはますます面白くなさそうな表情をした。

　ナリアとメーニカの間にはそもそも憎しみや競争心のようなものはなく、姉し妹まいとしての感情のみが存在していた。だがアルメインが国へ帰還したあたりからメーニカは変わりはじめる。それまで様々な人間に向けていた好意を、アルメインのみに向け出したのだ。表面上は肉親への好感だが、しばしばそれを越えたなにかが見え隠れしていた。

　これはナリアにとって愉ゆ快かいな出来事ではなかった。かといって遮さえぎるわけにもいかず、やきもきしているのが常である。

　アルメインはこのことに薄々だが気づいている。とはいえ今の彼は代王としての責務が山積みであり、肉親の軋あつ轢れきはどうしても後回しになりがちであった。

　ようやく食事がはじまった。

　麺麭パンと鶏けい卵らん、腸ちよう詰づめによる簡素な朝食。燕麦粥オートミールもあるが、アルメインはあまり好きではなく、ほとんど手をつけていない。

　ただし蜜み柑かんと林りん檎ごは豊富にあり、彼はもっぱらこちらを食していた。

　林檎を齧かじっていると、メーニカが話しかけてきた。

「ねえお兄様、ベールランド連合王国のスイン殿から、大使が送られてきたとうかがいました」

「そうだ。よく知っているな」

「お兄様が教えてくださらないので、自分で聞いて回ったのです」

　ナリアが「子供が口にする話題ではなかろう」と呟つぶやいているが、二人の耳には入っていない。

　メーニカは笑顔で続けた。

「もしかしたら、連合王国の王になるのですか？」

「かもしれない」

　アルメインは認めた。

「もし今の王が崩ほう御ぎよするようなことがあれば、バリストン王のスインが、連合王国の長となる」

「まあ、やっぱり。スイン殿が王になれば、ベールランドはとても若い王を戴いただくことになるのですね」

「俺よりずっと年下だしなあ」

「でもメーニカよりは年が上の方です」

「あいつまだ十三歳のはずなんだ」

　ベールランドは十八の国からなる連合王国であり、玉座は持ち回りである。他国よりは歴代王の数が多いが、それでも十三歳のバリストン王が国王になるとしたら異例のことである。もっともスインに王の座が回って来るのは先のこととは思われていた。

「今の王は健康だという。当分崩御などしないだろう」

「でも、早くスイン殿に連合王国の王になって欲しいと思っています。そうなれば嬉うれしいです」

「自分のことみたいに喜ぶんだな」

「はい」

　メーニカは手を合わせた。

「もしスイン殿が王になりましたら、メーニカにお祝いをさせてください」

「スインのこと、そんなに好きだったのか」

「いいえ。お兄様の力が、また一つ大きくなるからです」

　彼女は笑顔を絶やさない。

「だってスイン殿はお兄様には従うのでしょう。連合王国がお兄様のものになったも同然ですわ」

　幼い妹の言葉は、お気に入りの人形をもらったときと、同じ声音であった。

　アルメインは小さく笑いながら聞いていたが、反面かすかな恐ろしさも感じ取っていた。

　メーニカの分析は正しい。スインがベールランドの王となったらアルメインとフィンメルハウゼンの意のままとなる。彼がそのように操作をしたからだ。そのことを誰かに話したりはしていないが、彼女はちゃんと見抜いている。

　この妹はときおり、十歳の少女に見合わない洞どう察さつ力りよくと恐ろしさを垣かい間ま見せる。もしかしたらなにもかも知っていて、なおかつ「少女」という役割を演じているのではないか？

　ナリアが咳せき払ばらいをした。

「メーニカ、どうして食事の席で、王だの権力だのの話をするのだ」

「ナリア姉様は興味ありませんの？」

「少なくとも、今この場でするべき話ではないことだけは知っている」

「せっかく兄妹だけの席なのです。もっと話してもいいじゃありませんか」

「話題を選べということだ」

「ヴィントレーア姉様はいつも、戦場のお話をされていましたわ」

「あの姉は食卓ではなく、演習場で麺麭パンを齧るのを好んでいた」

「こうやって御一緒できればよかったのに」

「どっちだろうと、意味はない」

　ナリアは素そっ気けなく言った。彼女は以前ヴィントレーアの下にいたことがあったため、姉の素行をよく知っている。

　ヴィントレーアの話題が出るとどこかよそよそしくなるのは、今にはじまったことではない。兵を繰り出し白磁宮殿を血の海に変えたおこないは、いまだ記憶に刻み込まれている。

「お兄様、ヴィントレーア姉様はお一人なのですか」

　幼い妹の質問に答える。

「ああ。他の人間との接触は禁じている」

「面会に行ってもよろしいでしょうか。久しく顔を見てません」

「それは駄だ目めだ。獄ごく卒そつが食事を渡すときですら、姿を見せないようにしているんだ」

「あん。メーニカはヴィントレーア姉様の妹でもあります」

「こればかりはな」

　アルメインはやんわりとだが、はっきり拒絶した。

　鎮ちん圧あつしたとはいえ軍内部に彼女を慕したうものはまだ存在していた。なのでレーナウ城の監視は厳重を極めている。たとえ妹と言えど、近づけることはできない。

　メーニカはやや不満そうではあったが、それ以上なにも言わなかった。

　食卓の料理はほとんどが平らげられていた。アルメインはあまり手をつけず、果物ばかりが減っている。

　ナリアが顔をしかめた。

「兄上、食べなければお身体を壊します」

「分かっちゃいるんだが、貧乏していたころの癖くせが抜けない。あのころは食べるのをできるだけ減らして生活するのが胆きもだった。死にかかったことも二、三度ある」

「今はそのような心配はありません」

「そうでもない。俺だっていつ元の暮らしに戻るか分からないからな。代王の地位だって、ひょっとしたら誰かに奪われることがあるかもしれない」

　これに対し、同じ台詞が二つの方向から発せられた。

「そんなことにはなりません」

　ナリアとメーニカははっとして顔を見合わせると、兄の方を向く。

「兄上はいずれ代王ではなく正式に王となる方です」

「お兄様はフィンメルハウゼンだけではなくて、ローディア大陸を治めることができますわ」

　妹二人の言葉にアルメインは面喰らった。まさか同じようなことを言われるとは思っていなかったのである。

「無む闇やみな希望は、俺の生き方に反するんだけどな」

「代王ともあろうお方が、弱気ではいけません」

「ナリア姉様のおっしゃるとおりです。お兄様はフィンメルハウゼン一国に留まるべきお方ではないのです」

　性格も物腰も違う二人が同じ意味のことを口にしている。それがアルメインを驚かせ、苦笑させた。

「すまなかった。確かに弱気は禁物だな」

「はい。前を向いていてこそが兄上です」

「メーニカはいくらでもお力になりますわ」

　妹たちは揃そろって口にした。

　確かに、自じ嘲ちようする理由はどこにもない。南西の大国ベールランドが敵対することはないだろうし、国内最大の敵だったヴィントレーアは囚しゆう人じんになっている。残るは北方のグーゼルホーフ帝国だが、あそこは後継者争いで対外行動を起こしている暇がないとの情報を得ていた。

　アルメインはフィンメルハウゼンの王となり、王家にまとわりつく闇を払い、究極的には平和を目指すことを誓った。現状はそこへ向けて邁まい進しんしている。障害はほとんどないようにも思えていた。

　場違いな慎重さを発揮して、手た綱づなを緩ゆるめるべきではない。

　彼は誰にも分からないくらい、小さく頷いた。

「ありがとう。たまには皆で食事をしてみるもんだな」

「たまにではなく、いつもにしてください」

　とナリアが言う。メーニカも同調していた。

「お食事はお兄様と一緒が楽しいです」

　その時、メイドが一人、食堂に入ってきた。彼女は頭を下げるとカリーンに近寄り、なにごとか囁ささやく。

　カリーンは眉根を寄せた。

「……本当か？」

「はい」

　メイドは首しゆ肯こうする。

　カリーンはそのメイドを下がらせると、アルメインに言った。

「アルメイン様、申し訳ございません。少しこの場から外れてもよろしいでしょうか」

「いいよ。珍めずらしいな、君がそんなことを言い出すなんて」

「わたくしに客が来たようです」

　カリーンは「失礼します」と告げて、食堂から出ていく。

　それを潮に、アルメインたちも立ち上がった。

「ナリアは今日はどうするんだ」

「軍の再編に関わろうかと。ヴィントレーア姉様の影響力がまだありますから」

「そうか。忙しいんならいいんだ」

「御用でしたら優先させます」

「いや」

　別にいいと言おうとしたが、ナリアが聞きたがったので、教えることにした。

「たまには二人で遠出しようかと思ったんだ。まあ軍の方が大変だろうから……」

「行きます」

「え？」

　思わず聞き返すアルメイン。ナリアは真ま面じ目めな表情をしていた。

「兄上がおっしゃるのなら、そちらが最優先です。軍のことは他のものに任せます」

「無理しなくても……」

「私のやることに無理はありません」

　よく分からない理屈を述べながらナリアは「支し度たくをして参ります」と言い、出ていった。

　ぽかんとするアルメインと、かすかに渋しぶい表情のメーニカ。

「ナリア姉様ったら、浮かれてますわ」

「そうなのか？」

「はい。お兄様と二人で出かけるのが嬉しくて仕方ないのです」

　彼女はくるりと兄の方を向いた。

「メーニカも連れて行っていただけませんか？」

「いや……メーニカは留守番だ」

「酷いことをおっしゃるんですね。メーニカのことがお嫌いですか？」

　つぶらな瞳ひとみに宿る哀かなしみを見て、アルメインの心にはふと憐れん憫びんの情が湧わく。

「すまないな。別の機会に埋うめ合あわせするよ」

「その時を楽しみに待ってます」

　そう言うと、メーニカは連衣ドレスの裾すそを摘つまんで挨あい拶さつすると、食堂から出て行った。




　メーニカは食堂から出ると、他に誰もいないのを確認した。そして呟く。

「サリューン」

「はい」

　彼女の隣には、いつの間にか無表情なメイドがいた。

　無論メーニカは驚かない。

「調べてきて」

「アルメイン様とナリア様ですか」

「いいえ」

　メーニカは首を振る。

「お兄様もナリア姉様と二人きりなんて、許されないことよ。お兄様の側はメーニカだけが相応ふさわしいんだから。でもこれは違うの。ヴィントレーア姉様のこと」

　サリューンの目がわずかに細くなる。

「接触できるかどうか、確認してくれないかしら」

「レーナウ城は厳重な監視下に置かれています」

「できないの？」

　サリューンは返事をしないが、それが不可能を意味しないことくらい、メーニカも承知していた。

「あそこは宰さい相しようの部下も使っていたわよね。確か『白磁の吐と息いき』の長おさだったかしら」

「エルラニアです。宰相の秘書官。レーナウ城の一部を管理しているはずです」

「一応、見つからないよう注意してね。あなたには言うまでもないでしょうけど」

「かしこまりました」

「もしヴィントレーア姉様と接触できるのなら、やって欲しいことがあるの」

　メーニカはなにごとか囁く。サリューンは黙って頷くと、出現したときと同じように、音もなく姿を消した。

　少女は再び一人になる。胸元を少し引っ張り、服装を整えた。

「暇になっちゃったわね。お兄様も出かけるのなら、お部屋を使わせてもらおうかしら」

　彼女はアルメインの残のこり香がに浸ひたることを好んでいた。兄に包まれているような感じがして、この上なく幸せな気持ちになれる。特に寝台ベツドは最適だ。

　寝台ベツドに潜もぐり込こみ、一人でおこなうあれに至っては、ぞくぞくするような快感を伴っている。背徳的な行為であるのだが、それ故に無上の楽しみともなっていた。

「今日はナリア姉様に譲ゆずったんですもの。お部屋を使っても構いませんわよね、お兄様」

　メーニカは食堂にいるはずの兄に向けて、そう呟いた。
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　レーナウ城はかつて軍事拠点として使われていたが、近年は廃はい城じようとして扱われていた。そのため兵舎に人はなく、厩きゆう舎しやに馬はいない。

　その代わりここは監獄として機能している。石造りの堅けん牢ろうな城は、外敵ではなく内部からの逃亡を防ぐ役割に変化した。内部構造も少数の獄卒で囚人を監視するよう改良されている。

　その城の上部に、ヴィントレーアは収監されていた。

　幾本かそびえている尖せん塔とうの一つに閉じこめられていた。高い場所は上り下りする手段が限られているので脱獄は困難だ。かつてはアルメインも入れられていたが、そこは魔ま導どうによって破壊されたため、別の塔が使用されている。

　塔の最上部に部屋は一つしかないが、内部は清潔に保たれ、生活に不便がないように取りはからわれていた。寝台ベツドは新しく椅い子すや机つくえも豪華なものが置かれている。これは、いくら囚人とはいえヴィントレーアが王族であるからだ。不満を和やわらげることによって反抗心を芽め生ばえさせない狙ねらいもあった。

　だが彼女の隻せき眼がんとその奥の野心は、これくらいのことで衰おとろえたりはしていなかった。

「私は閉じこめられたが、死んだわけではない」

　これがヴィントレーアが自分自身に言い聞かせている言葉だった。絶対にこの危難から脱し、屈くつ辱じよくを浴びせた弟と妹に復ふく讐しゆうする。このことが彼女の生きる糧かてでもあった。

　その日のヴィントレーアは眼帯を外し、寝台ベツドに横になっていた。いくら生活に不自由がないとはいえ、やることには限りがある。軽く目をつむり、復讐に考えを巡らせるのがいつもの過ごし方だった。

　ふと、彼女の耳に微かすかな声が届いた。

「……様。ヴィントレーア様……」

　薄く目を開ける。そして横を向いた。

「誰だ」

「お味方です」

　と声は告げるが、どこにも姿は見えない。

「幻げん聴ちようか。私もそろそろ心を蝕むしばまれる年となったか」

「そうではありません。私の姿は見えないでしょう。ですが確かに、存在しております」

　声は女性のものだった。ヴィントレーアは身体を起こす。

　鉄てつ格ごう子しの向こう側を覗のぞいた。

「……確かに誰もいない」

「私は姿を隠す術に長たけております」

「いつもいるはずの獄卒はどうした。あいつは飲み物を持ってこさせるのに重ちよう宝ほうした」

「眠ってもらいました。たとえ戦いくさの角笛が触れようとも、目覚めることはないでしょう」

「ふん」

　彼女は寝台ベツドに戻り、腰かけた。

「そうまでして私に近づく理由はなんだ。喉のどでも切きり裂さくつもりか」

「いいえ。うかがいたいことがございます」

　ただでさえ小さな声が、いっそう潜ひそめられた。

「ヴィントレーア様は、いまだ恨うらみを抱いておられますか」

「なに？」

「アルメイン様にとナリア様に、です」

「無論だ」

　彼女は即答する。

「私の部下、イーレクリスを殺したのは間違いなくあの二人だ。この手で復讐してやらなければ気が晴れぬ。この半年、それだけを考えていた」

「別のものが暗殺したとの噂もあります」

「しょせんは噂に過ぎぬ。アルメインとナリアの仕業だ」

　ヴィントレーアは部下のイーレクリスを愛人としていた。それは同性愛であり、双そう聖せい教きようの教義にもとる行為だったが、快楽を優先させていた。彼女は臥ふし所どを一人で使うことを好まなかったのだ。

　だがある朝イーレクリスは殺害された。ヴィントレーアはそれをアルメインの命によるものと思い込み、報復のため白磁宮殿を血の海としたのである。

　虚こ空くうの声は沈ちん黙もくしていたが、ヴィントレーアは納得したものと受け取った。

「それで、私になんの用だ」

「お助けいたします。復讐のために」

「どうやって。私はこの通り囚とらわれの身だぞ」

　彼女は石の壁を軽く叩たたく。鈍にぶい音がするだけだ。

「そこはお任せ下さい」

　声は言った。

「私が知りたいのはヴィントレーア様の決意でございます」

「言うまでもない」

「たとえばヴィントレーア様は、復讐のために母国を捨てる気がおありでしょうか。血縁者、友人を手にかける覚悟がおありでしょうか」

「愚ぐ問もんだな」

　ヴィントレーアの隻眼が鈍い光を放つ。

「我が願いは血による復讐のみだ。アルメインとナリアの首を刎はね、剝はいだ皮で地を舗ほ装そうして見せよう。そのためにはどのようなことも厭いとわぬ」

「安心いたしました」

　声は告げた。くどいほどの念押しだったが、それだけのことをさせるつもりなのだろうと、ヴィントレーアは思った。

「ではヴィントレーア様、急いでお進みください。下に馬車がございますので」

　音もなく、鉄格子つきの扉が開いた。
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　一足早く食堂を出たカリーンは、白磁宮殿の勝手口にいた。

　宮殿に出入りするものは王族だけではない。メイドや料理人、御者、庭師がおり、食糧などを運び込む商売人もいる。ただし彼らが正面から訪れることはなく、もっぱら裏手にある勝手口を使用していた。

　カリーンがそこまでやってきたのは、来客があるとの知らせを受けたためだった。

　単に客なら、彼女は自分の部下に応対させる。主人であるアルメインが食事中なのだからなおさらだ。なのに自分で出向いたのは、客の名前に覚えがあったためだ。

　彼女は勝手口のあたりを見回す。人影がない。

　正確には掃そう除じをしているメイドがいるだけだった。他には誰もいない。

　そのメイドに尋たずねた。

「来客があったはずだが」

「あ、はい。外におられるかと」

　メイドは掃除の手を止め、勝手口を開ける。カリーンはちらっとだけ外を眺めた。

「出ろ」

「はい？」

「外に出ろと言っている」

　メイドはびっくりしたようだが、大人おとなしく従った。

　カリーンはメイドに続いて外に出ると、後ろ手に勝手口を閉める。

　二人きりとなる。そばかすだらけの年若いメイドは、カリーンに睨にらまれておどおどしていた。

「あ、あの……」

「話せ」

「ど……どういうことでしょう……」

「なんの用か話せ」

　カリーンは冷厳な声で言った。

「うまく部下に化けたつもりでも、そうはいかない。お前の変装はまだまだだな、マイレーン」

　不意にメイドがにやりとする。一瞬だけ顔を手で覆おおった。

　次の瞬間、そこにはそばかすの少女とは似ても似つかぬ姿があった。

　美しさをともなう自信に満ちた顔。瞳の色は青く、どこまでも深い。肢し体たいはすらりとしていて魅み惑わく的てきであり、カリーンに勝まさるとも劣おとらない。長い髪を縛って馬の尾のようにしており、風でときおり揺れている。

　彼女の名はマイレーンという。カリーンとは昔からの馴な染じみでもあった。

「久しいな、カリーン」

「そうだな」

「見破られて悔くやしい……と言いたいところだが、幻影は私の不得手とするところだ。息災だったか」

「昔の記憶以外は」

　カリーンはつまらなさそうに返事をする。

「はっきり言うがお前のことはほとんど忘れていた」

「何年ぶりかな。互いにミルロウの地を離れてからずいぶん経たつ」

「年を数えるのは止やめた。今朝もアルメイン様に聞かれたばかりだ」

「ふむ。きちんと主人を捕まえたようだな」

　その言葉に、カリーンは険けわしい表情をした。

「……アルメイン様はいずれ王となられるお方だ。滅めつ多たな口をきくな」

「王になってもらわねば困る」

　マイレーンは白い壁に寄りかかった。

「我々が力を貸しているのだから、その辺の地方領主で終わってもらっては割に合わない。結果で報むくいてもらわないと」

「メイドが尽くすのは当然のことだろう」

「ああ、そうとも。特にお前はその恰かつ好こうが似合う」

　カリーンは憮ぶ然ぜんとしながら「マイレーンは似合っていないな」と答えていた。

　二人共にメイドであり、同じ氏族出身であった。

　カリーンたちの氏族は昔から魔導を生なり業わいとし、傭よう兵へいとして各国に雇やとわれていた。戦争、諜ちよう報ほう、あるいは犯罪に荷担することによって手にした金はそのまま氏族の共有財産とされ、繁はん栄えいのための資金とされた。

　だがこれら異い形ぎようの力は、どうしても一般市民から奇異の目で見られ、反感を買う。やがて大陸中に魔導禁止の触れが出され、氏族は弾圧された。残った人間は魔導を封印するか地下に潜った。

　カリーンとマイレーンは、この地下に潜った一派の生き残りである。彼女たちは魔導弾圧の時代を耐え抜き、一見無害なメイドとして各国に雇われることになった。

　無論、今の時代も魔導は禁止されている。だが禁止されたからといって使われていないわけではなかった。

「馴染みが訪ねてきたんだ。もう少し温かな歓迎もいいと思うが」

「馬ば鹿かを言え」

　カリーンは吐き捨てるように言う。

「お前を歓迎したなどと知られてみろ。部下は喜んで私を絞こう首しゆ台だいに送るぞ」

「諧かい謔ぎやくに富んだ部下だ。育てたかいがあったな」

「そういうお前はどうしている。……ああ、言わなくてもいい。グーゼルホーフ帝国の王室に仕えているんだったな」

　マイレーンはゆっくりと頷いた。

「エーレントラウト王女はいずれ即位する。そう遠いことではない」

「女帝か」

　カリーンはやや驚いたように言う。

「あの国の歴史上はじめてではないのか。あそこの王室は、エーレントラウト王女よりも優先される王位継承者が八人はいたはずだ」

「皆退場してもらった」

　メイドはにやりと笑んだ。

　カリーンは「どうやったのだ」などとは訊きかない。彼女はマイレーンがどういう手段を用いるか充分承知している。それがあまり愉快ではない方法であり、しかし自分がその立場なら同じことをしただろうということも。

「見事だと褒ほめてもいいのだぞ」

「誰がお前を褒めるか」

　カリーンが吐き捨てるように応える。

「本当ならこうして話しているのも苦痛なほどだ」

「冷たい女だ。同じ氏族出身だというのに」

「それで、真の用件はなんだ。まさか情報交換だけではあるまい。それくらいなら遠話で充分だ」

　マイレーンはカリーンを正面から見み据すえた。

「我々は故郷を捨てるとき、ある誓いを立てた」

「そうだったか」

「とぼけるな。弾圧された過去を忘れたか。村を追われ、捕らえられ、ただ不可思議な術を使うというだけで殺された。焼かれるものもいれば煮にられるものも。見み世せ物ものとして生しよう涯がいを終えたのなら幸運だった。以来、我が氏族は地下に潜って生き延びてきた」

「立派な弁舌だ。芝しば居いの弁士になれ。きっと稼かせげる」

「茶化すのは止めろ。そこで我々がなにを決意したか知っているはずだ。支配される側から、する側になることを誓ったのだ」

「…………」

　カリーンは無言でマイレーンを見つめていた。

　昔のことを語る彼女は、いつも目が血走り、呼吸が荒くなる。口調は高ぶって相手を指弾しがちになるのだ。

　カリーンはそれが、彼女と彼女の母親に起因することを知っている。マイレーンは家族を殺され、天てん涯がい孤こ独どくになってから、報復を決意したのだ。世界と、そこに住む人々に対して。

「よもやそのことを忘れたわけではあるまい」

「どうだろうな」

　彼女はとぼけた。

「なにしろ今の生活も悪くはないのでね」

「さっさと思い出せ。私はグーゼルホーフに足場を築いた。ベールランドにはシャルナーンがいる。フィンメルハウゼンにはお前。これなら国を操ることも可能だ」

「まるで子供の砂遊びみたいに言うのだな」

「我々にはそれだけの力がある」

「だから？」

「そろそろこれらを一つにしてもいいのではないかと思ってね」

「……どういうことだ」

「知れたこと。潰つぶれてもらうのだ。フィンメルハウゼンに」

　カリーンは目を細めて、眼前のメイドを睨んだ。

　マイレーンが含み笑いをする。

「そう怖い顔をするな」

「……フィンメルハウゼン主導で大陸の統一は動き出している。アルメイン様がそうしている。ベールランドはすでにアルメイン様の許可なくばなにもできない」

「もちろんベールランドにも潰れてもらう。だが覇はを唱えるのはグーゼルホーフだ。こんな小国ではない。それが長老会で決められたことだったはず」

「あんな何百年も昔のことなど、今さら反ほ古ごにしても罰は当たるまい」

「あらゆる意味でグーゼルホーフが都合がいい。お前も納得していたはずだ。なあに、どうせグーゼルホーフにもいずれは消えてもらうのだ。問題はなかろう」

「アルメイン様と出会う前はな」

　一瞬だけ、マイレーンの表情に驚きが現れた。

　だが、すぐに「ふん」と鼻で笑う。

「珍しく情を感じたか」

「お前に教える必要を感じない」

「……まあいい。だが、必要なのはグーゼルホーフだ。我々にとって一番御しやすい国なのだからな。それとも」

　すっと、マイレーンの声が低くなる。

「裏切るつもりではあるまい？」

「だとしたら？」

「こうする」

　不意に、メイドの姿が消えた。

　刹せつ那なの動きだった。完全に視界から消え、音すらしない。ただわずかに空気の流れに変化があるのみ。

　カリーンの真後ろにマイレーンが出現する。その手には短剣が握られており、一直線に盆ぼんの窪くぼへと伸びていく。

　金属音。

　マイレーンの短剣は弾かれていた。カリーンの首筋にはやはり短剣が伸びており、盆の窪周辺を保護するように被かぶさっている。












　攻撃を防いだのは、カリーン自身の短剣であった。

　マイレーンは飛び退すさる。カリーンも同じようにした。

「ほう、さすがだ。魔導だけではなく、武器にも長けている」

「誰かと違って鍛たん錬れんを怠おこたっていない」

「魔導を使って攻撃するべきだったか」

「こんなところで？」

「私よりお前が窮きゆう地ちに陥おちいるだろうな」

　なにしろ白磁宮殿の裏だ。派手な爆発でもあればすぐに誰かが飛んでくる。ヴィントレーアの事件でも魔導を使ったので、今度も金で沈黙を買うことは可能だろうが、マイレーンのことを説明するのが厄やつ介かいになる。

「まあ、いい」

　マイレーンは短剣を引っ込めた。

「氏族の誇りを忘れず、裏切らなければなにをしようと構わん」

「お前に命じられる義理はない」

「一つ面白いことを教えよう。私の部下からの報告だ。さっき向こうの城で不審な動きがあったぞ」

　カリーンの目がまた細くなる。その台詞は、レーナウ城でなにか発生したのと、リューブルグにマイレーンの手の者が侵入していることを示していた。

「我が氏族のことを、忘れるなよ」

　念押しするマイレーン。カリーンは返事をしない。

　風が吹く。強さと冷たさを伴った空気に、カリーンは一度だけ目をつむった。

　開けたとき、眼前には誰もいなかった。

　マイレーンは姿を消していた。カリーンはふうと息を吐く。そして遠慮なく舌打ちをした。どちらも彼女には珍しい仕草であった。
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　かつかつと響く蹄てい鉄てつの音。固い音色は石いし畳だたみに規則正しく刻まれ、空に登って消えていく。フィンメルハウゼンの冬空は高く、どこまでも澄すんでいた。

　アルメインとナリアが乗る馬は、街道を北へと向かっていた。

　フィンメルハウゼンと北方諸国を繋つなぐもっとも大きな道だ。なので行ゆき交かう人の数も多く、道端で店を開いている人もいた。

　アルメインは馬を進ませながら、ちらちらと視線を下にやっていた。

「兄上、どうなさったのですか」

「ん？　ま、色々とな」

　彼はナリアの質問に、曖昧な返事をした。

　ローディア大陸内の主要街道は石によって舗装されている。それはかつてこの地を治めていたヴィーリシス大王に連なる王家が、ひたすらにおこなっていた事業の一つであった。

　切り出された石は平らに加工されて敷き詰められ、隙すき間まは砂じや利りや石の破片によって埋められる。石はそのまま道しるべとなり、雨が降ってもぬかるむことのない安全な通行路となる。それはすなわち、商隊と軍隊にとって最適な道であった。

　できてしまえばこれほど便利なものはないが、作るだけではなく維持も必要となる。維持は力のある国にしかできず、そうではない小国は街道が荒れるに任せるしかないこともあった。

　フィンメルハウゼン周囲の主要街道は所々が荒れていた。これは先王の崩御前に国境紛ふん争そうがあり、さらに内紛に明け暮れていたことによる。

　アルメインの記憶では、ベールランドとグーゼルホーフの道は常に整備されている。特になにかと軍を動かすグーゼルホーフ帝国が、街道の整備をきちんとおこなっているのは、国の豊かさを表すと同時に、他国への進撃路を確保することに繋がっていた。

（ベールランドの方はまだ放っておいてもいいが、グーゼルホーフ側は補修が必要かもな……）

　スインのいる国より、しばしば紛争の相手となる国を警戒するのは当然であった。

　グーゼルホーフ帝国は強大な軍事国家だ。万が一全面衝突が起こったら、今のフィンメルハウゼンではひとたまりもないだろう。アルメインはそのような最悪の事態も頭に入れておかなければならない。

「兄上」

　また妹が声をかけてくる。彼は慌あわてて考えごとを止めた。

「ああ、すまない。なんだ？」

　ナリアはやや残念そうに言った。

「散策だと思っていましたが、違っていたのですか」

「違わない」

「先ほどの兄上は、王として政まつりごとをおこなう目をされていました」

「すまない。どうも考えなければならないことが多いんだ」

　彼は苦笑する。

「姉さんたちがいなくなってから、全ての責任が俺にのしかかってきたからなあ」

「私は兄上なら造作もないと確信しております」

「そうもいかないさ。だからこうやって息抜きもしている」

「相手が私ですが」

「だからいいんだ」

　特に狙って発した言葉ではなかったが、ナリアはあからさまにびくっとしていた。

　自らの所作をごまかすかのように、彼女は言う。

「ど……どこに行かれるおつもりでしょう」

「そのへんをぶらっとしたい」

「では街道から外れますか。あそこに」

　ナリアは右手側を指さす。

「丘があります。景色もいいところです」

「行ってみるか」

「競走しましょうか」

　とナリアが言った。

「私の馬と兄上の馬、どちらが速いか」

　アルメインの馬は一般的な茶色の毛で、ナリアの馬は白い。ただ外見的な差はそれくらいで、他に違いは見られなかった。

「いいよ。やろう」

「では」

　手綱を響かせて、二頭の馬は駆け出した。

　街道を外れて土の上を疾しつ走そうする。今は冬なので枯れているが、これが春になると一面が緑草地となる。

　馬は岩やぬかるみを避けて丘へと駆ける。緩やかな斜面を一気に駆け上った。

　先に到着したのはナリアだった。アルメインはだいぶ遅れて丘の頂上に着いた。

　ふうと息を吐いて、アルメインはたてがみに顔を埋める。

「ずるいぞナリア。乗馬の技術に差がありすぎる。おまけにそっちの馬はまだいくらでも走れそうなのに、俺のは病気にでもなったみたいだ」

　ナリアは笑っていた。

「兄上は馬に負担をかけすぎです。それに私は、小さい頃から乗馬を欠かしませんでしたから」

「俺は金がなかったから、馬なんて高級なものにほとんど乗れなかった。いつも歩くか走るかだった」

　アルメインは馬から下りる。ナリアも続いた。

「ここからの眺めが最高です」

　彼女は前方をさし示す。左手にリューブルグの街があり、右手には街道が続く。その先には森があり、起伏に富んだ地形が見える。木々の緑と草の枯れた地面の対比が際立っていた。

　アルメインは痛む尻しりをさすりながら、腰を下ろした。

「こうして見てると、白磁宮殿から逃げ出した時を思い出すな。あん時は夜の間中走って、昼間は寝ていた。一度だけ朝方も歩いたんだが、日の光が目に染みた」

「私はヴィントレーア姉様の下にいたとき、この周辺をさんざん行軍させられました。騎兵による突撃、歩兵による方陣行進。全てを出来るようになれと。その姉様が……あのようなことをなさるとは」

　ナリアの言葉には、痛つう惜せきの念が滲にじみ出でている。彼女は一時、ヴィントレーアのもっとも頼れる部下の一人でもあった。

「兄上……ヴィントレーア姉様のことは、このまま捕らえておくのですか」

　妹は探るように質問してくる。

　彼はその言葉の裏にある真意を理解していた。

「そうだな、当分はあのままだ。今のところ極刑に処するつもりはないよ」

「それは……」

「寝覚めが悪いのが、理由の半分だ。もう半分は、ここに来て殺してしまうと軍内部での俺の評判が落ちる。あの事件から半年経っても、まだヴィントレーア姉さんの影響力は強い。処断するにはもっと時間が必要だ」

「では数年後に」

「それはわからない」

　アルメインは仰あお向むけに寝転んだ。澄んだ青空が目に入る。

「ヴィントレーア姉さんはきつい性格だが、ガルクトと違って俺の出自を馬鹿にしなかった。そういうところは結構好きだったよ。多分あの人自身の誇りが許さなかったんだろう。誇り高いから玉座を得ようとしたのかもしれないが……なんにせよ姉だ。そう簡単に処遇を決めたりはできないよ」

　ナリアは黙って彼の言葉を聞いていた。やがて、

「ほっとしました」

「え？」

「近頃の兄上は、その、情よりも理ことわりを優先させていると思っておりました。政をおこなうのに不可欠であると信じておりますし、代王の地位にいるのに必要なことなのでしょう。ですが、これは決して兄上を批判しているわけではないのですが、寂しさを感じていたのも事実です」

　アルメインは寝転がったまま妹を見上げる。いつもの精せい悍かんな顔つきの中に、少女時代の柔やわらかさが垣間見えた。

「やはり兄上は私たちの家族だったのですね」

「……まあな」

　彼はまだ仰向けのままでいた。ローディア大陸の北風が、身体の上を通り過ぎていく。

「ずっと一人で旅していたから、いまさら家族ってのも変な話なんだが」

「変ではありません。これが正しいのです。私も幼い頃は血縁者が多いと思っていましたが、今は少なくなったのですから」

　彼らの父親であるルドニア三世は后きさきが九人もいて、子供の数も多かった。だが大半が遠方へ嫁とつぐか亡くなってしまい、今や王国内にいるものは限られている。ナリアが一いち抹まつの寂しさを感じるのは当然だった。

「人間は生き死にから逃れられない。王族はそれが極端なんだよ」

「兄上は達観されたようなことをおっしゃるのですね」

「割と色々な国を訪れたからな」

「今はフィンメルハウゼン王国の王です」

「まあな。俺は王になる道を選んだし……そうしなきゃならなかったんだ」

　ナリアが理由を訊きたそうにしていたが、彼は口をつぐんだ。このことはまだ、妹に詳しく説明する気になれなかった。

　彼は冥めい玉ぎよくに選ばれた身でもあった。

　冥玉が彼のために輝き、王になる道を示したのだ。フィンメルハウゼンの歴代王が身につけ、受け継がれてきた宝石。その輝きは甘かん美びであり、吸い込まれるような深みを放つ。冥玉に認められることは王としての資格に繋がった。

　冥玉のことは王家に広く知れ渡り、民間にもある程度は伝わっている。だが直じかに見たものは限られ、まして輝きを感じたものは王以外にはいなかった。

　アルメインが冥玉を得たことは、ごく少数の人間しか知らないことだ。

「……政の話はしないつもりだったのに、どうしてもそうなっちまうな」

「申し訳ありません」

「いいさ」

　ふと、ナリアが訊く。

「兄上はどうして代王のままで、王になられないのですか」

「とりあえず不都合はないからな。いずれは王を名乗る日が来るだろうけど」

「曖昧なままでは困ります」

「曲がりなりにもフィンメルハウゼンの王なら、それなりの準備が必要だろ。それこそ、娶めとっていないと恰好がつかないんじゃないか」

　ナリアがびくっとする。

「婚こん姻いん……なさるのですか」

「たとえばの話だよ。以前にカリーンか誰かに言われたことがあるんだ。十三王朝の正統後継のフィンメルハウゼン王になるのなら、そういうところから逃れられないとさ」

　皮肉っぽく述べたが、彼はその意見は正しいと思っている。即位してから婚姻しても問題はないだろうが、いずれにせよ后がいるといないとでは印象が違った。

「ただ俺は、女はちょっとなあ……」

「誤解を生みそうなお言葉です」

「相手がカリーンなら平気なんだよな」

「…………」

　ナリアは口をへの字に曲げていた。

「それはカリーンの意見なのでしょうか」

「かもしれない。忘れた」

「あのメイドは兄上に余計なことを吹き込み過ぎです」

「ナリアはカリーンのことになると、なんだかきついな」

　妹がぱっと彼を見た。

「そっ、そんなことはありません！」

「そうか。俺は仲よくやって欲しいと願ってるんだが」

「私が親密になろうとしても、向こうはそうとも限りません」

「カリーンも同じようなこと言ってたぞ。むしろナリアのことが好きだと言っていた」

「それはそれで迷惑な話です」

「仲がよければ俺も安心できるんだけどな」

　身辺にいる二人が角突き合っていては、心の安まるところがなくなってしまう。彼はナリアの剣の腕とカリーンの才覚、どちらも信頼していたので、互いを補いつつ生かし合って欲しいと考えていた。

　ナリアは妙に落ち着かない態度を取っていた。

「わ……私としても、カリーンが兄上のお世話をすることに異存ないのです。ただ、その、少し親密すぎることも……」

「じゃあ親密になるのを止めるか」

「そういうことではありません。むしろ、私ともう少し……」

「？」

「こうやって一緒にいてくだされば……」

　ナリアが語尾を濁にごらせる。

　アルメインは半身を起こした。もっとよく聞こうとしたのだが、それがいっそうナリアを戸惑わせたのか、おずおずとして要領を得ない。

「し、親しくしてもよろしいのではと……」

「親しくないか？」

「そうですが、こう……」

　ナリアはその先を言うことができなかった。

　数頭の馬が駆けてきて、彼らの真後ろで止まったのだ。

　二人は驚いて振り返る。そこにいたのはカリーンと、数名のメイドだった。

　カリーンが頭を下げる。

「メイドの身でありながら、火急故ゆえ馬を使いました。申し訳ございません」

「別に構わない。なんだ」

　アルメインの返事に、カリーンは部下のメイドたちに合図して周囲を警戒させる。

「安全を徹底させる必要が出てまいりました。すぐにお戻りください」

「それくらいなら私がいる」

　ナリアが不満そうに言うが、カリーンは真剣な表情で首を振った。

「ナリア様の剣技にいささかの不安も抱いてはおりませんが、念には念を入れる必要があります。ヴィントレーア様が……脱獄しました」

　二人は言葉もなく、驚きよう倒とうしていた。

　隻眼の姉が獄を脱する。それは今、もっとも起こってはいけないことだった。ヴィントレーアはアルメインの姉で王位を継ぐ資格がある。このことはフィンメルハウゼン王国に領土的野心を抱くものには大変都合がよく、それらの国が諸もろ手てを挙げてヴィントレーアを保護することは大いに考えられた。

　また、フィンメルハウゼン軍内部にも一定の影響力を残している。これら二つが合わさった場合どうなるのか、火を見るより明らかだった。

「どうやって逃げたんだ!?」

「外部からの手引きだとみられています」

　アルメインの質問に、メイドは冷静に答えた。

「現在のところ、所在は不明です」

「すぐにリューブルグの門を閉めろ！」

　首都リューブルグは城塞都市であり、包囲戦に耐えられるよう周囲は城壁で囲ってある。出入りのための門を閉めることによって、不審者を内部に閉じこめることが可能であった。

「先ほどおこないました。ただ間に合ったかは……」

　いきなり大気を裂く音がして、アルメインをかすめ、馬になにかが当たった。

　馬はいななき暴れ出す。身体に矢が刺さっていた。

「そこだ！」

　ナリアの指摘に、カリーンが繁しげみに向けて火球を放った。爆発が起こり、炎ほのおと悲鳴が上がる。

　メイドの一人が水を発生させて炎を消した。燃え尽きた繁みの中には、兵士が一人倒れていた。

「こいつは……」

　アルメインは呟く。

「フィンメルハウゼンの兵士……姉さんの部下か」

　兵が代王の命を狙ったのである。ヴィントレーアの命令以外あり得ない。ナリアが首を振る。

「ヴィントレーア姉様は、すでに逃亡したようですね。自らの無事を兵に知らせたからこそ、暗殺を試みるものが出てきたのでしょう」

「くそっ。誰が逃がしたんだ」

　アルメインは憎にく々にくしげに言う。ヴィントレーアは厳重な監視下に置かれていたはずだ。外部の手引きだとすると、レーナウ城の事情に通じたものの仕し業わざとしか考えられない。

「兄上、ヴィントレーア姉様のことは私が追います。レーナウ城近辺なら熟知しておりますので」

　制止したのはカリーンだ。

「ヴィントレーア様はアルメイン様だけではなく、ナリア様にも恨みを抱いております。お一人で行動されるのは危険かと」

「自分の身くらい自分で守れる」

「アルメイン様の身辺警護はどうなさるのです」

「……兄上は宮殿に籠もってもらおう」

「待て。監禁するってことか」

　彼は思わず苦情を言ったが、ナリアは肯定するように頷いていた。

「当面、窓のある部屋に入らないようお願いいたします。宮殿の外には出ないでください。外に面した廊下も歩かない方がいいです」

「おい」

　アルメインは助けを求めるようにカリーンを見る。だがこの忠実なメイドは、ナリアとまったく同意見のようであった。

「そうなさるのが最善かと」

「……分かったよ」

　アルメインは肩をすくめる。

「大人しくしてる」

「やることはたくさんあります。ちょっと不自由になるだけのことです」

「一刻も早くヴィントレーア姉さんを捕まえて、自由の身になってやるよ」

　彼はそう言い、宮殿への帰還を指示する。

　これがフィンメルハウゼンを揺るがす大事件に発展しようとは、このときはまだ誰にも分かっていない。だが不穏な空気に覆われつつあることだけは、全ての人の心に去来していた。






















　ヴィントレーア破は獄ごくの報しらせは、フィンメルハウゼン国内で正式に発表されたりはしない。壁新聞にも載のらないし、公示人が民衆の前で伝えたりもしない。ただ噂うわさとなって流れていくのみだ。

　だが噂というものは、人々にとって日々の糧かてでもあり、娯ご楽らくでもある。宮殿で殺さつ戮りくを繰り広げた元代王が姿を消したことは、緊急性を帯びて人々の口から口へ伝わっていった。

「ヴィントレーア様がリューブルグを離れたとか」

「アルメイン代王を打倒するため、兵を集めるとも言うぞ」

「軍の一部には同調する動きがあるようだ」

　かつては王家の姫将軍として戦場を駆け巡り、赤毛と隻せき眼がんが現れるところに勝利ありとまで謳うたわれた女性である。代王時代の苛か烈れつな統治は恐怖と共に刻み込まれている。収監されたときは多くのものが安あん堵どしたものだ。

　なのに脱獄した。復ふく讐しゆうしに舞い戻ってくることは、火を見るより明らかだった。特に民衆にとっては。

　白はく磁じ宮きゆう殿でんからは安心するようにとの布告が再三出される。逃げられたことはもはや隠しようがないため、せめて宣せん撫ぶに努めようとしていた。

　逆に、この状況を利用して、自らの利益にしようと企たくらむものもいる。

　宰さい相しようのテルヒムは大いに喜んでいた。

「ヴィントレーアが野やに放たれたか。なんとも心楽しい出来事だ。このままアルメインの喉のど元もとに食らいついてくれれば、なお楽しかろう」

　さすがに人前で広言するほど恥はじ知しらずではないが、自室では大いに笑い、手を叩たたいていた。双そう聖せい教きようと手を組んだ陰いん謀ぼうは失敗に終わり、ここ半年は雌し伏ふくを余よ儀ぎなくされていた。聖主コットローはすっかり覇は気きを失い、葡ぶ萄どう酒しゆに耽たん溺できする日々である。老宰相としては、一人で野心を育くまなければならない。

「ここでヴィントレーアと手を組むことも可能だな。玉ぎよく座ざをちらつかせれば食いつくのも早かろう」

「どうでしょうか。皮算用は控ひかえるべきです」

　そう言ったのは秘書官のエルラニアだった。諜ちよう報ほう組織「白磁の吐と息いき」を束ねる彼女は、ヴィントレーア脱獄の事情をある程度摑つかんでいる。

　宰相はあからさまに機嫌を損ねた。

「皮算用ではない。我が知謀さえあればそれも可能だ」

「ヴィントレーア様は策謀を好みません。それらを能よくするものを毛嫌いすらしています。玉座をちらつかせたところで、食われるのは宰相自身になるかもしれません」

「国の宰相が手を組もうと言うのだ。利害を計算できる人間なら無む下げに扱ったりはしない」

「復讐心は打算を軽く飛び越えます」

　エルラニアは冷静に告げた。ヴィントレーアはテルヒムを好いていない。嫌っていると言ってもいい。やすやすと手を組むとは思えなかった。

「ならばどうする。千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だぞ」

「待つのがよろしいでしょう」

　エルラニアは述べた。テルヒムはあからさまに不満な顔をした。

「それは策ではない」

「ヴィントレーア様は苛烈なお方。いずれアルメイン様に刃やいばを向けます。その時まで待つことです」

「つまらぬ。わしとて不老不死ではないのだ。心臓が動きを止める前に、国を自在に動かしたものとして歴史に名を残す」

　かつては怜れい悧りな宰相として評価されたテルヒムは、ここに来て急激に衰おとろえを見せていた。根気をなくし、理解力を失い、ことを急せくようになって久しかった。自分でも分かっているが故ゆえに、早急に権力を欲しているのだ。

　老人は宣言する。

「わしは待たぬぞ。一日でも早くアルメインを追い落とし、もっと都合のよい人間を玉座に据すえるのだ。死の直前まで操れるような」

「そうであるならば、止めはいたしません。宰相の決断はきっと正しき結果を導くでしょう」

　エルラニアは言った。台詞せりふの裏には明白な侮ぶ蔑べつが存在するのだが、老人の耳には届かない。

「さっそくヴィントレーアと連絡を取れ。逃げたとはいえ、山奥に隠れたりはしていまい。人家のあるところに決まっている。なんとしても先に見つけるのだ」

「かしこまりました」

　エルラニアは頭を下げる。仮に発見しても、伝えるかどうかは彼女の胸一つであるのだが、そのことを教える必要もなかった。
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　ナリアは一人でレーナウ城に向かった。

　この城は時々、軍による攻城戦訓練の舞台になることがあった。もちろん収監とは関係のない城壁を利用する。兵たちは木製の剣や槍やりを手に戦い、熱意が高じて怪け我がをしたり、まれに死んだりもする。

「周辺で聞き込みをしろ。不審な人物がいなかったかどうか。二人連れには特に気を配れ」

　彼女はメイドに命令する。カリーンにつけられたものたちだ。ナリアは「いらない」と断ったのだが、「人数が多い方が調査がはかどります」と押し切られた。

　何人かをレーナウ城周辺調査に回し、メイドを一人だけ連れて城内に入った。

　見張りの獄ごく卒そつは揃そろって青い顔をしていた。よりによってヴィントレーアを逃がしたのだから、当然だが。

「どうやって逃亡したのかまったく分からないのです。見張りは皆、気がついたら眠らされるか、殺されるかしてまして……」

　ナリアは塔に上り、鍵かぎを確認する。無理にこじ開けられた形跡はなかった。

（城に詳しい人間の犯行だな……）

　ヴィントレーアを慕したう人間はまだいるため、内部から手引きしたことは大いにあり得た。

（ひょっとしたら身内かもしれん……）

　それが誰だれかは、見当もつかない。

「あの……」

　獄卒が恐る恐る切り出す。

「関係ないかもしれませんが、そこの人と同じ恰かつ好こうした女を見たってやつがいるんです」

　彼が指さしたのは、一緒にいるメイドだった。

「メイドだったというのか」

「暗がりだったんで、よく分かんねえって言ってましたが」

　ナリアはメイドに訊きく。

「カリーンは誰かここにやったのか？」

　メイドは首を振り、「そのようなことはありません」と答えた。

　ナリアの頭の中に様々な疑問が湧わく。

（もしメイドがいたのなら、貴族の家のものか、軍の高位のもの。あるいは……）

「あとですね。まだお知らせしたいことがあるんです」

　獄卒がへりくだった物言いで話を続けた。

「地下担当のやつが、やっぱり最近いなくなったんです。金が入ったから辞めたって聞いたんですが、ルント川で死体になって浮かんでたって話です」

「ただの強盗ではないか」

「そうなんですが、地下二階担当のやつなんで」

「地下二階？　ここの地下牢は一階しかないだろう」

　ナリアは驚いて聞き返す。囚人の脱獄を警戒するため、重罪犯は地下に収監される。だがその地下が二階まであるとは初耳だった。

　獄卒は「へい」と返事をする。

「あそこは宰相の部下が管理してるんで俺おれたちゃ近寄れません。死んだやつだけが手伝わされていたんですが」

「宰相の部下？　案内しろ」

「いやそいつは……」

「宰相になにか言われても、お前の名前は出さない」

　それでも獄卒は渋しぶっていたが、強引に地下まで案内させた。

　地下一階まで来る。見えづらいが、隅にはさらに下へ向かう細い階段があった。

　ナリアはそこを下りる。案内の獄卒は、おっかなびっくりついてきていた。

　ひんやりとした空間に出る。あたりには朽くち果はてた樽たるが放置されているから、葡萄酒の倉を改装したのだろう。

　奥には木製の扉とびら。ナリアは「開けろ」と命じた。

「鍵がありやせん。死んだやつが持ってました」

　仕方ないので、彼女は鎚つちを持ってこさせた。獄卒とメイドにも手伝わせ、扉を叩き壊す。

　足を踏み入れる。同時にナリアは絶句した。

「なんだ……ここは……」

　壁からは何本もの鎖くさりが下がっており、肉片がこびりついている。床に積まれた藁わらはおびただしい量の血を吸って真まっ赤かに染まっていた。よく見ると白いものが落ちているが、それは人間の歯だ。

　中央には木製の机があり、上には火ひ箸ばし、鉤かぎ爪づめ、鋸のこぎりなどが並んでいる。そのどれもが、血で赤黒く変色していた。

「拷ごう問もん部屋か……？」

　室内を見回す。最近まで使われていたようだが、今は誰もいなかった。

「誰がここにいたか分かるか？」

「死んだやつしか知らないと思います。一度だけ酔よって口を滑すべらせたことがあるんですが、なんでも外国の偉えらい人だとか」

「フィンメルハウゼンのものではないのか……」

　ナリアの頭になにかが引っかかる。確かベールランドのファブレー前大使が病気で死亡したことがあったが、遺体に外傷があったとの噂が流れたのだ。その時は聞き流していた。

　しかしここでファブレーを拷問してなにを聞き出したのだろう。当時は一国の大使だ。露見したらただではすまない。にも拘かかわらず実行したのだとしたら、相当な覚悟か権力を持っている人間だ。

　ナリアは部屋の中をじっくりと調べたが、それ以上の手がかりは得られなかった。

　ただ、壁の一部が妙な色に変色しているのに気づく。血の色ではなく、そこだけ使い込まれたような。

「あれは扉か……？」

　質問の相手は獄卒だったが、「はじめて見ます」とだけ応えた。

　ナリアは壁の一部に手をやる。しばらく矯ためつ眇すがめつしてから力を込める。

　くるっと回転する。隠し扉になっていた。

　扉の先には通路が延びていた。人一人がようやく通れるほどの幅しかない。ナリアは松明たいまつを持ってこさせると、メイドと獄卒をその場に残して足を踏み入れた。

　ときおり身体からだを横にしながら進む。かなり昔からある通路らしい。

　いきなり通路の先が広くなり、ナリアは松明を高く掲かかげて照らす。

「なっ……なんだ!?」

　先ほどとは比べものにならないほどの驚きよう愕がくの声を、彼女は発していた。


[image: ]



　戻ってきたナリアの報告は、ヴィントレーア脱獄は内部の犯行であると裏付けるものばかりであった。

　レーナウ城周囲の聞き込みでの成果は得られなかった。不審者の目撃情報があるにはあるのだが、どれも別人ばかりで、まるで煙けむりのように姿を消していた。

「やはりリューブルグから離れたとしか思えません」

　とナリアはアルメインに言った。

「宿をとった形跡もありませんので、地方へ逃亡しているのでしょうか」

「分かった。追跡の必要がありそうだが……難しいな」

　アルメインは半なかば独ひとり言ごとのように言う。跡を追うとなると軍の騎兵が必要だが、どこにヴィントレーアの信しん奉ぽう者しやが潜ひそんでいるのか不明なのだ。緊急を要する案件だが、慎重に事を運ばざるを得ない。

「兄上、用がなければ、今日はもう休みたいのですが……」

　と言うナリアに、アルメインはきょとんとした。

「珍めずらしいな。疲れたのか」

「もちろん兄上の警護は可能です。どうしてもというのであれば……」

「いいよ。ご苦労だった、休んでくれ」

　ナリアは一礼すると、自室へ戻っていった。

「顔色がよくなかったな……。具合が悪いようなら典てん医いに診みせないと」

「精神的なものかもしれません。ナリア様は身体頑強な方ですから」

　カリーンはそう言う。アルメインは彼女を見た。

「なんだったら、君が妹の話し相手になってもらえないか」

「わたくしに本音を話していただけるか不明です」

「じゃあメーニカにでも頼むか」

「それはおよしになった方が」

「どうして」

　カリーンは珍しく躊躇ためらいがちになる。

「……特に根拠はないのですが、メーニカ様にお頼みなさるのであれば、わたくし自身が」

「ま、メーニカはまだ十歳だしな」

　アルメインは一人で納得し、とりあえずナリアの件は記憶の隅すみに留とどめるだけにした。

「カリーンの部下を国境に配してくれ。ベールランド、グーゼルホーフどちらにも」

「かしこまりました」

　フィンメルハウゼンの国境は主にこの二国に接している。西部国境に丘きゆう陵りよう地帯があるが、その先は荒野と山岳となって遙はるか先が東方諸国となる。

（西方諸国に逃亡してくれれば、むしろありがたいんだよなあ）

　いかにヴィントレーアといえど、西方で再起するのは困難だ。言葉も風習も違い、意思疎そ通つうすら難しい。アルメインも数度しか訪れたことがなかった。

　東方諸国はもっと困難で、砂漠と海を渡らなければ辿たどりつけない。とすると北か南ということになる。

　グーゼルホーフはどうだろうか。ヴィントレーアはあの国と幾いく度ども剣を交まじえており、毛嫌いしていると言っていい。

「南かな……」

　アルメインは呟つぶやいた。ベールランド自体は難しいだろうが、隣接して自由都市がいくつもある。そこなら出自を問われず、言葉もある程度通じる。

　彼はまたカリーンに命じた。

「スインに連絡を取ってくれ。国境近辺の地域の見張りを増やして、不審なものがいたら片っ端から追い返せと」

「ヴィントレーア様を探していると伝えますか」

「それはやめておく。スインに知られたら交渉の種にされそうだ」

　スインはアルメインよりも年下であるが、頭が回って度胸もある。フィンメルハウゼンに従いながらヴィントレーアを匿かくまうことくらいやりそうだった。

「なるべく知られずにいきたい。あと……例の件だ」

「見つかっておりません」

　カリーンの返答に、アルメインは顔を強こわ張ばらせる。

「もう半年になるんだぞ」

「手は尽くしておりますが、手がかりがまったくないのです。どこかに遺い棄きされたか、埋うめられたと考えるのが妥だ当とうかもしれません」

「どうしてなくなったりするんだ……」

　彼はこの半年、何度も繰り返した言葉を、ここでもまた呟いていた。

「例の件」とはヒルトルートの遺体のことである。

　代王ヒルトルートは死去した後、王族専用の地下墓地に安置された。葬そう儀ぎ自体は滞とどこおりなく済んだが、ヴィントレーア事件の最中に、遺体が忽こつ然ぜんと消えたのである。

　なにものかが墓地に侵入して持ち去ったのである。アルメインはこのことを秘密にし、カリーンにだけ打ち明けて捜そう索さくするよう命じた。だが発見は叶かなわず、どこに行ってしまったのか杳ようとして知れない。

　盗まれたのは確かであった。しかしアルメインは、「もしかしたら生き返って出ていったのでは」と荒こう唐とう無む稽けいな想像をしてしまう。ヒルトルートはそれだけ、彼の心に大きな爪つめ痕あとを残したのであった。

　カリーンが言う。

「捜索は続けさせます。ただヴィントレーア様のことでも人手が割さかれますので」

「規模を縮小してもいい。とにかく続けてくれ」

　ヒルトルートは死してなお、アルメインを縛しばる鎖となっている。遺体が存在しないことが心の中に澱おりとなって漂っていた。

　カリーンが話題を変える。

「軍の改革を進めなければなりません。ヴィントレーア様に関係するものを排除しなければならないでしょう」

「半年間やってたことだぞ」

「ほぼ完了しましたが、丘で襲撃されたことを考えると、徹底する必要があります」

「ナリアの手を借りないとな」

「アルメイン様からお話しされた方が」

「俺から？」

　怪け訝げんな顔をするアルメイン。カリーンは首しゆ肯こうする。

「わたくしがお話しするよりもいい結果を生みます」

「まだ仲悪いのか」と彼は呟いた。

　その後、いくつかの指示をカリーンに告げると、自身はナリアの部屋へと向かった。

　廊下を歩きながらアルメインは、「部屋に行くのははじめてだな」と思った。幼い頃からナリアの部屋を訪れたことはない。機会がなかったのと、宮殿を出しゆつ奔ぽんしてしまったからだ。そもそも女性の部屋に行くのは苦手だ。身内ならなおのこと。

　部屋の前まで来ると、ややためらった後に扉を叩く。

「……入っていい」

　返事があったので開けた。

　ナリアは寝台に腰かけていた。ぼんやりと、まるで遠くを眺めているようにぼんやりしている。

　アルメインを見て、慌てて立ち上がる。

「あ……兄上。大変な失礼を」

「別にいいよ」

　アルメインは続けて言った。

「入ってもいいか？」

「もちろんです」

　ナリアは部屋の隅から椅い子すを持ってきた。

　室内は簡素で、装飾品と呼ばれるようなものはない。壁に剣と盾たてをかける台があるだけで、あとは燭しよく台だいのみだった。寝台ベツドがなければ倉庫と勘かん違ちがいしたかもしれない。

　アルメインは椅子に座る。ナリアは立ったままだった。

「座らないのか？」

「私はこれで結構です」

「俺が居い心地ごこち悪いんだが」

「椅子がそれしかないのです」

「じゃあ俺も立とう」

　アルメインは実際に立った。ナリアは狼ろう狽ばいする。

「そんな！　……では寝台ベツドに座ります」

　彼女は寝台ベツドの端に腰かけ、アルメインも再び椅子に座った。

「どんなご用件でしょう」

「用は用であるんだが、妙に疲れた顔をしていたから、様子を見に来た」

　その台詞を聞いた妹の頰ほおに、さっと朱しゆがさす。

「ありがとうございます。兄上のお言葉だけで充分です」

「仕事を任せすぎたかな」

「そんなことはありません。ただちょっと……」

　彼女は首を振る。

「用件をおっしゃってください」

　アルメインはまず、軍のことを訊いた。

「宮殿内で軍に一番精通しているのはナリアだ。訊きたいんだが、現状はどうなっている？」

「将軍でヴィントレーア姉様に近いものは全員退たい役えきさせました。空いた地位には能力のありそうなものを引き上げて就つけています。これまで以上の俸ほう給きゆうを約束しなければなりませんでしたが……」

「構わないさ。退役した人間の分をそっくり当てればいい」

「軍の改革を徹底させるには、やはり時間がかかります。他国の傭よう兵へいを多く必要とするかもしれません。先立つものが必要です」

「金か。財ざい務む卿きようにはあとで話しておくよ」

　財務卿のライゼンホルトはアルメインに恩義を感じている。実務にも長たけているので、上う手まく取りはからってくれるだろう。

　ふと思いついて、アルメインは訊いた。

「なあナリア。軍の仕事は辛つらいか？」

「は……」

　戸と惑まどったような表情のナリア。

「いえ。それほどでは」

「軍務卿になってみないか？」

　アルメインの言葉に、ナリアは自分の耳を疑うかのように、聞き返してくる。

「軍務卿ですか？　私が？」

「ああ。ヴィントレーア姉さんがいなくなってから、地位は空白のままだ。今の仕事をこなしてくれるのなら、ナリアが一番の適任だ」

　軍務卿はフィンメルハウゼン王国の軍事を全てつかさどる地位である。実働組織の指揮権もあるので、非常に権力が大きい。なのでその地位を巡っての争いがしばしば起きた。

　歴代の国王は軍務卿の地位を、フィンメルハウゼン王家の人間に任せることが多い。アルメインがナリアに任せようとしているのも、その例に倣ならってのことだった。

　彼女はしばらく茫ぼう然ぜんとしていた。そして言う。

「ありがたいお申し出ですが……」

「能力があるから薦すすめているつもりだ」

「軍務卿になっては、兄上の警護が出来なくなります」

「カリーンがいるから問題ない」

　ナリアが顔を強張らせる。

「……兄上の警護なら、私はあのメイドに勝まさるとも劣おとらないと自負しています」

「怒るな。まさかカリーンを軍務卿にするわけにはいかないだろう。それに軍務卿は重要な地位だ。ナリアの働きへの礼でもあるんだ」

「お礼でしたら、今後もずっと兄上の警護役を任せていただきたく」

　頑かたくなな態度であった。アルメインは予想外の拒絶を意外にすら感じていた。てっきり受けてくれるものと考えていたのだ。

「だけど他に適任者がいないんだ。軍の改革を任せているから、結局同じことだぞ」

「どうか印いん綬じゆは他のものに授けられますよう」

「……そこまで言うなら。でも改革のことはやってもらうぞ」

「そちらは引き受けました」

　ナリアは答える。警護役にどうしてもこだわるんだなと、アルメインは感じていた。

　しばらく無言の時間が続く。

「その、これは訊いていいものかどうか、迷っているのですが……」

　ナリアが口を開く。

「兄上のご両親のことです」

「別に訊いてもいいが、面おも白しろい話じゃないぞ」

「母上……リノヴァーナ様は元々農家の娘だと聞きました」

「ああ、そうだ」

　自営農民だったが、恵まれた暮らしをしていたわけではなく、広くもない畑の収穫物で生きていた。まれに父親が兵士として戦地に向かい、その金をあてにしていたくらいだ。

　アルメインはその時のことを、ほとんど覚えていない。

「藁の中で寝起きした記憶がある。母は働き者だけど、父親がな。雇いの兵もやってたらしいんだが、家にいるときは昼間から酒を飲んでいた。暴れることも多かったから、俺は母おも屋やじゃなくて納な屋やの隅にいたよ」

「苦労されたのですね」

「まあな。いい父親じゃなかった。ルドニア三世が巡幸で母を見み初そめなかったら、どこかで野の垂たれ死じんでいたかもしれない」

　彼は淡たん々たんと語る。ルドニア三世は父から母を奪ったことになるのだが、恨うらみに思ったことはない。むしろあの酔っ払いから救ってくれたことを感謝しているくらいだ。

「あの王は農家の女が好きで、何度か巡幸に来たらしいんだ。だから見初めたっていうか、知り合いを引き取りに来たみたいな印象だったな。小さい頃だからほとんど覚えていないんだが」

　ナリアが訊いてきた。

「……兄上の父上のお名前は、なんというのでしょう」

「エゴール。南方の出。それしか知らない」

「そうですか……」

　あとは言葉を発しない。彼女はうつむき加減に、なにやら考える仕草をしていた。

　アルメインは不思議に思い訊いた。

「俺の両親のことなんて、面白くないだろう」

「そんなことはありません。ただ……」

　そこまで言って、ナリアは口をつぐんだ。

「失礼いたしました。詮せん索さくするようなことを訊いてしまい、お詫わびいたします。どうか愚おろかな妹をお許しいただきますよう」

「別に構わないが、むしろその硬かたい態度がよっぽど気になる」

「騎士として、礼を学んだのです」

　いつもの四角四面の態度となっていた。アルメインは妹が元に戻ったと知り、ほっと息を吐く。

「邪じや魔まをした」

　アルメインは立ち上がる。

「もう戻られるのですか。せっかくいらっしゃったのに」

「疲れているところに悪かった」

「兄上がわたしの部屋に来てくださったのはこれがはじめてです。もっと……」

「いつも会ってるだろ」

「そういうことではないのです」

　不満そうなナリア。アルメインは同じことだと思うが、ちょっと言い辛い。

　代わりに別のことを口にした。

「軍務卿の件は、とりあえず他の人間を考えてみる。だけどいなかったらナリアに頼む」

「ヴィントレーア姉様と同じことはできません……あの方は、まだ見つかっていないのですね」

「どこに隠れたのか見当もつかないよ」

　とっくにリューブルグを出たであろうとは思われた。真冬なので野宿は凍死の危険があり、どこかで宿泊していると考えられるのだが、今のところ報告はない。

「さっさと捕ほ縛ばくしないと面倒なことになる」

「軍の件が一段落しましたら、私も手伝います」

「頼む」

　アルメインは言った。

　だがナリアにそんな頼みをする必要はなくなる。半月後に届いた知らせは、アルメインとフィンメルハウゼンを、いやローディア大陸全てを揺るがせる出来事になった。

　ヴィントレーアがグーゼルホーフ帝国に姿を現したのだ。
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　北の大国、グーゼルホーフ帝国。

　元は酷こつ寒かんの山地に細々と生活する民族であったが、十三王朝時代に傭兵として雇われたのを機に、平地へ下りて暮らしはじめた。彼らは農耕を覚え、小規模な村はやがて大きな都市となる。そして傭兵として雇われることを止やめると、自らの勢力拡大のために戦いを開始したのである。元々戦いに長けていたこともあり、版はん図とは瞬く間に広がっていった。

　その過程でグーゼルホーフは、十三王朝時代の王族を一人捕らえた。単なる北の蛮ばん族ぞくとしてしか認識されていない彼らにとって、高貴な身分は「錦にしきの御み旗はた」として大変都合がいい。これ幸いと十三王朝の貴族制度を真ま似ねた統治機構を作り、王族は皇帝として祭り上げた。そして帝国を名乗りだしたのである。十三王朝の正式な後継国として。ゆくゆくはローディア大陸全土を統すべる国として。

　もちろんそれは、フィンメルハウゼン王国ともベールランド連合王国とも対立する概念だ。なのでしばしばこの二国とは刃を交えていた。

　一番最近の戦闘は、フィンメルハウゼンと起こした国境紛争である。そのときはレンデン市を巡っての戦いになったが、現状を維持することで決着がついた。

　当時のフィンメルハウゼン側の将軍がヴィントレーアである。赤毛隻眼の女将軍はグーゼルホーフ帝国軍を破り、兵に恐怖すら与えたのだ。

　そのヴィントレーアが、グーゼルホーフの帝都シュヴィーレンに現れたのである。しかも、単身、供も連れずに。

　話題にならないわけがなかった。

　あの勇将がなんのために現れたのか、シュヴィーレンの人たちは口々に噂した。曰いわく、和平のための使者である。あるいは降伏して捕らわれた。または密命を帯び間かん諜ちようとして潜入した、等々。中には、独身のヴィントレーアが婚こん姻いんの相手をシュヴィーレンまで探しに来たというのまであり、これは酒場の噂好きたちを大いに湧かせた。

　ともあれ、彼女をひと目見たいと願っているものは多い。とりわけ、皇女のエーレントラウトは。

　正体を明かしてそれほど間を置かず、ヴィントレーアは宮殿に呼び出された。

　シュヴィーレンの建物はフィンメルハウゼン内のそれとは違い、黒っぽい石が使われていることが多い。宮殿も同じであり、ゆえに黒こく曜よう宮殿と呼ばれている。宮殿内はどうかすると闇やみの中のようにも感じられ、それを防ぐためか、昼間から多くの篝かがり火びが焚たかれていた。

　謁えつ見けんの間で、ヴィントレーアは跪ひざまずいていた。

　彼女の正面には、椅子に座った人間が一人、離れたところに剣を帯びた人間が数人いた。ちらりと確認すると、以前戦った顔がある。かつての敵が単身やってきたのだから、見物にでも来たのだろう。

「顔を上げなさい」

　甲かん高だかい声に従い、ヴィントレーアは顔を上げた。

　鉄製の厳いかめしい椅子に座っているのは、年若い女性であった。年はアルメインと同じか、少し上くらい。

「余が帝国皇女エーレントラウトです」

「お初にお目にかかります。ヴィントレーアと申すものです」

　もう一度頭を下げた。

　彼女は一瞬で皇女の姿形を目に焼きつけた。エーレントラウトは美しいが、どこか幼さを残している。経験による深みではなく、未成熟による純な美しさ。恐らく蝶ちようよ花よと育てられたことによるものだろうと、ヴィントレーアは見当をつけた。

　エーレントラウトは、グーゼルホーフ帝国内において、九番目の帝位継承権者にすぎなかった。彼女よりも年上で身体頑強なものがたくさんいたのだ。

　ところがここ一年足らずのうちに、それらの人間がことごとく死亡したのである。中には発狂して閉じこめられたものもいるが、まとめて死亡扱いとされた。その過程で小競り合いもあり、一部では軍同士の衝突もあった。

　フィンメルハウゼン王国でスインの事件があったにも拘わらずグーゼルホーフが介かい入にゆうして来なかったのは、このような事情による。今は表向き全て鎮圧され、エーレントラウト皇女の元に団結している、ということになっている。

　エーレントラウトが即位していないのは、皇帝カルゼンハイン五世がいるからだ。ただ病びよう床しようにあるため、長くはないだろうとの見立てである。

　皇女の顔は上気していた。女性の将軍を見るのははじめてらしい。

「赤毛隻眼の姫将軍、あなたの高名はかねがねうかがっています。戦地においては兵の先頭に立ち、敵からは畏い怖ふを、味方からは尊敬を得てきたとか」

「はい」

　その敵とは他ならぬグーゼルホーフのことなのだが、下へ手たに口にしない方がいいと分かっていた。

「過分なお言葉、恐れ入ります」

「その勇将が我が帝国になんの用です」

「私の亡ぼう命めいを受け入れてもらいたく」

　彼女の台詞を聞き、室内の人間がざわついた。

　グーゼルホーフ帝国に近年でもっとも損害を与えたのが、このヴィントレーアである。その相手が亡命してくるのは、グーゼルホーフに利益だけではなく、フィンメルハウゼンに損失ももたらす。

　それだけに、居並ぶ将軍らにとってにわかには信じられない発言だったのだ。中には陰謀を疑うものまでいた。

「静かに」

　小声が飛び交う室内を、エーレントラウトが黙らせる。それから隣の人間の発言に、なにやら耳を傾かたむけた。

　エーレントラウトは頷うなずく。

「近くへ」

　これにも諸将がざわついた。

「姫様、それは危険では」

　ヴィントレーアが暗殺を謀はかるのではと危き惧ぐしているのだ。だが皇女は気にする気配もない。

　言われたとおりに近寄るヴィントレーア。

　近くで見るエーレントラウトの頰は、赤く染まっていた。瞳ひとみがいくらか潤うるんでいるようにも感じられる。

「将軍……あなたは噂通り、精せい悍かんで美しいのですね」

「将軍でもあり、フィンメルハウゼンの代王でもあります」

「何な故ぜ帝国に亡命を？　あなたはフィンメルハウゼンで虜りよ囚しゆうの身だったとも聞きました」

「身の危険を感じました故」

　隻眼の将軍は言った。

「我が弟アルメインの策謀にかかり、部下が命を落としたのです。私自身は弟の誤りを正そうとしましたが、すんでの所で捕らわれてしまいました」

　自分が兵を集めて白磁宮殿に押し入ったことは話さなかった。噂くらいは聞いているかもしれないが、全てを正直に話す必要はない。

「幸い我が境きよう遇ぐうを悲しむものの手によって、頸くび木きを逃れることが出来ました。フィンメルハウゼン内で兵を集つどうか、あるいは他国へ身を投じる道もありましたが、私を受け入れてくれる国はグーゼルホーフしかないと確信した次第です。なにとぞ我が願いを叶えていただきますよう」

　彼女はそう口上を述べた。

　エーレントラウトは返事をしない。また隣の人間に耳を傾けていた。

　そこではじめてヴィントレーアは、エーレントラウトに助言をおこなっているのが女性であることに気づいた。鉄の玉座の斜め後ろに位置し、ときおり声を潜めて話をしている。

　その人物はメイドの服を着ていた。

　エーレントラウト皇女は幾度か頷く。それから言った。

「ヴィントレーア殿、あなたを帝国が受け入れた場合、なにをもたらしてくれますか」

「勝利を」

　ヴィントレーアは言い切る。

「我が力をもってすれば、貴国の軍を精鋭とすることが可能です。それをしてフィンメルハウゼンとの国境を越え、リューブルグを陥かん落らくさせて見せましょう」

「それはあなたが母国に弓を引くということですね」

「はい」

　力強い言葉を返した。

　この時代、生まれたところとは違う国で任官し、高位に上り詰めることは普通に存在した。自らが受け入れられないと分かれば、他国へ働き口を探すことは特異なことではなかったのである。

　ただヴィントレーアだけはグーゼルホーフ嫌いが徹底しており、どれだけの地位や俸ほう禄ろくを提示されようがなびくことはないと思われていた。なのでこの台詞に、室内は驚愕に包まれた。

　彼女は憎しみによって動かされている。弟のアルメインをなんとしても蹴け落おとすつもりなのだ。

「帝国の人間として戦うつもりがあるのですか」

「はい。二ふた心ごころございません」

　ヴィントレーアは胸に手を当てる。

「エーレントラウト皇女の忠実なる将として、帝国のお役に立つことを誓います」

　また頭を下げる。

　皇女がにこりとした、ような気がした。

「よく分かりました。帝国はヴィントレーア殿を将として迎え入れます」

　エーレントラウトはそう告げると、はじめて玉座から立ち上がった。

「只今よりヴィントレーア殿は帝国の将として、一軍を授けます。以降、諸将とよく協力し、帝国の藩はん屏ぺいとならんことを」

　そしてヴィントレーアの手を取り、囁ささやいた。

「あなたのような凜り々りしいお方を、余ははじめて見ました。あとで余の部屋まで来てください」












　エーレントラウトの表情は上気している。ヴィントレーアは彼女の顔に、憧あこがれ以外のものがあると察した。

　小さく頷いて承しよう諾だくする。

「皇女殿下に双そう神しんの加護がございますよう」

　そう言うと、ヴィントレーアは謁見の間から退出した。




　謁見を終え、ヴィントレーアは宮殿内の廊下を足早に歩いていた。

　黒曜宮殿は寒さを防ぐために窓の数が多くない。使われている石が黒いことと相まって、沈ちん鬱うつな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

　廊下の隅、暗闇の中から、ヴィントレーアの耳に声が届く。

「亡命が認められたようで、なによりです」

「ふん」

　彼女は鼻を鳴らす。上手くいったことは喜ばしいが、謎なぞの声の言うとおりになったことが、どこか癇かんに障さわる。

「私の才が認められただけのことだ」

「左様です。ヴィントレーア様でなければ、私の助言もうまく運ばなかったことでしょう」

「確かにお前に従ったことで国境を楽に越えられ、シュヴィーレンにも簡単に入れた。気味が悪いほどだ。どこでこのやり方を習った？」

「我が一族は、生きるための様々な術を身につけております。一部をヴィントレーア様のために役立てているだけのことです」

「ならば我が前に出てきてもよかろう」

「それはご遠慮いたします」

　声の主はヴィントレーアに助言することはあっても、決して姿を見せない。今のところは不都合はないが、どうしても不気味さが伴う。

　宿で寝ていようが道端で暖だんを取ろうが、声は必ずついてきていた。一度シュヴィーレン市街の市場に紛まぎれたことがあったが、それでも見失ったりはしなかった。

　分かっているのは、女の声であることのみ。

「ヴィントレーア様は、私のことよりもあの女に気をつけてくださいませ」

「皇女と面会しろと言ったのはお前だろう」

「側そばにいたメイドです」

　先ほどの光景を思い浮かべた。エーレントラウトの斜め後ろに控えていた女性。

「あいつか？」

「はい。私が姿を現さないのは、あの女がいるためです」

「ほう。メイドに姿を見抜かれる恐れがある、というわけかな」

　返事はない。ヴィントレーアは「当たったか」と思った。

「まあいい。気をつけるとしよう。……それにしてもメイドか。アルメインに従っているあの女を思い出すな」

「……なにとぞ注意をなさいますよう」

　女の声はそう告げると、静かに消えていく。

　ヴィントレーアは首を振った。なんらかの亡ぼう霊れいに化かされている気がしないでもない。なにしろこのあいだまでフィンメルハウゼンの代王だったのが、今やグーゼルホーフの客将になってしまったのだから。

　それでもいいと彼女は思った。半年間獄に繋つながれていたが、復讐心は増す一方で衰えることはない。再び軍と共に立ち上がり、恨みを晴らさなければならないのだ。やつらの首を掻かき切きり、リューブルグの城門に晒さらしてやる。特にアルメインと、ナリアの。

　ヴィントレーアは改めて決意した。それから使用人を捕まえて宮殿内のことを尋たずねる。エーレントラウトの部屋に行かなければならなかった。
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　ヴィントレーアがグーゼルホーフ帝国の客将となった。その噂はローディア大陸中を駆け巡った。

　とりわけフィンメルハウゼン王国には、何枚もの尾ひれをつけて伝わった。それは「百万の軍勢と共に寝返った」あるいは「皇帝を殺害して帝位に即位した」また「偽にせのヴィントレーアであり本物はすでに死んでいる」であったりした。

　アルメインにとっては、とりわけ最後の噂が本当であって欲しいと思っただろう。偽物だったら対処が楽になるからだ。だがその後送られてくるあらゆる情報が、本物のヴィントレーアだと示していた。

　これらのことはアルメインには深刻な頭痛の種だが、歓喜の材料とするものもいた。宰相のテルヒムは間違いなくその一人だった。

　エルラニアから報告を受けたとき、老人は歓喜の面持ちで手を叩いた。

「これはしばらくぶりの快事じゃ！」

　テルヒムがここまで喜んだのはいつ以来か、エルラニアはちょっと思い出せない。

「アルメインのやつめ、さぞ心中穏おだやかではあるまい」

「諸卿との会合に忙殺されているみたいです」

「よりによって狼おおかみを野に放ったわけだからな。しかも北方の虎とらと手を組んでしまったわけだ」

　グーゼルホーフ帝国の紋もん章しようには守護獣として虎があしらわれている。今でも東の森林地帯には雪虎が生息していた。

　エルラニアは一緒になって喜んだりはしない。

「どうなさいますか」

「決まっておる。ヴィントレーアとの関係を太くするのだ。アルメインに煮にえ湯ゆを飲ませる絶好の機会だからな」

「ヴィントレーア様はスインの一件で、宰相閣かつ下かにいい感情を持っておられないのではありませんか」

「そんな過去のことにこだわるほど、あの女も愚おろかではあるまい。計画に手を貸すと言えば、喜んでわしになびくだろう」

　テルヒムは上機嫌なまま言っていた。

　エルラニアは楽天的にはなれない。人間は感情で動く生き物だ。ましてヴィントレーアは半年も閉じこめられてから逃げ出したのである。復讐心が育つことこそあれなくなったりはしないだろう。ことによると、フィンメルハウゼン王国全ての人間を憎ぞう悪おしているかもしれない。

「しかしコットロー聖せい主しゆすらアルメインの影響下に置かれた今、味方はいなくなったかと思ったが、なんという天てん恵けい。これも陽よう暗あん神しんと陰おん明みよう神しんの加護によるものだろう」

「グーゼルホーフ帝国が再びフィンメルハウゼンを注視したのです。危険をお忘れなきよう」

「構わぬさ。我が弁説によって、この地位を安泰にして見せよう」

　その弁説はどれだけ上手くいったのだと、エルラニアは失笑した。かつては若き宰相として腕を振るった人物も、今や己おのれの力を過信する存在と成り下がっている。アルメインがテルヒムを生かしたままなのも、もはやたいしたことはできないと見下しているからだ。

　老人はまだ浮かれていた。

「ヴィントレーアを脱獄させたのはエルラニアか？　よくやった」

「いえ……」

「よいよい。大事なのは結果だ。アルメインに痛撃を与えることが重要なのだ」

　エルラニアにとってはいい状況とは言えなかった。確かに彼女は獄中のヴィントレーアと連絡を取ろうとしたが、その前に脱獄されたのである。外部の手引きがあったと言われているが、それが誰か不明なのだ。

　レーナウ城から逃がし、人知れずグーゼルホーフまで移送したのだから容易ならざる存在だ。しかも地下の拷問部屋をナリアに調べられたらしい。

（あそこはもう使わない方がいいな……）

　ファブレー拷問の証拠は残していないはずだ。こちらまで手が伸びることはあるまい。

「エルラニア、すぐにグーゼルホーフまで使者を出すのだ。フィンメルハウゼンの宰相はいつまでもヴィントレーアの味方であると書状を添えてな」

「かしこまりました」

　エルラニアは礼をする。見かけは宰相の忠実な部下であったが、内心、そろそろ自分の身の振り方を考えなければならないと思っていた。




　ほぼ同時刻。

「みすみす姉をグーゼルホーフに行かせたのか！」

　アルメインはつい罵ののしった。悪態をついたところで事態は好転しないのだが、そうしたくなる出来事であった。

　グーゼルホーフはこのことを最大限に利用した。ヴィントレーアが客将になったと発表し、エーレントラウト皇女に跪いて忠誠を誓ちかう絵を配布したくらいだ。絵なら文もん盲もうにも理解でき、知れ渡るのは早くなる。

「宣伝は向こうが一枚上うわ手てか。うまくやりやがって」

「それを実行させるだけの人間がいるのでしょう」

「どこのどいつだ」

　カリーンはなにも言わなかった。

　アルメインは口をへの字に曲げたまま椅子に深く腰かけていた。図書室兼執務室は、書類や文ぶん献けんで足の踏み場もない。さらに次から次へと届けられる書き付けが、机に高く積み上がっていた。

「あとでわたくしが整理します」

　カリーンが言ったのはこの書き付けのこと。メイドの血が騒いだようだ。

　アルメインはこれからのことに思いを馳はせていた。ヴィントレーアがフィンメルハウゼンになにをしかけてくるか。あの姉は直情的で戦いを好む。亡命しておいて許しを請こうことなど考えられない。

「また姉きよう弟だいで戦うのか」

　彼は天てん井じようを仰あおいで嘆なげく。

「いいことなんて一つもないんだ。諦あきらめてくれればいいのに」

「もはや身一つでフィンメルハウゼンに戻ることはないでしょう。グーゼルホーフがそれを許しません」

「すぐかどうかは分からんが、戦争になる可能性が高いな」

「客将扱いされています。飼い殺しにはしないでしょう」

　カリーンも答える。どうしてもそういう結論に至る。

　確度の高い予想から目をそらすのは難しい。必然的にこちらも守備を整えなければならなかった。

「姉さんは攻撃してくると思うか」

「するかしないかの二つなら、すると答えます」

「でも冬だ。普通なら軍を動かそうとは思わない」

　冬期の行軍は兵に多大な負担を与える。食糧の調達は難しく、下手をすれば暖を取ることすら難しい。だから軍を休ませて訓練のみに留め、春への備えとするのが常だ。

　だがアルメインの言葉は希望含みでもある。そのことは彼自身も承知していた。

「……だけどあの姉なんだよな」

「ヴィントレーア様なら、冬期の行軍も厭いとわないでしょう」

「こっちはどれだけの軍を動員できる？」

「正確なことはナリア様が把は握あくしていらっしゃるでしょうが、一万から一万五千でしょう」

「少ない……いや、今のフィンメルハウゼンには妥当か」

「改革の影響です。傭兵の徴ちよう募ぼを開始しますが、戦えるようになるまで多少の時間がかかります」

　兵が集まるのと戦力になるのは別の問題だ。傭兵は素人しろうとではないが、行進や方陣を教えて軍として活動させるのに訓練が必要なのだ。これらの仕組みは各国で違うことが多いので、フィンメルハウゼン王国軍の流儀を覚えさせなければならないのである。

「民衆に武器を取らせるよりはまし、か」

「今から市民を動員しても、あまり役には立たないでしょう」

　アルメインもカリーンも、テルヒムのように希望を糧とする楽天家ではない。現実と向き合うことを強しいられる立場にいたし、それが当然だと思っている。

「外部からの助力が必要か」

「はい」

　このとき二人の間には、ある人物のことが浮かんでいる。半年前にやってきて、アルメインの弟だと告げた少年。

「……スイン殿なら、兵を送ってくるでしょう」

「まあな。派兵くらいなら問題はない。だが相手はグーゼルホーフだ。あいつも次のベールランド王の立場にいる。下手にグーゼルホーフと戦端を開いて火傷やけどするのをよしとするかどうか」

「強要も可です」

「ヴィントレーア姉さん以外にも、俺を恨む人間を作るか？」

　自嘲気味に彼は答える。スインは本来弟ではなく、ベールランドとの関係もない。そのことを黙っているのと引き替えに、フィンメルハウゼンとの友好関係を持続させているのだ。

「しかしこのままでは、フィンメルハウゼンが不利のままとなります」

「結局はスインに会わなきゃならないってことだよな。連絡してくれ」

　カリーンは「かしこまりました」と言うと、部下のメイドを呼んで指示を下した。

　一段落するとナリアがやってきた。

　彼女の表情も強張っている。ヴィントレーアの脱獄は、各人に様々な影響を与えていた。

「兄上、市内にヴィントレーア姉様に呼応しようとする動きがありました」

「市民の暴動か？」

「いいえ、退役させた兵によるものです。民衆を煽あおろうとしておりましたが、失敗しています。衛兵の手で鎮ちん圧あつできました」

　ナリアは「小規模な騒乱に留まりました」と説明する。半年前にヴィントレーアの軍は、リューブルグ市内で手荒い弾圧をおこなっている。その記憶が生々しいため、市民からの協力が得られなかったのだろう。

「まだ安心できる状態かな」

「仮にヴィントレーア姉様の軍勢がリューブルグに押し寄せても、市民が門を開けることはないでしょう」

「それは一安心だ」

　とはいえ、油断はできない。対抗の手段をもっと増やしておかなければならないのだ。

　カリーンが戻ってきた。彼女は「ベールランドに渡りをつけました」と伝えた。

「しかるべきときに、スイン王との会談をおこないます」

「よし。それまでに姉さんが攻めてこなければいいんだが……冬の行軍を嫌がる将が向こうにいれば……」

　アルメインはしばし黙考した。

「……ナリア、グーゼルホーフ軍の規模は分かるか？」

「常備軍は十五万を超えているはずですが……全てを我が国に向けてくるとは思えません。各国境にも張りつけなければなりませんから」

「最大でどれくらい来ると思う？」

「五万から六万でしょう」

「随分多いな」

　彼は眉をしかめる。こちらは一万五千程度しか動員できないのである。

　戦いは数でほぼ勝敗が決まる。機動力を利用して各個撃破という手もあるが、どちらも歩兵が主体となると、たいした違いはなかった。

　こうなるとフィンメルハウゼンとしては、いかにして開戦を遅らせるかにかかってくる。できる限り引き延ばし、スインからの援軍を引き出すのだ。

「カリーン、グーゼルホーフ国内に、君の部下はいるな」

「はい。潜入させております」

「麦と飼い葉の価格に注意させろ。軍が動く前には必ず食糧を買い込む。あと商人のことも」

　市場で値段が上がれば、それは軍が購入している印となる。それによって動員数と開戦の時期を摑むのだ。各都市にいる商人から食糧を調達する場合もあるので、その動きも把握する必要がある。

「かしこまりました」

　それから彼は、妹の方を向く。

「ナリア、姉さんは口が上手い方だと思うか？」

　思いがけない質問に、ナリアはやや戸惑う。

「真ま面じ目めな方ですから、歯の浮くようなことはおっしゃいません。世辞で世を渡ったりしたことはないはずです。どうしてですか」

「グーゼルホーフは軍事国家だけど、内部にいくつか派は閥ばつがあるんだ。特にフィンメルハウゼンを含めた南方侵攻派と東方侵攻派がいつも争っている。もし姉さんがうまく説得できれば、こっちに軍は侵攻してくるだろうが……」

「そう上手くはいかない、ということなのですね」

　納得したようなナリアだったが、それから呆れたようにも言った。

「どこでそのような情報を仕入れるのですか」

「昔、グーゼルホーフにいたときにな」

　アルメインはそれだけ言った。

　その後も、カリーンの部下のメイドからもたらされる情報は、いずれもグーゼルホーフ軍の進撃を予想させるものはなく、アルメインをほっとさせた。

　このまま曖あい昧まいなままで過ぎていくのが一番いい。時間はアルメインの味方であった。
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　ヴィントレーアは跪く。

　黒曜宮殿の最上階に、エーレントラウト皇女の部屋はあった。ここだけは他と違って白いすべすべとした化け粧しよう石いしで作られているのだ。薄暗さのある他の部屋と違い、この部屋は柔らかな雰囲気に包まれていた。

　隻眼の女性はここに呼び出されているのだ。

「五代前の皇女が、わざわざフィンメルハウゼンから石を取り寄せたのです」

　エーレントラウトは語った。

「あの国の石は、幼子の頰のようにすべすべとして、貴族や王室の憧れの的です。我が先祖はどうしても欲しかったのでしょう。大金をはたいたとの記録が残っております」

「…………」

　ヴィントレーアは返事をしない。エーレントラウトも気にしていなかった。

「フィンメルハウゼンの首都リューブルグは万物の故郷との異名があります。フィンメルハウゼン産ともなれば各国で珍ちん重ちようされ、鉱山から産出される良質な銅は通貨ともなります。テーアドーラ大聖堂といい、あの国の価値は国土の広さでは到底計れません」

「…………」

「ですから歴代帝国皇帝はなんとかしてフィンメルハウゼンを支配下に収めようとしました。でもそれは叶わない。帝国がどれだけ強大になろうとも不可能だったのです。それが今、ああ……」

　エーレントラウトはうっとりした表情を見せた。自らの言葉に酔ったからではない。

「願いが叶うかもしれません……」

　とろけそうな瞳で、自らの足元を見つめている。

　ヴィントレーアは黙って、彼女の足に舌を這はわせていた。

　はじめてエーレントラウトに謁見してからというもの、ヴィントレーアはしばしば呼び出されては相手をさせられていた。皇女にとって赤毛隻眼の姫将軍の跪く姿は快感らしく、一晩中夜よ伽とぎをさせられることもある。要求は徐々に大だい胆たんになっていき、今や陽の高いうちから娼しよう婦ふと同じ行為を求められていた。

「将軍」

　ヴィントレーアは顔を上げる。すかさずエーレントラウトの声が飛んだ。

「止めちゃ駄だ目め」

　ヴィントレーアは急いで行為を再開した。舌先は足からふくらはぎに上り、太ももに達しようとする。

「そのまま……フィンメルハウゼンは常に帝国を軽んじてきました。帝国がこれだけの領土を誇り、精兵を擁ようしてすら、権威において及ばない。ベールランドにすら劣る新参者と思われているのです……」

　グーゼルホーフが王国ではなく帝国と名乗り出したのも、そのことが原因と言われている。位を王ではなく皇帝とすることによって、ローディア大陸第一の国家であると宣言したのだ。だがそこまでしても、人々が権威と考えるのは、万物の故郷リューブルグとテーアドーラ大聖堂のあるフィンメルハウゼンなのだ。

「もっと舐なめて……。これからの帝国は違います……フィンメルハウゼン王家の一員、ヴィントレーア将軍がいれば正当性すら主張できましょう……」

「……グーゼルホーフがローディア大陸に覇はを唱えるのは、そう遠いことではありません。しかも私ならば少しでも早い時期にしてみせます」

「そのために、そなたは一軍を率いたいと……？」

「はい」

　ヴィントレーアはまた顔を上げる。エーレントラウトと目があった。

「すぐにでもフィンメルハウゼン領内に進み、グーゼルホーフ帝国のものとしてみせましょう」

「今は冬です。兵は雪原をものともしない雪虎ではありません。それに帝国にはそなたの行動に疑いを持っている人がいます。フィンメルハウゼンに侵攻した途端、寝返るのではないかと」

「そのようなことは、決して」

「疑いを晴らすには年月が必要でしょう」

「いいえ、すぐに」

　ヴィントレーアは立ち上がった。いきなりエーレントラウトにのしかかる。

「なにを……！」

　両手を押さえ、足には足を絡からませる。寝台ベツドの上で、隻眼の将は帝国皇女を組み敷いていた。

「勝手なことは許しません……！」

「これは私が帝国に忠実であることの証明です」

「そなたは余の言うとおりに、足だけを舐めていればいいのです！　衛……」

　彼女はそれ以上言葉を発することができない。衛兵を呼ぼうとした声は、喉の奥に留まっていた。

　ヴィントレーアの目が昏くらく光り、エーレントラウトの言葉を封じたのだ。

　瞳の奥には深しん淵えんがある。ただただ深く、澱よどんでいるが、目をそらすことはできない。限りない美しさと計り知れない恐怖の同居。

　エーレントラウトはその瞳に囚とらわれていた。

　ヴィントレーアの口から、歌声にも似た流麗さを持ち、それでいて厳しい言葉が発せられる。

「お分かりになりましたか、理解なされましたか、帝国皇女」

「……はい」

　エーレントラウトには肯定以外の答えを用意出来ない。

「帝国はヴィントレーアの望みに応じて兵を発する。彼女に従いなさい」

「……はい」

「それがあの子の為なのです」

「……はい」

　茫然としたまま、皇女は同じ言葉を繰り返した。

　ヴィントレーアが上からどく。寝台ベツドの上に膝立ちになり、横たわったままのエーレントラウトを見下ろしていた。

「どうしました、皇女様」

「え……あ……」

　エーレントラウトはぼんやりとしたまま返事をする。頰はうっすらと赤くなっているが、目の奥には恐怖のような感情が残っていた。

「よろしければ、もう一度ご奉ほう仕しいたします」

「いえ、いいわ……。ただ今より帝国は兵の動員を開始し、フィンメルハウゼンとの国境を越えます。ヴィントレーア将軍、指揮はあなたに一任しましょう」

「ありがたき幸せ」

　ヴィントレーアは寝台ベツドから下り、深々と頭を下げる。

「かならずや帝国に勝利を」

「……今日はもう結構です。ただ……そなたに……余は震ふるえるほどの恐ろしさと、快感を覚えました。近いうちにまた……ぜひ」

　エーレントラウトの顔には、明らかな被ひ虐ぎやくの喜びが浮かんでいる。ヴィントレーアは承知の印に頷くと、黙って退出した。

　部屋から出た彼女の目には、すでにエーレントラウトを虜とりこにし、かつてはアルメインを恐怖で縛った色はない。隻眼の勇将のものに戻っている。そしてヴィントレーア自身は、そのことに気づいてもいなかった。
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　フィンメルハウゼンの首都リューブルグ、白磁宮殿の中には、ひときわ豪ごう奢しやな部屋があった。そこは歴代の王が幼子のために用意させたものであり、白しろ絹ぎぬや貂てんの毛皮によって彩られ、壁には絵画がいくつも飾られている。全ては幼子の安全を配慮し、感性豊かな子に育つよう設えられたものである。

　だがメーニカが寝起きするようになってから、それら、特に絵画の多くは取り外された。「こんなに贅ぜい沢たくなもの、メーニカには不要ですわ」と言って、飾られていたものは倉庫で眠ることになった。

　代わりに壁に貼はられたものがある。それは地図だ。ローディア大陸の巨大な地図が、常にメーニカの目に入るようになっていた。

　今、メーニカはその地図を撫なでている。背の低い彼女は腕を伸ばし、グーゼルホーフ帝国の領土を指でなぞっていた。

　メーニカはそうしたまま、ゆっくりと言った。

「予定通りね、サリューン」

「はい」

　背後に控えているメイドが返事をする。

「ヴィントレーア様はグーゼルホーフ内で地位を築いています。開戦もまもなくでしょう」

「あの瞳に逆らえる人間はいないわ」

　微笑を浮かべながら、メーニカは言う。

「抵抗できるのは、多分お兄様だけでしょうね」

「それと、以前にお知らせしたあのメイドですが……」

「カリーン……？　違うわね、グーゼルホーフのメイドのこと？」

「はい。やはりカリーンと同じ氏族のものであると思われます」

　サリューンの声は硬い。珍しいことに、憎悪すら含まれていた。

「あの氏族は我らと違い、禁きん忌きとされた魔導を受け継いできたものたちです。我が氏族と争い、滅ぼす寸前まで追いやったはずなのですが」

「生き残った。残念ね」

「我らもまた、あの連中によって滅ぼされたも同然となりました」

　サリューンの台詞は淡々としているが、裏には隠しようのない怒りが込められていた。

　メーニカはむしろ面白そうだ。

「興味深いわね。そのメイドたちがお兄様の側にいるなんて」

「グーゼルホーフにも入り込んでいるところを見ると、なんらかの企みがあるとしか思えません」

「滅亡寸前の魔導使いがいる。お兄様にも助言を与えているわ。でもそれって、本当にお兄様の為なのかしら。どう思う？」

「推測は差し控えたいと思います」

　メーニカは両頰を、可か愛わいらしく膨ふくらませた。

「もう。そういうところがサリューンは冷たいのよ……でもいいわ。このことって、あなた以外に知ってる人はいる？」

「カリーンは承知しているはずです。あとはもしかすると……『白磁の吐息』の長、エルラニアが」

「注意しないとね。足を引っ張られては困るから」

　彼女はふと、気づいたように言った。

「それよりもヒルトルートお姉様は見つかってはいないかしら。誰の目にも触れさせては駄目よ」

「万全の注意を払っております」

　サリューンが返答する。

　ヒルトルートはもちろん死んだ身だ。防ぼう腐ふ処理をした死体しか存在しない。そして彼女たちは、そのことについて話している。

「ヒルトルートお姉様こそがメーニカを支えてくれる人なのですもの。お兄様をメーニカのところに導いてくださるわ」

　死体について、まるで生きているもののように言及する。異様な会話だが、口調から不自然さは全く感じさせなかった。

　彼女はサリューンに紅茶を求めた。サリューンは黙って茶葉を用意し、湯を持ってくる。

　湯壺ポツトから琥こ珀はく色いろの液体が、茶杯カツプに注そそがれた。メーニカは受け取ると、心地よさそうに香りを嗅かぐ。その仕草は愛らしい少女そのもので、とても陰謀に塗まみれた人間には見えなかった。

「さあ、そろそろはじまるわよ。ヴィントレーアお姉様、精一杯戦って、死を振りまいてくださいね」

　メーニカは壁に掛かった地図に満面の笑顔を向ける。自らの秘密の策謀が実を結んでいく瞬間を見るのに、浮き立つ心を抑えきれなかった。
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　秘密を抱えているのはなにもメーニカだけではない。多かれ少なかれ、人は心に秘密の小箱を持っている。

　そして自分自身で秘密を得に行くものもいる。今のナリアがそれだった。

　深夜、彼女は白磁宮殿を抜け出し、馬を駆っていた。

　行く先はレーナウ城。ナリアはここのところ、毎夜のように城へ向かっていた。

　ただ城内には入っていない。入ろうとするのだが、いつも直前で引き返すか、眺めるだけに留まっていた。どうしても躊ちゆう躇ちよしてしまうのだ。その気持ちが石となって、彼女の足を重くしていた。

　今夜こそはと思い、ナリアはまたレーナウ城を訪れていた。

　馬を繋ぎ、深呼吸する。

　今日こそ入ろう。誰にも知られないようにとしていたが、さすがにそろそろ怪しまれるかもしれない。疑惑を向けられるよりは中に入った方が遙かにましだ。あのときの光景を放置して忘れることはとてもできない。

　地ち下か牢ろうへの扉の前まで来る。言いようのない不安に襲われたが、幾度も頭を振って追い出した。

　扉を開ける。松明に点火し、慎重に階段を下りる。地下二階まで来た。

　ナリアは一方の壁付近に近寄る。そこは横穴を利用した牢になっていた。

　その牢は他のものと比べて太い鉄棒によって構成されていた。錠じよう前まえも二つついており、それだけ脱獄を警戒しているのが分かる。鉄格子は天井と床の石材にしっかりはめ込まれており、生半可なことでは外れないようになっていた。

　ナリアは牢の直前まで近づいた。

　緊張のため、無意識に身体が震える。数多くの敵を相手にしても決して怯ひるまない彼女に珍しい仕草だった

　中が見えるように、なるべく松明を高く掲げる。

　牢の奥で、鎖のこすれる音がした。音はだんだんと大きく、彼女の元へとやってくる。

　ナリアは我知らず身体を引いた。鎖に繋がれた手が、鉄格子を摑んだ。

「……ナリア……か……」

　しわがれた音声。ナリアは返事をしなかった。

　鉄格子の向こう側にいる男はひどく痩やせていた。もう初老と言っていい年だろうがよく分からない。髪も髭ひげも伸び放題の上、全身が垢あかに塗れており、ひどい悪臭を放っていた。

「やはり来てくれたか……」

「……まだあなたの言葉を信じたわけではない」

「信じるも信じないも自由だ……だが来た以上は、信じたんだろうな……」

　男は喉を鳴らすように笑う。

「嬉しいぞ……俺が捕らわれてこのかた、つまらんやつしか来なかった……」

「…………」

「冬を十回以上体験したが……今が一番冷えるなあ……地下でも分かるくらいだ……。宮殿もさぞ冷えていることだろうさ……」

「…………」

　ナリアは深い緊張と恐怖の入り交じった瞳で、男性を見つめていた。

　つまりこの人物は、もう十年以上も地下牢に閉じこめられているのだ。その間どのように生きていたのか、想像に難くない。

　最初にこの隠し地下牢を発見したとき、ナリアは驚愕した。次に好奇心が湧いた。どうしてこんな分かり辛いところに、しかも誰にも発見されないようにして地下牢が存在しているのか。

　その理由は、この人物にあった。

「……あれから考えたが、やはりあなたの言葉を信じることはできない」

　ナリアは言った。

「王室の名誉を傷つけるための創作だ」

「創作なら……どうして俺が、ここに閉じこめられていると思う……」

「犯罪人だからだ」

「ならば、殺せばいいだろう……だが、ここにこうして生かしている……。くくっ……それだけの理由があるのだ……ひっひっひ……」

　目め脂やにだらけの顔が歪ゆがんだ。

「現実から目を背そむけるのはよせ……俺の名はエゴール。ナリアよ、お前も聞き覚えがあるはずだ……」

　男の台詞に、ナリアはたまらず顔を背けた。

　エゴール。それは彼女の兄アルメインの父親の名前であった。

　その男が、この牢に閉じ込められている。

　はじめて聞かされたとき、ナリアは悪質な冗じよう談だんだと思った。囚人が釈放されるために虚言を弄ろうしているのだと。だがその言葉に、否定しきれない真実を感じてしまったのも事実であった。

「まあ、お前が信じられないのも無理はない……。国王ルドニア三世は俺の女房、リノヴァーナを后きさきにしたが……その旦だん那ながどうなったかなんて誰も興味などなかろうものなあ……。まして王が俺を捕らえてこんな所に放り込んだなんて、想像もつかんだろう……」

「あなたはあまりよくない良人だと聞いた」

「女房を憎んでいたことはない……。が、まあ……そんなことよりも、俺が言いたいのは……ルドニア三世が、とんだ変態野郎だってことだ……。ああ、こないだも教えたか……」

「聞きたいとは言ってない」

「ちゃんと知りたいから、また来たんだろ……」

「…………」

　紫色に変色している舌が、ぺろっと唇くちびるを舐める。

「ルドニア三世は……俺を殺さなかった……あいつは俺を生かして、自分の性欲を満たしていたんだ……」

「そんなことあるはずがない……父上を愚ぐ弄ろうするのか……！」

　ナリアは剣の柄つかに手をかけようとした。鉄格子の向こうでは、ひっひっと笑い声がした。

「考えていることは分かるぞ、だが勘違いだ……ルドニア三世は男と交合する趣味はない」

　ナリアはほっとした。ただエゴールは、即座に言葉を続けた。

「ルドニア三世を夜ごとに俺をここから出すと、リノヴァーナと交わらせていたんだ……あいつはそれを覗のぞいて興奮するって寸法よ……」

「なっ……！」

　ナリアは茫然として、剣の柄から手を離す。先程までの安堵が、跡形もなくなくなっていた。

「ちっ、父上が、そんな……！」

「噓うそじゃあない。だから俺は、殺されもせずに生かされてきたんだからな……。俺も楽しみにしてたよ……牢から出されて女房とやれるんだ……。他の誰にも見られちゃいけねえってんで、すぐに戻されるけどな……くっくっく……」

「噓だ、そんなはずはない」

「不思議でもないだろう。ただでさえ好色王って呼ばれてた……。あんだけ女がいたのに、まだ他のこと試そうってんだから……王ってのはたいしたもんだ」

「…………」

　反論するのは難しい。ルドニア三世が多情だというのはナリアも知っていたし、深夜に部屋を訪れるのはなにがあっても禁じられていたからだ。他に知られたくないことがあったのだろうと、想像がつく。

　だがそれが、ナリアにとっては聞くのも汚らわしいことであったとは。

　エゴールはときおり咳せき込こみながら笑い続ける。

「そろそろ、想像がついてきたんじゃないか……？　俺とリノヴァーナの情交……どうなると思う……？」

「なにもなかった。そうだろう」

「ひっひ……外はずれだ……リノヴァーナは妊にん娠しんした。ルドニア三世は子を産ませ名前をつけたんだ……それがメーニカだよ」

　ナリアは息を飲む。

　耳を塞ふさぎたかったがそれも叶わない。あの少女、妖よう艶えんとも言える美しさを放つ妹が、ルドニア三世の子でないとは。

　大変な醜しゆう聞ぶんであった。他人の子を王の子として育てていたのである。血が繋がっていなくても後継者とする習慣があるとはいえ、偽いつわっていたのは聞いたことがない。

　公表を躊躇ためらった理由は分かる。不義の子を産んだとなっては具合が悪いからだ。婚姻前ならともかく、婚姻後の話である。だが堕だ胎たいさせずに産ませたとなると、これはもう歪んだ感情を越えたなにかがあったとしか考えられなかった。

「では……メーニカは、兄上と両親を同じくした本当の妹だったのか……」

「兄上……？　ああ、アルメインか……くっくっく……はっはっは……！」

　エゴールは背をそらせて笑い出した。声は地下牢に反響し、鎖が鈍にぶい音を立て続ける。

　ナリアは目を細めて問う。

「なにがおかしい」

「なあナリア……俺は地下牢に来たお前の名がすぐに分かった……。変だと思わなかったのか……？」

「どこかで私の名を聞いていたんだろう」

「いいや……その顔を見て直感したんだ……こいつはナリアだってな……。だって親父だぜ……分かるのは当たり前だろう……」

「なっ、なんだと!?」

「ルドニア三世の第一王妃クイネーラは子供好きだ……というより、子が多い方が自分の立場が強くなると思っていたんだ……。だから自分が産まずとも子を欲した。そして農民からもらい子をすることにした……それがお前だよ、ナリア」

「そんな……！」

「お前は俺とリノヴァーナの二番目の子なんだ。これを知ったルドニア三世が村まで探しに来て、女房は后にし、俺を地下牢にぶち込んだってわけだ……ひっひっひ！」

　エゴールはおかしくてたまらないという風に、何度も口を開けて笑っていた。

「笑うのは当たり前だろう？　娘が地下牢にやってきて、俺と御対面だ……おかしくてたまらんぜ……！」

　嘲笑に近い声が、幾度も反響した。

　ナリアは声すら上げられなかった。エゴールの言葉が全身を駆け巡っていた。












　彼女は今まで、フィンメルハウゼン王室の本流として育てられていた。何不自由のない教育を施され、騎士としての作法も学んだ。それらは全て、王室の子としてのものだった。

　まさかこの男が本当の父親だったとは。

　ルドニア三世は后が多かったため、寵ちよう愛あいを受けたければ子を多く産むしかない。そうすれば王の死後も多くの子たちが王おう太たい后ごうとして支えてくれる。だから農村から子を得たのだ。

　もしかすると、長兄ハイニルも長女ヒルトルートも実子ではなかったのかもしれない。彼らが産まれるのと前後して、ルドニア三世は側室を娶めとっているからだ。だが真実は永遠に分からないだろう。

　母がときおり見せていた冷たい視線と、リノヴァーナの優しげな態度は、全て自らの生まれによるものだったのか。

　噓と断言したかったが、できなかった。眼前の現実とこれまでの記憶が、エゴールの台詞を嫌になるほど補強していた。

　しかも、ナリアにとっては恐ろしく重大な事実が含まれているのだ。

　よろめいて、後ろに倒れそうになる。

「私は……兄上と……」

「そうだ。お前はアルメインと本当の兄妹なのさ……！」

　天地が逆さになるほどの衝撃。

　絶望ではない。かといって歓喜とは程遠い。今まで信じていたことが全て崩くずれさり、虚空に放り出された。

　今まで抱いていたアルメインへの愛情を、兄妹だからと彼女は固く戒いましめていた。だがそれでも、血が全く繋がっていないことに、ある種の安堵を得ていたことは事実だ。夜ごと空想するアルメインとの行為は、兄と妹を離れたものだったから。

　だが事実はそうではない。アルメインとは実の兄妹なのだ。そしてメーニカも、実の妹。

　ナリアの足は震えていた。そのことに気づかないほどだった。

「あ……兄上はこのことを……」

「知るわけがないだろう。知ってるのはルドニア三世とクイネーラとリノヴァーナだ……そういや、みんな死んだんだっけなあ……じゃあ俺とお前だ。これはメーニカも知らんよ……」

　彼女の手が、再び剣の柄にかかる。

「おおっと……我が娘は俺を殺すつもりか……？　俺は父親だぞ」

「父などではない……！」

「強がるなよ……否定出来るものか……。お前の父はこうやって牢の中で、醜みにくい姿を晒しているってことだ……！　まったく、糞くそみてえな生しよう涯がいにこんなお楽しみが待ってるたあ、人生も捨てたもんじゃねえなあ！」

　ナリアは剣を抜けない。事実にのしかかられて、心が折れかかっている。

　たまらず背を向けた。階段へと走る。

　松明を投げ捨てる。一刻も早く遠ざかりたい、全てを忘れたいと駆けた。

　エゴールの哄こう笑しようがいつまでも響いている。それはナリアの背に張りついて、いつまでも取れそうになかった。






















　この時代、宣戦布告の文書は滅めつ多たに作成されない。各国に駐ちゆう在ざいしている大使を呼び出して慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに罵ののしり、「誠に遺い憾かんながら貴国と戦端を開くことに相成った」と告げるのみである。開戦理由は述べられるが全ての場合において、「こっちは悪くないがそっちは悪い」となっている。しかもこれすら丁てい寧ねいすぎで、黙って軍に国境を越えさせることの方が多かった。その場合侵攻された側の大使は、自ら出向いて軍の越境を非難する。

　大概において、完全に隠いん匿とくしたまま軍を動かすことはできない。どうしても出撃の噂うわさは伝わるものなのだ。重要なのはどれくらいの速さで敵の動きが把は握あくできるか、である。

　フィンメルハウゼンは情勢を完かん璧ぺきに近く把握していた。小麦の値上がりや麺麭パンの納入状態、飼い葉の動きなどで動員は察知され、商人が買い付けをする町の場所から進撃路が推察される。それらはメイドの遠話によってリューブルグまで伝達された。

　メイドを統とう括かつしているカリーンは、念のため二つ以上の情報源から確認した。そしてそのどれもが同じことを伝えていた。

　すなわち、「グーゼルホーフ軍にフィンメルハウゼン侵攻の気配あり」と。

　情報を得ることは状況を動かすことにも繋つながる。だがこれらはアルメインにとって、「考えられる中でもっとも悪い予想が当たった」ことに他ならなかった。

「動きが速い。姉さんに冬とか関係ないんだな」

　アルメインはうめいた。ヴィントレーアがグーゼルホーフ内部を説得するには、もっと時間がかかるだろうと考えていたのだ。

「やってくるのはグーゼルホーフ軍だけじゃないんだろうな」

　カリーンが返答した。

「ヴィントレーア様の部下で拘こう束そくしきれなかった兵、貴族が合流した模様です。たいした数ではありませんが」

「グーゼルホーフ軍と合わせるとどれだけになる」

「概算で六万です」

「多い。どうやって皇女を口く説どいたんだ」

「うち騎兵は千ほどと思われます」

「そっちは惜おしんだな」

　グーゼルホーフ軍は伝統的に騎兵を重視する。通常六万規模の軍勢なら二万弱を混在させていた。千騎足らずなのは、ヴィントレーアの行動に疑念を抱く人間がいるためだ。馬は高価であり騎乗兵は技能職なので、失うことを恐れたのである。

「こっちの兵は一万三千か」

「一万五千まで増やせるそうです」

「どっちにせよ足りない。平地で戦うのは自殺行為だな」

「いざとなれば、わたくしの部下をお使いください」

　カリーンの部下のメイドは、全員が魔ま導どうの遣つかい手てである。その力を生かして欲しいと言っているのだ。

　アルメインは即座に却きやつ下かする。

「前に助けられた。あれで充分だ」

「ですが……」

「多くの市民の前で堂々と魔導が使われてみろ。口止めは不可能だし不信感が広がって内側から崩ほう壊かいしかねないぞ」

　魔導は双そう聖せい教きようによって悪あしきものと定められている。大勢の前に晒さらしてしまっては、どうなるか想像もつかなかった。

「それに君たちが迫害されるのを、俺おれは好まない」

「ご心配、痛み入ります」

　カリーンが礼を言った。

　ともあれ、アルメイン側が不利なことに変わりはない。

「いっそ城壁によって立たて籠こもるか」

「リューブルグの城壁全てを守るだけの兵を配せるかどうかです」

「いざとなったら、防御の縮小も考えられるか」

　首都リューブルグは、白はく磁じ宮きゆう殿でんを中心に四方へ道路が伸びており、それぞれが城門に達している。人口と交易の増加に伴って幾いく度どか拡張しており、まだ古い城壁が残されていた。

　古い城壁の方が長さは短いから、ここに兵を配すれば人数は少なくてすむ。当然、市街の新しいところは放ほう棄きすることになる。

　アルメインはリューブルグの市街図を持ってこさせた。机の上に広げ、じっくり眺める。

「……白磁宮殿とテーアドーラ大聖堂は城壁の内側。レーナウ城が外側になるのか……」

「かつてはレーナウ城に籠もって戦ったこともありましたが、止やめた方が無難です」

「囚人をどこかにやる必要がありそうだ」

　彼は地図から顔を上げる。

「グーゼルホーフ侵攻の噂はもう流れているか？」

「まだですが、時間の問題でしょう。一部商人は動きを察知しているようですが」

「先に国内に布告をする。グーゼルホーフ軍が侵攻してくる可能性があるので、民は役人の指示に従い準備すること。余計な噂が流れる前にやってくれ」

　噂の先行きは流りゆう言げん蜚ひ語ごの元となる。あらかじめ正確な情報を流すことによって、民衆の混乱を防ぐ狙ねらいがあった。

　それが分かったので、カリーンも「かしこまりました」とだけ言った。

「姉さんをどこかで足止め出来ればいいんだがな」

「グーゼルホーフ軍はヴィントレーア様だけではなく、ノイエンリック将軍との二頭体制です。そこに期待しましょう」

「それはいい話だが、油断大敵だ。やるぞ」

　彼は机つくえの地図を軽く叩たたき、行動開始の合図とした。




　白磁宮殿はグーゼルホーフ帝国の動きに大わらわであった。カリーンの情報通り、いくらもしないうちにグーゼルホーフ帝国は目立った動きをするようになったからだ。国境付近の兵が増え、フィンメルハウゼンからの越境は厳しく監視される。なにをしようとしているかは明白だった。

　それでもフィンメルハウゼンの民衆は比較的冷静さを保っていた。これはそもそも、争いごととは無縁でいられない時代であるのと、アルメインによる布告が上う手まくいったことに起因する。国境付近の街レンデンでは不安になった民衆が役人の指示の元避難をはじめ、どうせいつものことだと達観した人たちは残った。リューブルグでは小麦粉の買い占めがはじまったものの、カリーンが宮殿の食糧備蓄を放出したのと便乗値上げをした商人を逮たい捕ほしたため、短期間で治まった。

　このような動きは各国大使の賞賛を浴び、それぞれの本国へももたらされた。無論、忌いま々いましげに見ている人間も存在する。

「ふん、アルメインの小こ僧ぞうめ。なかなかやるではないか」

　皺しわだらけの顔で罵っているのは宰さい相しようのテルヒムだ。

「存外知恵の回るやつだ。激げつ昂こうした民衆に引きずり出されて串くし刺ざしにでもされれば面おも白しろかったものを」

「そうなっては、宰相を引き立てる人間がいなくなってしまうでしょう」

「なあに構わん。アルメインの命脈は尽きたも同然。今やヴィントレーアとよしみを通じるのが正解だ」

　自分の台詞せりふに老人は酔よう。

「ヴィントレーアはフィンメルハウゼン王を欲しているのであろう。わしが認めればそれも叶かなう。さすれば、この身も生しよう涯がい安泰よ」

　宰相の言葉を聞いているのはエルラニアだ。だが彼女は、宰相の見通しに疑念を持っていた。

「こう申してはなんですが、ヴィントレーア様は宰相閣かつ下かに対していい印象を抱いていなかったかと」

「なあに、わし自ら赴おもむいて手て土産みやげでも渡せば、わしへの態度もよくなるだろう」

「手土産ですか……」

　半なかば呆あきれたようなエルラニアの前で、テルヒムはうろうろと歩き回った。なにごとかを呟つぶやきながら、ときおり手を叩いている。

「ふむ……そうだ。宝物庫にある宝石はどうだ。あれならわしの懐ふところは痛まぬ」

　エルラニアは首をふる。

「お止めになった方がよろしいかと。ヴィントレーア様は元より白磁宮殿の住人です。馬ば鹿かにされたと思われて、宰相のことを牢ろうに送り込むでしょう」

　テルヒムは発案を即座に否定され、不機嫌そうに言う。

「ではなにか他にあるのか」

「簡単なものではありますが、先ほど集めた情報を使います」

「なんだ、それは」

　エルラニアはそれには答えない。

「宰相閣下、御お支し度たくを。ヴィントレーア様のところまで行くのであれば、すぐにでも出立なさらなければ」

　エルラニアはそう告げると、自分は宰相の部屋を出る。もう少しだけこの老人に付き合う必要がありそうだと感じながら。
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　グーゼルホーフ帝国のワルトリンゲン市は、しばしば南方への出撃拠点としての機能を果たす。軍はまずここに駐ちゆう屯とんし、食糧を集積する。それから南へと行軍するのだ。

　グーゼルホーフ軍は精強さによって知られる。厳しい軍律によって兵は一いつ糸し乱れぬ動きをし、武器はどれも極限まで手入れがされて最大の切れ味を発揮できるようになっている。なにより大勢の軍を支える兵へい站たんが、どこの国よりもしっかりしていた。

　この、特に軍律は、ヴィントレーアが大いに気に入っているところでもあった。フィンメルハウゼンの将軍だったころから、ここだけは見習おうとしてきたのである。

　今やその軍を預けられている。彼女は隻せき眼がんで、整然と行進する兵と、脇に積まれた多くの糧りよう秣まつを見つめていた。

「軍とは精強で美しいものだな」

「グーゼルホーフの軍は、どこの国よりも鍛たん錬れんを怠おこたらず、厳しく自らを律しておりますからな」

　隣から、男性の声がする。ヴィントレーアはその人物を見つめた。

　恰かつ幅ぷくのよい中年男性だ。頭頂部は薄くて赤ら顔。目をしきりと左右に動かしているが、声は意外なほど太く落ち着いている。金の刺し繡しゆうを施された外套マントを見せびらかすように翻ひるがえしていた。

　この男はグーゼルホーフ帝国の宿将、ノイエンリックである。グーゼルホーフ南部の出身で、たまにある中央への異動にも応じず一貫して対フィンメルハウゼンの前線に立っている。それはこの地方出身であることに加え、フィンメルハウゼン王国を奪い取る野心に燃えているからでもあった。

　ノイエンリックはヴィントレーアにつけられていた。立場としては同格の将軍である。この地方に詳しいことに加え、ヴィントレーアの監視役であることは明白だ。エーレントラウト皇女は必要なしと言ったのだが、他の貴族たちが押し切った結果である。

「いかにローディア大陸広しといえど、我が軍に立ち向かえるものはそうそうおりませんぞ」

「たいした自信だ」

「これまでの戦いによって裏付けられておりますからな」

「私は立ち向かっていた。四年前に一度勝利した」

　ヴィントレーアはわざとらしく考える仕草をする。

「あれは確か……そう、ノイエンなんとかという人物が相手だった。数の少ないフィンメルハウゼン軍に敗れて、ほうほうの体ていで撤退していったぞ。今はどこでなにをしているのやら」

　ノイエンリックが顔に血を上らせて黙り込む。その時ヴィントレーアに敗北したのが彼であった。

「しかし今は、ヴィントレーア殿が客将として帝国におられる」

「まあ、そうだ」

「赤毛隻眼の姫将軍。その名をもっとも知っているのがフィンメルハウゼンです。ヴィントレーア殿が向かってくると知ったら、さぞ混乱するでしょう」

「そうなるはずだ」

　とは言ったが、ヴィントレーアには引っかかることもある。弟のアルメインは容易ならざる相手だ。軍歴はないに等しいが状況を的確に摑つかむ力に長たけている。現に報告によれば、フィンメルハウゼン国内で激しい混乱は見られていない。

「どのみち、ヴィントレーア将軍の力をもってすれば容易たやすいことでしょう。数名の兵であろうと、進めば城は城門を開け、民衆は諸もろ手てを挙げて歓迎するはず」

「私は油断をしない。全軍をもってフィンメルハウゼンを攻撃する」

　ヴィントレーアは断言した。敵を侮あなどって攻撃し、結果敗れた例は古今東西計り知れない。そのような愚おろかな轍てつを踏まないためにも、大軍で攻撃するつもりだった。

　だがノイエンリックは、首を左右に振る。

「まずはヴィントレーア殿の軍が攻撃を」

　ヴィントレーアの隻眼が細まる。

「なに？」

「ヴィントレーア殿が手勢をもって攻撃し、しかるのち我が軍が進撃します。なに、我が軍が到着するころには勝敗はついておりましょう。栄光は赤毛の上に輝きますぞ」

「馬鹿なことを」

　昔からの部下が合流したが、その数は二百に届くか届かないかくらいだ。いくらフィンメルハウゼン軍が少数とはいえ、この程度では踏みつぶされてしまう。

「六万あれば無む駄だな敗北をしなくてすむ」

「しかしグーゼルホーフ軍は皇帝陛へい下かよりお預かりした貴重な兵。無駄に消しよう耗もうさせるわけにはいきません。今は冬なのです。動かすこと自体が無む謀ぼうに近いのですぞ」

　ノイエンリックは木で鼻をくくったような言い方をする。ヴィントレーアは声を荒らげた。

「貴公は今まで兵を失ったことがないと言うつもりか……！」

「それがしも学んだのですよ」

「進撃の命を下せ。すぐに！」

「そうはいきません」

　見下すような口調であった。

　ヴィントレーアとノイエンリックは同格の将軍だ。軍を動かすには二人の同意が必要となる。もちろんヴィントレーアは自らに一元化してくれるようエーレントラウトに頼んだのだが、これも貴族たちに押し切られた。

　その男が承しよう諾だくしないのである。フィンメルハウゼンへの野心は明白なのに攻撃しないのだから、ヴィントレーアへの嫌がらせ以外の何物でもない。

　ノイエンリックは薄くなった頭髪を撫なでた。

「なあに。ヴィントレーア殿の手にかかれば勝敗は決したようなものですぞ。手勢を使うのであれば、止めたりはしません」

「く……」

　ヴィントレーアは奥歯を嚙かみしめる。

　その時、彼女のところに将校が一人やってきた。ヴィントレーアの元部下で、リューブルグから抜け出してきた貴族の子弟である。

　将校は彼女の耳になにごとか囁ささやく。

「……分かった。ノイエンリック将軍」

　ヴィントレーアは将校を下がらせると言った。

「貴公の意見はよく分かった。今後の作戦を修正する必要がありそうだ。来てくれるか」

　彼女はノイエンリックをうながし、返答を待たずに歩き出した。

　ヴィントレーアは民家の一つを借り上げており、そこを本陣としていた。ここで作戦指導全般をおこなっている。

　中には大きな机が置いてあり、地図が広げられていた。

　隻眼の将軍はノイエンリックを招き入れると、扉とびらを閉めさせた。

「さて将軍」

　ヴィントレーアは椅い子すに腰かける。

「将軍の意見には恐れ入った。まさか私の手勢のみで先に戦闘せよとは」

「繰り返しますが、それがしは兵をみすみす消耗させたくないのです」

「それは分からないでもない。ただ、さっき報告があったのだが」

　ヴィントレーアは隣の将校に頷うなずきかける。その男は部屋から出ると、一人の女性を連れて戻ってくる。

　連れてこられた女は薄衣のみをまとっており、首と手足に宝飾品を下げている。どのような職業なのかひと目で分かった。

「この女はノイエンリック将軍の部屋で寝ていた。しかもこの女が持っていた金」

　ヴィントレーアは金貨を一枚手に取る。そこには狼おおかみを模した印がついていた。

「大変不思議なことなんだが、私にとって見覚えのある刻印がしてある。これはフィンメルハウゼン国内で流通している金貨だ。どうしてこの女が持っているのだ？」

　ノイエンリックは目に見えて動どう揺ようしている。

「そ、それは……」

「あとはこれだ」

　彼女は地図の上に革袋を放り投げる。口から金貨がこぼれた。

「ノイエンリック将軍の行こう李りに入っていた。将軍が女にだらしないことは皆知っている。最近は自重していたようだが、この金で買ったな？　しかもフィンメルハウゼンから送られた賄わい賂ろで」

「違う！　この女はそれがしの知人で……」

「知人が裸はだかで寝台に潜もぐり込こんでいるのか。賄賂を受け取ってすぐに女とは愚かな男よ。捕らえろ！」

　物陰に潜ひそんでいた兵が、ノイエンリックに飛びかかる。彼の悲鳴は口の中に押し込められた布によって消え去り、手足は縄で縛しばられた。

「檻おりにでも放り込んでおけ。やつの罪はいずれ裁かれるであろう」

　ノイエンリックは兵によって引きずられていった。

　入れ替わるようにして、皺の寄った老人が拍手をしながら入室してくる。

「いやお見事でした、ヴィントレーア様」

「ふん。造ぞう作さもないことだ」

「情報が生かされたようで、このテルヒムもご同どう慶けいの至りです」

　フィンメルハウゼンの宰相であるはずの老人は、深々と頭を下げ、跪ひざまずいた。

　テルヒムは遙はる々ばるリューブルグからやってきて、自らヴィントレーアにノイエンリックの収しゆう賄わい疑惑を伝えたのだ。わざわざ自分でおこなったのは、同時に自身を高く売りつけるために他ならない。グーゼルホーフ軍相手ではアルメインの寿命は長くないと判断してのことであった。

　あとから入ってきたエルラニアが、無言で扉を閉じる。情報を収拾したのはもちろん彼女だ。

　ヴィントレーアはちらっとだけ彼女のことを見る。そしてテルヒムの方を向いた。

「お前の情報が役に立ったことは事実だ。それは礼を言う」

「もったいないお言葉です」

「王室の宝物などを手土産にしていたら、その首が飛ぶところであった」

「……そのような、ヴィントレーア様の気分を害するようなことを、誰だれが出来ましょう」

「で、情報の見返りになにを望む」

「金銭はいりません。ただヴィントレーア様の手足として働くことを望むのみです」

「それは我が弟を裏切るということだ」

　隻眼が老人の顔を射抜く。

「裏切ればアルメインは二度とお前を白磁宮殿に入れようとすまい。地位も名誉も全て失うかもしれんぞ」

「ヴィントレーア様の勝利を確信しております。そのためにノイエンリックを誅ちゆうする情報を提供いたしました」

　ヴィントレーアは立ち上がる。膝ひざをついているテルヒムを見下ろした。

「私の元にいてもやはり裏切りは許さん。ひょっとしたらアルメインよりも苛か烈れつに扱うかもしれん」

「……承知の上です」

「これより赴くのは戦地だ。死を恐れぬか」

「……はい」

「ならば我が軍と行動を共にするがよい」

　彼女は言う。

「今後軍の指揮は私に統一される。お前も出陣の用意をせよ。……ああ、輿こしなどに乗ろうとは考えるなよ。雨が降ろうが風が吹こうが、私の指揮下にあるものは馬か徒歩と決まっている」

　テルヒムは顔をしかめたが、すぐに元に戻してまた頭を下げる。

　そして逃げるように室内から出ていった。

「お前は待て」

　その相手は老宰相ではない。エルラニアであった。

　エルラニアは足を止めて向き直る。

「どんな用でしょう」

「私の目を節穴だと思っているのか？　この通り片方しかないが、遠くまで見通せる。ノイエンリックは漁ぎよ色しよくだが金には頓とん着ちやくしない。フィンメルハウゼンから送られてきても受け取らないだろう。アルメインもそんなことは知っているはず」

「おっしゃりたいことが、いまいち分かりかねます」

「あの金はアルメインからの賄賂ではない。誰かがノイエンリックの行李に忍しのばせた。そして女を寝台ベツドに送り込んだ。私にわざと見つかるようにして」

　ヴィントレーアはエルラニアを正面から見つめた。

「お前だ」

「……どうしてそのようなことを」

「他に誰がこのような謀ぼう略りやくを仕組む。テルヒムにはできん。あの男の脳は錆さびついて久しいからな。だとしたらあとは『白磁の吐と息いき』の長しかあり得んだろう」

　エルラニアはほんの少しだけ口の端はしを歪ゆがめる。ヴィントレーアの推測を認めた合図でもあった。

「お見事です。ヴィントレーア様」

「そんなことはいい。何な故ぜこんなことをした。答えろ」

　ヴィントレーアはさりげなく腰の長剣に手をかけている。返答次第ではエルラニアを斬きるつもりでいた。

　エルラニアはたじろがない。

「ヴィントレーア様のお力になろうと思いまして」

「テルヒムと同じ言葉か。つまらぬ女だ」

「宰相閣下は関係ありません。私の力を見て欲しかっただけです。軍の指揮系統が二つあるのはいかにも都合がよくない。ヴィントレーア様の下もとにまとまった方が、軍は能よく戦えるでしょう」

「やはりテルヒムと同じだ。それとも、テルヒムを関係なく引き立てて欲しいと言うことか」

「はい」

　エルラニアは断言する。ヴィントレーアははじめて面白そうな表情をした。

「私がいなければ宰相閣下は道で迷う老人と同じ。ですが私はもう老人の手を引くことに飽きたのです。ですから私自身を売り込もうと思いました」

「ふん……」

「なにも信用してくれとは申しません。ただ使っていただければそれでよく」

「いいだろう。少なくとも、テルヒムよりは働いてくれそうだ」

　ヴィントレーアはエルラニアに近づいた。

　すぐ側そばまで来ると、手を伸ばしてエルラニアの顎あごを摑む。じっくりと顔を眺めた。

「美しいな」

　ヴィントレーアの息が熱いものとなる。

「気の強そうなところがいい」

「……ヴィントレーア様の趣味は存じております」

「私にもお前の趣味は分かる。加か虐ぎやく癖へきを隠せていない。そういう女は久しく会っていなかった」

「ヴィントレーア様の下では、皆借りてきた猫ねこのようになってしまうのでしょう」

「ならば、猫ではない女を試してみたい」

　ヴィントレーアは机の上の地図を撥はね除のけた。軍を現す駒こまがいくつも床に落ちる。

　エルラニアを引っ張ると、机に押し倒した。












「最近は跪いてばかりだった。やはりこっちがいい」

「拒絶したらどういたします？」

「拒絶は許されない」

「私を信用なさらない方がよろしいかと存じます。特に、このようなことをするのは」

「それも一興だ」

　二人の唇くちびるが重なった。エルラニアの両腕は、ゆっくりとヴィントレーアの首に回されていった。
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　グーゼルホーフ軍、国境を越える。

　この知らせは直ただちにリューブルグまで伝わった。冬期にも拘かかわらずヴィントレーア率いる軍勢の動きは迅じん速そくで、レンデン市の北方二十リール（約三十二キロ）まで接近していた。市内に攻め込まれたくなければ、この辺りで決着を付けるのが常道である。

　だがフィンメルハウゼン軍は姿を現さない。ヴィントレーアの軍勢は悠ゆう々ゆうとレンデン市に入った。

「私がなにもしないとアルメインは考えているのだろうよ」

　とヴィントレーアは思っている。

「冬期の消耗を考えるのなら、できる限り早く進撃するだろうとな」

　確かにヴィントレーアは、レンデン市をどうこうするつもりは全くなかった。彼女の軍は休息を兼ねて補給段列の到着を待つだけであり、他のことには目もくれていなかった。

　彼女は、徴ちよう発はつした民家に腰を落ち着けるなり、矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばしていた。

「補給品を受け取ったのちにリューブルグに進撃する。余計な略奪や破壊に時間を取られるな」

「さすがはヴィントレーア様。実に素早い行軍です」

　そう言ったのはテルヒム。揉もみ手でをしそうな仕草だった。

　ヴィントレーアは一つしかない目で睨にらむ。

「私があれだけ守っていたレンデン市があっけなく陥かん落らくした。今までのグーゼルホーフ軍が非力だったのか、アルメインが愚かだったのか。どっちせよ情けない限りだ」

「加えて、ヴィントレーア様が優すぐれた武将であることの証左でありましょう。やはりフィンメルハウゼンの王ぎよく座ざにつくのは、ヴィントレーア様を置いて他にございません」

「くだらん世辞だ」

　とは言うものの、彼女も己おのれの実力を疑ったことはない。白磁宮殿の小競り合いでは敗北したが、軍同士の戦いでアルメインに負けるとは思っていなかった。アルメインもそのことは承知しているはずであり、正面決戦を避けているのなら、賢い方針でもあった。

「エルラニア。リューブルグ市内に噂を流せ。抵抗せずに城門を開けば死ぬことはないとな。レンデンが証拠だ」

「了解しました」

　エルラニアが返事をする。

　テルヒムが驚いたような顔をしているが、ヴィントレーアは一いつ顧こだにしない。今や彼女は「白磁の吐息」の長を昔からの部下のように扱っていた。

　エルラニアは早馬を走らせた。前後してヴィントレーアの軍も進撃を再開する。冬期だがその行軍は、春期と変わらぬ速さであった。




　六万もの軍勢が動き出せばどうしても噂になる。ましてカリーンは国内各所にメイドによる諜ちよう報ほう網もうを張り巡らせていた。

　それらは逐ちく一いちカリーンに報告されており、アルメインにも上げられていた。

「決戦は当分しない」

　アルメインはあらかじめ告げていた。

「レンデン市は放棄。ヴィントレーア姉さんも市民を殺したり町を焼いたりしないだろう。無駄な時間を好まない人だから」

　予想は当たり、レンデン市が火の海になったなどの報告はやってこない。だがグーゼルホーフ軍が休息もそこそこに動き出したのには、さすがに驚いた。

　図書室の中で、アルメインはメイドからの書き付けに目を通した。

「さすがあの姉だ」

　呆あきれ半分の言葉が口から出る。

「冬でも関係ない。進撃が早い」

「ある程度の損耗も織り込み済みでしょう。軍は速度が勝敗を分けると、あの方は暁ぎよう通つうしております」

「進撃路に立たち塞ふさがるのは無駄だな」

「現在、我が方は一万五千ほどの兵士が戦闘可能です。市民から身体頑強なものを集つどうこともできますが、市中で降伏すれば生命財産全てが助かるとの噂が流れていて、徴募は困難です」

「謀略か。姉さんもやるもんだな」

「恐らく宰相の部下の仕し業わざです」

「テルヒム？　そういや姿を見ないな」

「宰相とエルラニアはリューブルグを出しゆつ奔ぽんした模様です。ヴィントレーア様の下で働くつもりでしょう」

「放っておこう。今の宰相にろくな力はないだろ」

「エルラニアは多少手て強ごわいかと」

「対処は任せる」

　ともあれ、グーゼルホーフ軍と比べると、兵の数に差がありすぎた。同数でも勝てるかどうか疑わしく、正面決戦は難しかった。

「さっさと立て籠もるか」

「旧城壁と地下道、ルント川での防衛についてはナリア様の方でおこなうとのことです」

「スインとの会談は？」

「大使を通して要よう請せいしていますが、じらして引き延ばすつもりのようです」

「あの長い名前の大使は放っておけ。直接交渉したい」

「手段がないわけではありませんが……」

　珍めずらしくカリーンが口籠もる。

「どうしてもとおっしゃるのであれば。少々やっかいなことになるかもしれません」

「やってくれ」

　カリーンは、無言で頭を下げた。

　図書室の外で物音がする。どうやら入れろ入れないで問答をしているらしい。アルメインが怪け訝げんな顔をしていると、扉が開いた。

　やってきたのはメーニカであった。

「お兄様！」

　小さな妹はいつもと変わらない笑顔を見せていた。背後では警護に当たっていたメイドが疲れた表情をしている。カリーンが頷いて下がらせた。

「お忙しいかもしれませんが、メーニカはお兄様を励はげましにまいりました」

「そりゃ嬉うれしいな」

　無邪気な表情に、アルメインも相そう好ごうを崩くずす。隣のカリーンは緊張の面おも持もちだが、気づかなかった。

「だけど避難はした方がいいぞ。ここも戦場になる」

「平気ですわ。お兄様なら、ヴィントレーア姉様に勝てますもの」

「買いかぶっているんじゃないかな」

「メーニカは信じていますから」

　心の底から信じている口調であった。アルメインは苦笑する。

「いつものメイドはどうしたんだ？」

「サリューンはメーニカの食事の用意をしてます。それに、ここにはあまり来ないようにしてるみたいです」

　メーニカは少しだけカリーンに目をやった。

　彼女はアルメインの膝に乗った。愛らしい外見と相まって、高級な人形のようであった。

「どうぞお仕事をお続けになって。メーニカは聞いております」

「つまらない話ばかりだぞ」

「お兄様のなされることですから、つまらないことなんてありません」

　アルメインは「分かったよ」と言うと、メーニカを落とさないようにしながら、地図を覗のぞき込こむ。

「姉さんは真まっ直すぐリューブルグを狙うだろうな」

「グーゼルホーフ帝国の狙いもそこにあります」

　カリーンが返事をする。

「ならこっちは予定通りにしよう。避難民はどうだ？」

「リューブルグ市内に集まっております。レンデンの難民だけではなく、南方や西方からも集まる動きがありますので、数が計画より多くなるのは避けられません」

　カリーンが報告した。彼女はこのあたりの策定にも関わっている。

「ですが、見捨てるわけにはいきません」

「分かった。その人たちもちゃんと誘導しろ。混乱は避けるんだ。……そういえばナリアは？　軍のことはあいつの担当だろう」

「病やまいだそうです。何日も出仕しておりません」

　そのことはアルメインも知っていた。レーナウ城から戻ってきた後、自室に籠もって外に出ないのだ。レーナウ城は到底清潔とは言えないので、流行はやり病やまいに罹り患かんしたのではとも噂されていた。

「治ってくれないと手が足りない」

「もしかすると、流行病ではなく心の病かもしれません」

「なんだそりゃ」

「詳しくはさすがに……。典てん医いが見立てることも拒絶しておられますから」

「でしたらメーニカがお見舞いに行きますわ」

　膝の上の少女が突然言った。

「お兄様はお忙しいのでしょう。メーニカならナリア姉様も会ってくれると思います」

　アルメインは眉まゆを顰ひそめた。

「病気が移ったらどうする」

「大丈夫です。メーニカは病気なんかに負けません」

「でもなあ」

「信じてください、お兄様」

　一片の曇くもりもない瞳ひとみが彼を見上げていた。

　そう言われると、アルメインとしても拒絶できない。忙しいのは事実なのだ。自ら見舞ってやりたいが、今は難しい。使者を出すには大おお袈げ裟さすぎるし、妹が行くなら問題はないだろう

「じゃあ、頼む」

「はい」

　メーニカが膝から飛び降りる。くるりと回ると、服の裾すそを摘つまんで頭を下げた。

「行って参ります、お兄様」

「ナリアに、治ったら顔を出すよう伝えてくれ。俺もあとで見舞いに行く」

「分かりました。ナリア姉様にはたっぷりとお伝えします」

　彼女の台詞にはわずかな不自然さがある。地図に集中していたアルメインは、その匂いを嗅かぎ取とることができなかった。




　自室の扉が軽く叩かれる。室内のナリアは返事をしなかった。

　彼女はぼうっとしたまま、寝台ベツドに腰かけていた。目の前には今朝運ばれた食事が置かれていたが、手はつけられていなかった。

　目はうつろで、どことなく焦しよう点てんが合っていない。頭の中では、あのときの会話ばかりが繰り返されていた。

　扉が幾度も叩かれた。放っておけばいなくなるだろうと思っていたが、いつまで経たっても止まない。たまらず「入りたければ入れ」と答える。

　少しだけ扉が開き、滑すべり込こんできたのはメーニカであった。

　年若い妹はにこりとして頭を下げる。

「ナリア姉様。お加減はいかがですか」

　ナリアは渋しぶい顔を作って首を振る。

「よくない。移ったらことだ。帰ったほうがいい」

「そんな。ナリア姉様は流行病などではありませんわ」

　メーニカは姉のところまで歩き、ナリアの手を取った。

「姉様が部屋に籠もりきりで、メーニカは心配しております」

「それは悪かった。これでいいか」

「あん。ナリア姉様冷たい」

　メーニカが頰ほおを膨ふくらます。

「どうしていつも、メーニカに辛つらく当たるのですか。なにかナリア姉様のお気に障さわるようなことをしましたか？」

　不満そうな、どことなく悲しそうな物言いをされると、さすがにナリアも後悔の念が浮かぶ。

「……そういうわけではない……」

「本当なのですか？」

「…………」

　だが、確かに妹へ冷たい態度を取ることがあった。

　主にアルメインへの接し方が原因だ。メーニカは幼い妹として何度もアルメインの手を取り、時には抱きつくこともある。ナリアは忠誠を誓ちかった騎士故ゆえに、そのような態度を自制していた。それが時に苛いら立だちとなって表に現れる。

　しかも時々、妹の中に女としての感情を垣間見るのだ。わずか十歳でしかなく、月のものすら来ていない少女。なのに妖艶な色香すら感じることがある。アルメインは女性が苦手なのに、そのような垣根を軽々と越えて懐に入り込む。それがどうにも妬ねたましい。

　普通に考えれば嫉しつ妬とだ。だがナリアはメーニカに、もっと得体の知れないものを感じ取っていた。それが警けい戒かい心しんとなって、冷たい態度を取らせている。

　この警戒心が、ずっと心を刺激していた。ナリアが部屋に閉じ籠もり、ずっと悩み抜いていた事柄。それを妹に知られてはいけないと告げている。ただの勘かんだが、どうしても否定できなかった。

　メーニカはナリアの手を取ったまま、じっと見上げている。

「なにかお悩みなのですね、姉様」

「いや……違う。ただ考えたいことがあっただけだ」

「どのようなことですか。メーニカに話していただければ」

「……妹に話すことではない。子供に聞かせる内容ではないのだ」

「余計に知りたくなりましたわ」

「もう一人にしてくれ」

「ナリア姉様」

　少女は一点の曇りもない微笑ほほえみを向ける。

「メーニカは助けになりたいのです。悩みを打ち明けてもらいますから」

　ナリアは「必要ない」と告げ、立ち上がろうとする。

　だが、できない。寝台ベツドに腰かけたまま身動きが取れなかった。彼女は背後から肩に手をかけられ押さえられていた。強引に押しつけられているのではないのだが、どうしても身体からだが言うことを聞かなかった。

　背後にいた人物が正面に回る。メイド服を着た女性、サリューンだった。

　サリューンの瞳が血のように赤く輝いている。ナリアは魅入ったように目を離せなくなる。

「どうか話してください。話してくださいますよね」

　頭にメーニカの声だけが響いた。

「う……あ……」

「姉様ほどの人が打ちのめされてしまうなんて、よほどのことがあったに違いありません。どんなことなのですか？」

「そ……れは……」

「話してしまえば楽になりますよ、ナリア姉様」

　サリューンの瞳が脳内を掻かき回まわす。ナリアは何度も顔を背そむけようとしたがまるで動けない。その間もメーニカの質問が耳から侵入してくる。

「お願い、姉様」

「あ……」

「お願い」

　全身が痺しびれてくる。ナリアは意識が遠くなり、夢うつつの状態になっていった。
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　白磁宮殿横にある広場にフィンメルハウゼン軍が集結する。兵たちはヴィントレーアと戦うことを承知しているため、どの顔も緊張していた。

　並行して避難民たちの受け入れもおこなっている。単に城内に招き入れるだけでは意味がなく、居住のための場所や食糧の確保もおこなわなければならない。それらはヴィントレーアが代王時代におこなった粛しゆく正せいを生き残った役人たちと、カリーンの部下が協力して片端から処理していった。

　本来ならアルメインの承諾がいる案件が多かったが、彼は前もって権限を下に委譲していた。そのため処理が途中で目詰まりを起こすことなく、現場で片がついていた。

「兄上、遅くなりました」

　図書室で忙しそうにしていたアルメインのところに、ナリアがやってくる。彼女は深々と礼をした。

「病は快かい癒ゆしました。もう大丈夫です」

「よかった」

　アルメインは心底ほっとする。ナリアがいなければどうにもならない事案も多いのだ。

「さっそくだが、軍の指揮を任せる。色々考えたがやっぱりナリアが適任だ」

「分かりました」

　あっさりと受諾したので、意外な思いに捉とらわれた。

「断られるかと思った」

「兄上のためなら……それに、気がだいぶ軽くなりましたので」

「無理をしなくてもいいぞ」

「平気です。どうして臥ふせっていたのか思い出せないくらいです。悩んでいたような気もしますが、忘れたのですからきっとたいしたことではないのでしょう」

　ナリアは何度かまばたきをしながら、自分自身に言い聞かせるように話していた。

　アルメインは頷く。

「なら、頼む」

「防衛する兵を再編し、城壁周辺の取り壊しもはじめました。地下道は一部を残して封鎖、ルント川から遡そ上じようさせないようにも手を打ちます」

　立て続けの報告に、アルメインは驚きながらも苦笑する。

「メーニカの見舞いは薬よりも効いたみたいだな」

　その言葉に、今度はナリアが首を傾かしげた。

「メーニカ……ですか。見舞いには来ていませんが」

「ん？　見舞いたいって言ってたぞ」

「記憶にありません。ある日を境に急に気が楽になったのは確かですが……」

　二人揃そろって不思議そうな表情になる。アルメインは「まあいい」と呟き、ナリアに防衛のための準備を続けるよう指示した。

「ヴィントレーア姉さんが相手だ。歓迎の準備を怠るな」

　ナリアは頭を下げて退出した。




　一方、ヴィントレーア率いるグーゼルホーフ軍は、破竹の進撃を続けていた。

　レンデン市をたって以来、ほぼ無人の野を進むかのように行軍している。途中で妨害はないため戦傷者はなく、寒風と気温低下による傷病ばかりだ。それらの人数もヴィントレーアの想定範囲だった。

　隻眼の将は常に軍の先頭に立つ。誰よりも先に敵を捕らえたいと思っているからだ。そのため片目を失うことになったのだが、その程度で済むのなら安いものだとすら考えていた。

　冬の冷たい空気。その向こう側にぼんやりと、城壁が見えてくる。

　フィンメルハウゼンの首都リューブルグだ。ヴィントレーアはかつて、ここから出発し各地へと赴いていた。今は逆だ。

「白磁宮殿に巣くう連中を倒すために、私は帰ってきたのだ」

　彼女は呟いた。後ろにいるテルヒムが、大きく頷く。

「まことにヴィントレーア様の偉業は双神の御心にも適かなったものといえます。王室への不忠を働くものに報いを与えましょう」

「アルメインは私こそがフィンメルハウゼンを滅ぼす女だと思っているみたいだが、そうはいかん」

「もはや連中にできることはなにもありません。我々は行軍中になんの危険もありませんでした」

「そうだ」

　と言ったものの、ヴィントレーアに不安がないわけではない。途中で攻撃をしてこなかったのは余計な損失を恐れたからではないか。なんらかの策の下、反撃手段を練っているのではないか。

　リューブルグの城壁は格段頑丈なわけではないが、防御に適しているのは確かだ。そのことは彼女もよく知っていた。

　そこにエルラニアがやって来る。

「部下の報告によると、アルメインはリューブルグを完全に防衛するための兵を集められなかったそうです。兵が少ないため、北門は放棄されていると」

「本当か？」

「確かです」

「ふん。ならばこれまでの腰抜けぶりも当然だ」

　ヴィントレーアは得心した。

　馬を駆り、さらに進んでいく。北の城門が見えてきた。確かに兵の姿はない。

「気配はないな」

　ヴィントレーアは何人かの斥せつ候こうを放つ。斥候は城門に取りつき、すぐに戻ってきた。

「門は守られておりません」

「やはりか」

「門の中も確認しましたが、市街に人影は少なく、兵は見あたりません」

　ヴィントレーアは兵と共に、慎重に進んだ。

　城門は人一人が通れるくらい開いていた。兵に命じて、大きく開かせる。

　彼女の眼前に、リューブルグの町並みが広がっていた。

　だが人影はない。ざわめきも気配もなく、野良犬野良猫すら見あたらない。街は死んだように静まりかえっていた。

（首都を捨てたのか……？）

　考えられないと彼女は思った。「万物の故郷」の異名を持つ都市である。保持しているといないでは、影響力に大きく差が出る。極端なことを言えば、リューブルグを保持した時点でフィンメルハウゼン王を名乗ってもいいのだ。

　脇ではテルヒムが手を叩いていた。

「ついにやつらは逃げ出しましたな！」

　ヴィントレーアが思案しているのをいいことに、老人は喋しやべり続ける。

「これだけの軍を目まの当あたりにしてしまっては、怯おびえて逃げるのも道理かと。いやはやヴィントレーア様は一兵も損なわずして勝利なさるとは！」

　彼女は黙考しており、すぐには言葉を発さなかった。

「……白磁宮殿へと進む。城門は破壊し、閉められないようにしておけ」

　エルラニアが近寄ってくる。

「ヴィントレーア様にお目通りを願っているものがいるそうです」

「なんだと？」

「リューブルグの市民代表を名乗っています」

　隻眼の女性は許可した。

　市民が数名やってくる。全員が男性で、媚こびへつらうような態度であった。彼らはヴィントレーアを見るなり跪く。

「これはヴィントレーア代王、我々リューブルグ市民は代王のご帰還を歓迎いたします」

「どうも民はお前たち以外に存在しないようだが」

「ほとんどのものが、アルメイン代王に従って旧城壁の内側に籠もってしまったのです。我々はヴィントレーア代王のお力になろうと、こうして残った次第でして」

　なにとぞアルメイン代王を倒してくださいと、彼らは述べていた。

　ヴィントレーアは道の先に目を向ける。つまりアルメインは多くの市民と兵を連れて、旧城壁の中に立て籠もったのである。

　旧城壁の内側に白磁宮殿とテーアドーラ大聖堂、ヴィントレーアが使っていた将軍府まである。他を明け渡しても、主要施設を守るつもりなのだ。

「我が弟よ、やるではないか」

　ヴィントレーアは口を歪ませる。

「籠ろう城じようして守り切るつもりか。よかろう、受けて立とう」

　彼女は兵に前進を命ずる。

　そこでテルヒムが言った。

「ヴィントレーア様、お待ちください。リューブルグを陥落させるために兵を失うのはいかにも拙つたないやり方です」

　ヴィントレーアは一つしかない目で睨む。

「ほう。お前は私の指揮を愚かと言うのか」

「それがしに任せていただければ、弁舌によって降くだしてみせましょう」

「大言はいいが妄想は好まない。だいたい人の舌で山や川が動くか？　城も同じだ」

「動くことを証明して見せましょう」

　テルヒムは先頭に立った。高言した割にグーゼルホーフ兵に周囲を固めさせるあたりが、彼の心中を示していた。

　旧城壁に接近する。ここも静かなままだった。ただ城門だけは固く閉ざされている。日頃は自由な往来を保証するため開け放たれているのだが、今だけは違った。

　テルヒムは城門を見上げた。

「聞け、リューブルグの諸君！　それがしはフィンメルハウゼンの宰相テルヒムである！」

　兵の姿はない。老人は続ける。

「諸君らはグーゼルホーフ軍が来たことで怯え、必死の思いで立て籠もっているのであろう。だが案ずることはない。率いるは諸君らの敬愛すべき代王ヴィントレーア様である！　ヴィントレーア様は慈じ悲ひ深いお方だ。反旗を翻した市民も許そうとおっしゃっている。そしてそれがしもヴィントレーア様にお仕えすることになった！　もはやアルメインに勝機なし！　すぐに城門を開けよ！」

　返事はない。

　テルヒムの勧告は冬の空に消えていった。

　老人は顔をしかめ、さらに声を発する。

「もう一度言おう！　それがしは宰相テルヒ……」

　突然、一本の矢が飛来する。テルヒムの横にいた兵の胸に命中。兵は無言のままもんどり打った。

「ひっ……」

　テルヒムが尻しり餅もちをつく。同時に城門、城壁の上に完全武装の兵士が出現した。

　その中にナリアがいる。彼女は大音声と共に剣を振り下ろした。

「放て!!」

　無数の矢が城壁から飛び、グーゼルホーフ軍に降ふり注そそぐ。

「ひいっ……！」

　テルヒムは四よつん這ばいになりながら下がっていく。こうしてリューブルグを巡る攻囲戦の幕は切って落とされた。






















　矢による攻撃に、グーゼルホーフ軍は兵を引いていった。頃合いを見てナリアは号令を発する。

「攻撃止やめ！　矢を無む駄だにするな！」

　何人もの死体を残しながら、グーゼルホーフ軍は距離を取った。

「また来るぞ。警けい戒かいを怠おこたるな」

　旧城壁は新しいものより全長が短い。そのためナリアは充分な兵を配することができた。ただこれは、攻める側も兵力を集中できることに繋つながる。彼女は旧城壁に隣接した家屋を全て取り壊させ、見晴らしをよくして攻撃地点が分かるようにしていた。

　彼女は城壁からグーゼルホーフ軍を見つめる。いったんは混乱していたが、今はもう秩序を取り戻していた。短時間で統率力を発揮するあたり、さすがはヴィントレーアだ。

「次は本気でくるぞ。石と油の用意。前後で二人一組になり、後ろのものは盾たてを持て」

　ナリアの命令に兵が従う。多くの石が積まれ、さらに油の入った樽たるが用意された。

　それ以外にも彼女は、剣や斧おのを装備した兵で隊をいくつも編成し、予備兵力として備えさせた。

「来ました！」

　兵の一人が叫ぶ。

　グーゼルホーフ兵がいくつもの集団となって駆け寄ってくる。集団には必ず一つ梯はし子ごが用意されていた。

「引きつけなくていい！　放て！」

　矢が再び飛ぶ。主に梯子を持っている兵に向けて放たれていった。

　多くの矢が雨のようにグーゼルホーフ軍に降り注ぐ。悲鳴が上がり、反撃のための矢も飛んでくる。

　兵の集団は矢の雨をかいくぐって接近。梯子を持った兵が転ぶ。すかさず代わりにグーゼルホーフ兵が受け持ち突進する。城壁に立てかけようとしていた。

　梯子の先は鉄で出来ていて、鉤かぎ爪づめになっている。胸壁に引っかけて固定するのだ。そして梯子を登り、雪崩なだれ込こむ。

　いくつかの梯子が立てかけられた。

「落とせ！　乗り込まれるな！」

　斧を所持した隊が走る。鉤爪を力尽くで粉ふん砕さいするのだ。登ってくる兵には石が投げられ、それでも足りない場合は油をかけて火が点つけられた。

　ナリアは自ら剣を抜いて駆ける。梯子から乗り込もうとする兵を斬り、落としていく。個人の剣技で彼女と戦える人間はそうそういない。瞬く間にグーゼルホーフ兵はいなくなっていった。

　最初にかけられた梯子が落下。悲鳴と共に兵が転落する。ついでとばかりに、真下にいる兵士にも火の油が降り注ぐ。

　次々に梯子が崩くずれていった。グーゼルホーフの弓兵はよじ登る味方を援護しようと次々に矢を射ってくるが、フィンメルハウゼン兵の頭上は盾で防備されており、ほとんど損害はない。

　ナリアはあらかじめ防御の手順を想定していた。敵が遠くにいる場合。近くに来た場合。よじ登ってくる場合に登られた場合。そのどれにも対応できる手段があった。

　それらは完かん璧ぺきに近く機能する。多くの梯子は崩れ、グーゼルホーフ兵の死体ばかりが増えていく。無論フィンメルハウゼン側にも多少の損害が出るが、予備によって即座に埋められた。

　低い角笛が数回鳴る。グーゼルホーフ軍の合図だ。城壁に取りつこうとしていた兵士たちは、徐々に撤退していった。

「ふう……」

　ナリアは剣を手にしたまま、額ひたいの汗を拭ぬぐった。最初の戦いはこちらの勝ちだ。だがヴィントレーアが手をこまぬいたままとも思えない。まったく気は抜けなかった。




「ナリアめ、なかなかやるではないか」

　ヴィントレーアは感かん嘆たんしていた。

「やはり将としての才もあった。ずっと手元に置いておくべきだったか」

「感心している場合ではございませんぞ」

　テルヒムが泡を食ったように言う。

「アルメインたちは徹底的に戦うつもりです。ここはなんとしてでも陥落させねば……」

「言われなくても分かっている」

　ヴィントレーアは後方に叫んだ。

「破は城じよう槌ついの用意を！」

　その言葉に応じ、ゆっくりと、小屋のようなものが進んできた。

　これは巨大な丸太を横倒しにし、先端に金属の冠かんむりを被かぶせて車輪をつけたものである。十数人がかりで押し、城門に何度もぶつけて破壊するのだ。さらには上方からの攻撃に耐えられるよう屋根を被せてある。まるで家が動いているような光景であり、一部では「山小屋」「巨おお亀がめ」などとも呼ばれていた。

　ヴィントレーアはこの兵器を何度も目撃している。フィンメルハウゼンにいたころにも製作させたが、攻城戦そのものがなかったので利用する機会がなかった。グーゼルホーフ帝国の客将となってはじめて、使用の機会を得たのであった。

　破城槌の屋根に水が撒まかれた。火の攻撃を防ぐためだ。じりじりと城門へ向かう。後方には太たい鼓こを持った兵がついているが、これは太鼓の合図で押したり引いたりするため。

「やれー！」

　ヴィントレーアの声と共に、太鼓が叩たたかれる。

　破城槌が城門にぶつかる。派手な音と共に、門の戸が軋きしんだ。

　だがまだ破壊はされない。破城槌は一いつ旦たん後ろに引く。

　また太鼓の合図。最前よりも大きな力で門に打ちつけられた。軋みと、木材の割れる音。

　門の向こう側からはなにかが積まれる音がしてくる。少しでも厚みを持たせようと石や木材を積み上げているのだろう。城壁の上からはしきりと矢が飛んでくるが、屋根のせいで影響はほとんどない。

「梯子も出せ。同時に攻撃して慌あわてさせるのだ」

　ヴィントレーアの命令で、長い梯子を抱えた兵が走る。城門の左右にかけて登ろうとする。

　グーゼルホーフ軍の一斉攻撃に、フィンメルハウゼン軍の反撃は鈍にぶりつつあった。まだ兵は充分あるようだが、門が破れたら意味はなくなる。なにしろ兵力はグーゼルホーフ軍が圧倒しているのだから。

「お見事です。陥落まであと少しですかな」

　テルヒムが言う。先ほどの狼ろう狽ばいはどこかに捨ててきたらしく、笑みが顔に貼はりついていた。

「まだ勝ったわけではない」

　無表情にヴィントレーアは返事をする。テルヒムは「いやいや」と手を振っていた。

「勝利は目前です。じきに城門は破壊されて白磁宮殿はヴィントレーア様のものとなりましょう。代王から正式な王となるのです」

「そして宰相はお前か」

「ヴィントレーア様のために命すら捧ささげる所存です」

　いかにも慣れた口調で世辞を述べている。

「分かった分かった」

　うるさくなってきたヴィントレーアが、「どこかに行っていろ」と言おうとしたその時。

　城壁から火の点いたものが落とされた。

　小枝を束ねたもので、焚たきつけに使用するものに近い。だが生木であり、なにか塗ぬってあるのか、黒々とした煙けむりを吹いていた。

　兵士たちがざわめく。木の束は大量に投げられてきて、あっという間に視界が塞ふさがれていったのだ。

「騒ぐな！　落ち着いて火を消せばいい」

　ヴィントレーアが命令を下す。次の瞬間。

　左右から喚かん声せいが上がった。

　グーゼルホーフ軍の雄お叫たけびではない。まるで地の中から湧わいたかのようだ。喚声は黒煙に紛まぎれ、左右から迫ってきている。同時に剣けん戟げきの音もこだまし、そこに悲鳴が重なっていく。

　ヴィントレーアは煙の切れ目に、一瞬だけ姿を確認した。ルドニア三世から拝した剣を振りかざし、兵を鼓こ舞ぶしているのは間違いなくあの妹。

「ナリアめ、打って出たか！」

　フィンメルハウゼン軍が攻撃に転じたのである。城壁の内側から伸びている地下道を利用して外に出て、さらに黒煙で視界を塞ぐ。城壁上からの攻撃などは、奇襲効果を生むための陽動にすぎなかったのだ。

　不意打ちと両側からの圧力で、城に取りつこうとしていたグーゼルホーフ兵が動どう揺ようする。一部は持ち場を離れて下がり出した。

　隣にいたテルヒムがまた騒ぎ出した。

「そっ、それがしとヴィントレーア様をお守りするのだ！　戻ってこい！」

「私などあとでいい！　破城槌を守れ！　ナリアの狙ねらいはあれだ！」

　彼女の見立ては正しい。ナリアの部隊はヴィントレーアの本陣に目もくれず、破城槌に向かっていたのだ。

　行きがけの駄賃とばかりに梯子の兵たちを斬り、さらに破城槌に取りつく。完全な奇襲となったため、グーゼルホーフの兵士は有効な反撃ができない。

　破城槌の内側に火が投げ込まれた。外は防備されていても、中にあるのはそもそも丸太だ。油と火口の炭によって、火が点けられる。

　丸太が燃え上がった。炎は瞬く間に破城槌の屋根にまで達し、操作していた兵は転がるように逃げていく。

　城壁上からフィンメルハウゼン兵の歓声が上がる。そこにナリアの声が混じった。

「長居は無用だ！　引き上げ！」

　城門が半開きになった。フィンメルハウゼンの部隊は滑り込みながら撤退していく。

　一番最後がナリアだった。城門は再び閉ざされ、内側に石が積まれていく。

　ヴィントレーアは唇くちびるを嚙かんだ。確実と思えた勝利が遠ざかったのである。貴重な破城槌は文字通り焼失し、梯子の攻撃も失敗。せめて火が城門に燃え移らないかと見ていたが、それもなかった。

「他の破城槌を持ってこい！」

　すぐに部下から返答がある。

「あの一基だけです。他はいまだ当地に行軍途中でして」

「くっ……」

　ヴィントレーアはうめいた。

　急速に進撃してきたため、大掛かりな兵器はほとんど後方にある。急いで運ばせてはいるが、到着までまだ時間がかかった。

「……兵を下がらせろ！」

　彼女は号令した。

「矢の届かない範囲まで後退。今は包囲に留めておく」

　こうしてヴィントレーア指揮下のグーゼルホーフ軍と、ナリア指揮下のフィンメルハウゼン軍の初回戦闘は、後者の勝利に終わった。




「よくやった」

　ナリアは部下に言うと、大きく息を吐いた。

「これから暗くなる。侵入者に注意して警戒。篝かがり火びは絶やすな。あとは交代で休息を」

　そう告げると、ナリアは白はく磁じ宮きゆう殿でんに戻ろうとした。兄に報告しなければならなかったからだ。

　だが宮殿まで戻る必要はなかった。アルメインは城壁のすぐ背後まで出向いていた。

「見事だった、ナリア」

　彼は心底感嘆していた。

「きちんと訓練された軍人は違うな」

「他に能もありませんので」

　いい機会なので、彼女は状況の説明と要望をした。

「損害をかなり与えましたが、あれくらいの損失はすぐに埋うめてしまうでしょう。市民が放棄した家屋に寝泊まりできますから、疲労の回復も早いと思われます。やはり我が方に援軍が必要です」

「スインを急せかすしかないな」

　アルメインは呟つぶやく。

「守る場所を小さくするのはいい案だと思ったんだが、ちょっと裏目に出たか」

「長期間の籠ろう城じようは考慮しなければなりませんが、あくまで負けないための手段です。勝利するにはどこかで決戦をする必要があります」

「カリーンに会談の用意を急がせる。ナリアは休んでくれ」

「恐縮です、兄上」

　ナリアはゆっくりと礼をした。

　激げき励れいを終えたアルメインは去っていったが、彼女は休んでいなかった。軍を率いる長として、やることはいくらでもあった。

　補給品の手配と負傷者の後送を手配する。負傷者を一時収容する場所としてはテーアドーラ大聖堂の近辺が開放されていた。双そう聖せい教きようの関係者も動員されており、前回の事件以来精彩を欠くコットロー聖せい主しゆは、言われるまま従っていた。

　一通り終わった後、ナリアは部下に訊きいた。

「レーナウ城の様子はどうか？」

「戦闘前に放棄し、囚人たちは移送を完了しております。現在はグーゼルホーフ軍の負傷者が運び込まれている模様ですが」

「そうか。なるべく動きを見張るように」

　部下は首を傾かしげていた。

「あまり意味がないのでは？　何度も同じ命令をくだされていますが、変わったことはなにも……」

　その部下は、ナリアの浴びせる視線に気づき、慌てて口をつぐむと持ち場へ戻っていった。

　囚人の移送もナリア自身が指揮を執とった。病人も含めて全て移動させたのだが、その中に誰だれかがいなかったのである。

　実はそれが誰のことか、彼女自身にも分からない。分からないが、いないことだけは理解できた。何な故ぜか気になり、引っかかったままだったので、遠方からではあったが部下に監視させているのだ。

（放置したままが一番まずい……どうしてなのか、自分でも理解できないが……）

　気にする必要はないと言い聞かせても、すぐに思い出してしまう。せめて防衛戦に支障が出ないよう、指揮に没頭するしかなかった。

（どこに行ったのだ……）

　ナリアは城壁側にしつらえた天てん幕まくの中で、ひたすらうろうろしていた。
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　矢が乱れ飛び、ときには石も落とされる。朝からはじまる城壁と城門を巡る戦いは、昼間に勢いを増し、夜になると収束する。そして翌日、また同じことが繰り返される。

　ヴィントレーア軍による攻撃は何日も続いた。ナリアもやはり何日も応戦し、戦いは一種の膠こう着ちやく状態となっていた。

　まだ城門も城壁も破られていない。そのためフィンメルハウゼン有利で推移している。だがそれが今後とも続くとは限らない。ときに兵力不足はどこかで響いてくるはずなので、外部からの救援は不可欠であった。

　援軍を出してくれるはずの相手は言わずもがな、ベールランド連合王国内バリストン王国のスインである。

　フィンメルハウゼン王国とベールランド連合王国の間が外交的な連絡を取りたい場合は、伝書使クーリエの文書によっておこなわれるのが通例だ。大概は当該国の大使が窓口となって応対する。

　だが正式な手順を踏んでいては時間がかかる、あるいは非常時の場合には、非合法な連絡手段が取られることも多い。特に今のように、戦争状態にある場合には。

　そのような場合はカリーンが張り巡らせた諜ちよう報ほう網もうを利用する。メイドが魔ま導どうを使い、ほぼ時間差なしで情報を伝達するため、相手方の反応がすぐに届けられる。正式な連絡ではないが、対応策が立てやすい。もちろん非合法なので、諜報網のことも魔導のことも、厳密に伏せられているのであるが。

　その日の朝、カリーンの元に届けられた書き付けも、メイドからのものであった。内容はベールランド、特にスイン最新情報である。

　カリーンは目を通してすぐ、アルメインに届けた。起きたばかりの彼はそれを見て、渋い表情を作った。

「援軍の動きは見られずか……。スインのやつ、文書ではうまいことを言っていたが」

　包囲される直前に送られてきた外交文書では、グーゼルホーフを非難するとの文もん言ごんと、援軍を考えているとの言葉が記されていたのである。

「部下によると、バリストン軍をいつでも行軍できる状態にはしているようです」

「俺おれから条件を引き出そうってつもりなんだろうな」

「そろそろベールランド大使から話があるかもしれません」

　リューブルグは包囲下にあるが、戦争当事者ではないベールランド連合王国の大使と伝書使クーリエは自由に行き来ができた。グーゼルホーフ帝国もそれくらいの外交配慮はする。

「あっても、なんだかんだで会談を引き延ばそうとするんじゃないのか。こっちがもう少し苦しくなるのを待ってもおかしくない」

「直接お目にかかって会談をする方が、確実なのは間違いないかと思われます」

「その線で探ってくれ」

　その時、部屋の外からメイドが一人、小走りにやってくる。カリーンに耳打ちした。それから蠟ろう封ふうされた手紙を渡す。

　カリーンは自分では確認せず、アルメインに差し出した。

「ベールランドの大使から書状です」

　アルメインは受け取り、すぐに開封する。ざっと目を通している。

「スインが会談に応じると言っている。が、すぐにじゃなくて用意に時間がかかるらしい。まだ引き延ばすつもりだ」

「部下の話によると、ベールランドの大使は家族共々リューブルグから退去するつもりです。戦闘の激化で危険を感じたためというのが理由ですが」

「これ以上交渉するつもりがないんだろうな」

「はい。確定ではありませんが、グーゼルホーフと連絡を取っているとの情報も寄せられています」

「スインに会いたかったら、こっちから押しかけないと駄だ目めか」

　彼は首を振った。現在リューブルグは包囲下にある。外に出たい場合は、工夫を凝らすしかない。

「カリーン、ベールランドの大使を捕まえて、スインとの会談日程を確約させろ。うんと言うまでここから出すな」

「すぐに」

　彼女は部屋から出る。それから部下に「なにか理由をつけてベールランド大使の馬車を止めろ。でっち上げても構わない」と命令をくだす。

　そして朝食の支し度たくへと厨ちゆう房ぼうへ向かった。カリーンはメイドの本分にも手を抜いたことはない。それは包囲下でも変わらないのであった。




　朝食が終わると、カリーンは一度食堂から姿を消す。図書室で仕事をするアルメインのために、用意をしなければならないのだ。

　図書室内部は乱雑になっているが、一気に片付けるとどこになにがあるのか分からなくなって、アルメインはいい顔をしない。不快にならないよう徐々に整理するのも、また彼女の役目であった。

「ふう……」

　図書室に入ったカリーンは、壁に寄りかかって眉み間けんを押さえた。何度も遠方の部下と連絡を取っているため、疲労が蓄積しつつある。特に念話の発信は、長時間、複数回にわたるとあっという間に消しよう耗もうするのだ。かつて「氏族の誰よりも優すぐれた魔導師」と呼ばれた彼女だが、このところの魔導はさすがにきついものとなっていた。

　不意に、その脳内に声がした。

　無視しようとしたが、何度も何度も呼びかけてくる。聞くしかなかった。

（……辛つらそうだな、カリーン）

　メイドは顔を上げる。人の姿はない。声が空中から響いていた。

　カリーンは他に人がいないことをきちんと確認してから、小声で呟く。

「念話か……マイレーン、なんの用だ」

（なあに、お前が苦労していると思ってね。友達想いだろう？）

「寝言は寝ているときにだけ言うものだ。グーゼルホーフの宮殿にいるはずの女が、なにをしている」

（皇女様はお休みになっている。そろそろ決着をつけるべきではないか？）

「戦闘ならいずれフィンメルハウゼンが勝利する。残念だったな」

（それは困るな。グーゼルホーフの勝利で終わった方が都合がいいことは説明した。さっさと負けろ）

「私の忠誠心はどうなる」

（捨ててしまえばいい。こうやってぐずぐずしていると、ベールランドが全てを攫さらっていくかもしれんぞ）

「スイン王はアルメイン様の味方だ」

（その味方が、どうにも乗り気ではないようだな）

　カリーンはわずかに顔をしかめる。なにかと理由をつけてスインがバリストン王国の兵を寄よ越こさないことが、マイレーンにまで知られている。ひょっとするとこの情報は、グーゼルホーフ宮殿内部にも伝わっているかもしれない。

「なんだろうとベールランドに漁夫の利はあり得ない」

（言い切れるか？　スインよりも、あそこにはシャルナーンがいるぞ）

「…………」

　カリーンは一瞬無言になった。

「なにが言いたい」

（だから早めに戦闘を終わらせるのだ。今はグーゼルホーフが攻め入っている。勝たせろ）

「どうやって」

（アルメインを殺せばいい）

　その言葉に、カリーンの顔色が変わる。瞬時に険けわしい表情となった。

「貴様……！　よりによって……！」

（残念ながら今の私には、お前がどんな顔をしているのかが見えない。まあ、あまり楽しそうではないのだろうな）

「その口を縫ぬいつけてやるぞ……！」

（私はグーゼルホーフにいるのだぞ？　まあいい、殺したくなければせめて負けさせろ。なあに簡単だ、援軍が来ないようにすればいいのだ）

「そんなことをして……」

（聞け。スインとの交渉に赴いても、上う手まくいかないようにすれば済む。そうすればリューブルグはすくに陥落する。あとはアルメインと好きなようにすればいい）

　言葉に意外な提案が含まれていた。カリーンはつい問い返す。

「なに？」

（どこか遠くに行って、アルメインと自由に暮らせ。私はお前を追わないし、シャルナーンにも知られないようにすれば済むことだ。二人きりで生活すればいい）

「私が、アルメイン様と二人で……」












（悪くないだろう？）

　カリーンは黙り込んだ。

　彼女は自分の感情を他人に見せない。無論笑うことも悲しむこともあるが、それはあくまでその瞬間のもので、心の奥底にある気持ちは隠したままだ。これは部下のメイドにすら明かさない。

　だが氏族の、自分と同じくらいの実力者には気づかれてしまう。彼女たちの魔導はそういうものだからだ。

　今はマイレーンに、悟さとられてしまっている。

（お前の心を読むことなど容易たやすいものよ。以前より望んでいた生活が手に入るぞ。我らが氏族の長い歴史の中でも最高の魔導師と呼ばれた女、カリーン。だがお前は栄誉よりも、ただひたすら平穏な暮らしを望んでいた。それがすぐそこにあるのだ）

「フィンメルハウゼンに弓を引けと……！」

（歴代の王に仕えていたのは、国家への忠誠からではあるまい）

　カリーンは無言になる。その目はただ、誰もいない空間を見つめていた。

　やがて。

「……もう話しかけるな」

（承しよう諾だくしたと受け取っていいな）

「教える必要を認めない」

（忘れるな。お前のためでもある）

　マイレーンの声は小さくなり、すぐに消えていった。

　カリーンはしばらくその場に佇たたずんでいた。直前までの言葉が、耳の奥で反響していた。

　身体からだの前で手を組み、幾いく度どか擦こすり合あわせる。無意識のうちにおこなっている行為であり、心の動きを表すものだった。

（何故、私は、こんな……）

　突然図書室の扉とびらが開く。やってきたのはアルメインだった。

　彼は中央に立ったままのカリーンを見て、戸と惑まどっていた。

「あー……中に入っていいか？」

「アルメイン様の部屋です。どうしてわたくしに遠慮する必要がありましょう」

「まあそうなんだが……君、どうかしたのか？」

「心外なお言葉です。わたくしは常日頃からアルメイン様の重荷にならないよう、健康には気を遣つかっております」

「そ、そうか、悪かった」

　彼は「調子が狂う」と呟きながら部屋に入り、椅い子すに腰かけた。

　じっとカリーンを見つめている。普段なら気にならない仕草であったが、今の彼女はつい質問してしまう。

「わたくしに、なにか？」

「もし疲れているのなら休んで構わないぞ」

「メイドには過か剰じようなお心遣いです」

「その……なにか悩みがあったら、俺に打ち明けてくれてもいい」

　カリーンは意外そうに彼を見る。

「それは……」

「いや、もしかしたら、カリーンには相談をする相手がいないんじゃないかと思ったんだ。だったら俺に言ってくれてもいい」

「……ありがとうございます」

　彼女は心から礼を述べた。

「ですが、わたくしはただのメイドです。そのようなことをしてしまえば、けじめがつかなくなります」

「気にすることないだろ」

「それに、そんなことが知られたら、ナリア様はわたくしに斬きりかかるかもしれませんから」

　アルメインは驚いた表情になった。

「あいつそんなことするか？」

「常日頃から冷静なお方ですが、アルメイン様のこととなると時々我を忘れておしまいになるのです」

「注意しておくよ」

　その台詞せりふを聞いたカリーンは急いで制止した。

「いえ、そのようなことはなさらないようお願いします」

「どうして」

「ナリア様のお気持ちも分かるからです」

「君、斬られるんじゃないのか？」

「はい。わたくしはアルメイン様のお気持ちを嬉うれしく思います。それだけで充分ですので」

　彼女はアルメインに気づかれぬよう、そっと息を吐いた。
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　グーゼルホーフ軍を幾度も撃退している事実は、立たて籠こもっている市民に大きな勇気と希望を与えていた。

　人々は安あん堵どと共に、自らの選択の正しさに浮き立つ。まだ戦いは終わってはいないが、士気は低下することなく、むしろ高まっていた。

　その知らせはもちろん白磁宮殿にも届いた。

「さすがはナリア姉様ね」

　メーニカは言葉と裏腹に、つまらなさそうにしていた。

　彼女は宮殿の自室でくつろいでいた。リューブルグは包囲戦の真っ最中だが、生活様式を変えるつもりは一切ない。悠然と茶の時間を楽しんでいた。

　もっとも、サリューンの報告そのものはメーニカにとって、愉ゆ快かいなものではなかった。

「ヴィントレーア姉様の圧勝かと思っていたのに、互角に戦っているわ。これじゃどれだけ長引くのか分かったものじゃない」

「市内には大量の食糧が蓄積されています。敵の兵力が増えない限り、まだ持ちこたえられるでしょう」

　サリューンの報告にも、彼女はむすっとしたままだ。

「ナリア姉様には、もっと別の頑張り方をしてもらいたいのに」

「では、例の件を」

「ええ、やって。せっかく面おも白しろいことを教えてくれたんだから、有効に使わなくちゃ」

　メーニカはそういうと、紅茶の二杯目を求めた。




　夜になるとグーゼルホーフ軍の攻撃は一段落する。疲労しきった兵は食事を終えるとそれぞれ寝床に潜もぐる。それはフィンメルハウゼン軍も同じことで、明日に備えながらも身体を休めていた。

　だがその日の夜は違った。

　リューブルグ市内を流れるルント川。今は暗く波もほとんど立っていない。そこを小舟が、ゆっくりと進んでいた。

　小舟は白磁宮殿近くを発たち、旧城壁のさらに向こう側、グーゼルホーフ軍陣地へ向かっていた。当然川には移動不可能なように柵が設けられており、見張りもいる。だが水面すれすれまで吃きつ水すいを下げた小舟は、止まらず流れに任せている。

　舟の中から人間の腕が伸びた。手首を素早く動かす。短刀が飛び、見張りの喉のどに命中。川岸の見張り兵は音もなく崩れ落ちた。

　岸に舟がつけられる。二人乗っていた。そこから一人の女性が上陸する。

　メイド服だがカリーンの部下ではない。サリューンであった。

　サリューンは身体を低くしてから、一気に跳ちよう躍やくして屋根に乗る。そして音もなく屋根から屋根へと移動した。

　辻つじにはグーゼルホーフの見張りがいるが、彼女は発見されていない。今夜は雲が厚く、月の光も届いていなかった。

　あらかじめ狙いを付けていたところに降り立つ。そこはグーゼルホーフ兵が宿舎としている家であった。

　二階の窓から侵入する。兵たちはすっかり寝入っていた。

　サリューンは無言で短剣を抜く。喉元に押し当て、横に引いた。傷口から血が噴き出し、上半身を濡ぬらしながら絶命していく。

　彼女はこれを一人だけではなく、全員におこなった。終わるとまた移動し、別の家でも同様に殺害する。いくつもの家屋が血ち塗まみれになった。

　頃合いを見てサリューンは小舟の所まで引き返す。そして舟に座ったままだった人物を抱きかかえた。

　彼女は再び跳躍。今度は兵を殺さず、真まっ直すぐに目的地へと向かって行った。

　次にサリューンが降り立ったのは、ひときわ大きな屋敷の屋根の上であった。

　ここはそもそもヴィントレーアが別宅として所有していたものである。投獄されてからは無人になり、埃ほこりが積もるがままにされていた。

　しかし今は、グーゼルホーフの将となったヴィントレーアが再び使用していた。他の誰にも触らせず、自分が許可した人間しか入らせていない。サリューンはそこに侵入した。

　窓をそっと開けると爪先立ちで邸てい内ないを歩く。音がしなければ空気も動かない。

　目的の部屋まで来ると、躊ちゆう躇ちよせずに開けた。

　中には寝台ベツドが一つ。就寝しているのはヴィントレーアだった。眼帯を外し、静かな寝息を立てている。

　サリューンは部屋の隅すみから椅子を持ってきた。そして接近する。

　ふいに、ヴィントレーアの片目が開く。

「……ふん。私の命を狙ってきたか。搦からめ手てで来るとはな。狙いはいいが落ちたものよ」

　ヴィントレーアは身体を起こす。立てかけてあった剣を取った。

「アルメインの部下か？　どうやってここまで来たか、じっくりと聞かせてもらうぞ」

　彼女は寝台ベツドから下りた。剣先を突きつけようとして、止まる。

　そこにいるのはサリューンではない。サリューンが連れてきた人物がいたのだ。

　椅子に座っている。顔は青白く唇には生気がない。髪もつややかさを失っていて、糸くずのようになっていた。

　だがその瞳ひとみだけは爛らん々らんと輝いている。

　ヴィントレーアはその姿を確認し、驚きよう倒とうのあまり剣を落とした。

「ヒ……ヒルトルート……!?」

　椅子に座っているのはヒルトルートだったのだ。

「死んだはず……いや、遺い骸がいか……？　どうしてここに……」

　もちろんヒルトルートは死んでおり、葬そう儀ぎには多くの人間が参列している。ヴィントレーアも例外ではない。そして遺体は王室所有の地下墓地へ葬ほうむられた。

　ヴィントレーアは知らない。地下墓地からヒルトルートの遺体が失われていることを。そしてそれを、メーニカが隠していたことを。

　彼女は信じられないものを見ている目つきをしていた。

「まさか……生きて……いや……」

　そう思うのも無理はない。ヒルトルートの遺骸は、目だけが輝いているのだ。

「どこかでこれを……。私が……レーナウ城で……なんで……」

（ヴィントレーア……）

　隻眼の女性の身体がぴくりと震える。実際にヒルトルートは声を発していない。だが声をかけられたと思い込んでいる。

（私を見るのです。ヴィントレーア……）

　言われるまでもない。すでにヴィントレーアの隻眼は、魅入られたようになっていた。

（あなたは私になるのです……）

「な……な……」

（貴女あなたは私です。ヴィントレーア……）

「馬鹿、な……」

　ヴィントレーアは息を詰まらせた。

「死人にはなれない……。私は姉ではない、フィンメルハウゼンの王となるべき女、ヴィントレーアだ……」

（いいえ、あなたならなれます……私のために戦うのです……アルメインと、戦うのです……）

「なんで……。ヒルトルート、あなたは……確かアルメインのことを……」

（それがアルメインのためになるからです……もっと戦いなさい……。さらなる血を……さらなる破壊を……さらなる死を……）

「違う……！　私はそんなことで王になるのでは……！」

（いいえ、もうなっています……）

　生命をうしなったはずのヒルトルート。だがその視線はヴィントレーアを貫く。

（祖国に弓を引き、故郷に攻め入る……でもそれは当たり前……私がそうさせたから……）

「なっ、なにを……！」

（まだ足りません……もっと……あなたには……！）

　遺骸から膨ふくれあがる恐怖の波動。突風が室内を駆け抜ける感覚。そして張り詰める空気。

「あ……」

　ヴィントレーアは、その場に崩れ落ちた。

　意識を失い、寝台ベツドに寄りかかる。その間、一度も声を発さなかった。

　それまで身じろぎしなかったサリューンが動き出す。彼女はヒルトルートの遺骸を抱える。そして来たときと同じように、音もなく消えていった。
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　次の日の白磁宮殿。

　アルメインはカリーンによって起こされた。メイドは一つの知らせを携たずさえていた。

「スイン王との会談は可能です。いつでもいいと言っているそうです」

「そりゃよかったが……あの大使は納得したのか？」

「暗殺者が大使を狙っていると伝えて馬車を止めさせ、無理に約束させました。今ごろ大使の伝書使クーリエが大急ぎで本国に向かっているでしょう」

「あとは包囲を抜け出さなきゃならんな。どれだけ苦労することやら」

　アルメインは毒づいた。リューブルグの周囲はヴィントレーアの軍が包囲している。今は強襲こそしてこないが、脱出するものがないか目を光らせていた。代王のアルメインのことは特に注意しているだろう。

「スインめ、有利な材料を得るためにはなんだってする気だな」

「アルメイン様、密ひそかにリューブルグからベールランドに向かう方法はございます」

　彼は思わずカリーンに聞き返す。

「なんだって？」

「魔導によって、ヴィントレーア様に悟られずにおこないます」

「前にいくら魔導でも空は飛べないとか言っていなかったか」

「はい。ですから他の方法を採ります。ただこれはわたくしにとっても難事です。往復がせいぜいですし、失敗する可能性もあります」

「失敗の確率は？」

「六と四。成功が六です」

「おっかないな」

「間違えました。成功が四です」

「……どっちにせよ、それしか方法がないんだろ。なら、賭かけよう」

　彼は決断した。フィンメルハウゼンの命運はスインからの援軍にかかっていた。ならばできることはなんだろうと試すしかなかった。

「遺言は残した方がいいか？　あとナリアに出てくると伝えておくか」

「遺言は不要です。失敗してしまったら……気にする必要もなくなりますから」

　アルメインは了承した。カリーンはさらに言う。

「一つお願いがあります。首尾よく会談となっても、スイン王はアルメイン様に難題を持ちかけるかもしれません」

「ここまでじらしてきたんだ。あり得るな」

「その駆け引きもわたくしにお任せください」

　アルメインは驚いた。今までカリーンは助言したことはあっても、交渉当事者を買って出たことはなかったからだ。

　メイドの身分で全権大使となるのは不可能だが、その場にアルメインがいればなんとかなる。彼女はその許可が欲しいと言っていた。

「できるのか？」

「はい。方法をお教えすることはできませんが」

　いつもと同じ口調だったが、言葉の裏に自信が垣かい間ま見みえる。

「いいだろう。責任は俺が取る」

「ありがとうございます」

　カリーンは謝意を述べる。

「ではナリア様を呼んで参ります」

　ナリアはたまたま白磁宮殿にいた。基本的に城壁で指揮を執っているのだが、休息や必要な用件がある場合は、宮殿にいる。

「御用はなんでしょう。援軍のことなら嬉しいのですが」

「半分当たりだ。これからスインと会談をする」

　ナリアは怪け訝げんな表情になった。

「リューブルグは包囲下にありますが……」

「なんとかなるらしい」

　アルメインの言葉に、カリーンが小さく頷うなずいていた。

「ナリア、俺が交渉をまとめて援軍を連れてくるまでに、なんとしてもリューブルグを守り通してくれ。できるか」

「やります」

　ナリアはそう言い切る。アルメインは少しほっとした。

「万が一、俺の身になにかあったら、後継者はナリアだ。そのことを……」

　途端に彼女の顔色が変わる。「なんとしても守れ」という命令はすぐに承知したナリアだったが、その言葉に詰め寄ってきた。

「兄上！　なにをおっしゃるのです！　命まで賭けるおつもりですか!?」

「もしかしたらスインが俺を帰さないかもしれないから……」

「私はリューブルグの防衛を任されていますが、そもそも兄上を守る騎士です。もし兄上になにかあったら、自ら命を絶つよりほかなくなります！」

　血相を変えた妹に、アルメインは慌てた。

「おい。そうしたらフィンメルハウゼンに後継者がいなくなっちまう。ヴィントレーア姉さんの正当性が増すじゃないか！」

「兄上がいなくなるよりよほどましです！」

　ナリアはアルメインの直前まで詰め寄っていた。

「どうか約束してください。兄上自らの身に危険はないと。そうであれば、私もリューブルグを守り切ってみせます」

「……分かった」

　彼は妹の迫力に押されながら答えた。

「俺に危険はない。必ず帰ってくる。約束する」

「……ありがとうございます」

　ナリアは大おお仰ぎように胸を撫なで下おろしていた。

　彼女は「指揮に戻ります」と言い残し、部屋から出て行った。アルメインはほっとする。

「驚いたぞ……」

「予想通りでもあります」

「死ぬ確率の方が高いって教えたら、どんなことになったんだ」

「わたくしは生きてはいないでしょう」

「それはそれで困る。スインのとこに行けなくなるんだからな」

　アルメインは数回瞬まばたきして、緊張感を高めた。ナリアにはああ言ったが、危険が減ったわけではない。それでもベールランドに向かい、話をまとめなければならないのだ。

「よし、どうやってここから抜け出す？」

「わたくしを抱いてください」

「……なんだって？」

　ぎょっとするアルメイン。すぐにメイドは訂てい正せいした。

「失礼いたしました。抱きしめてください」

「あまり変わらないぞ」

「わたくしなら不快感は感じられないはずです」

「そりゃそうだが……」

　若い女性に恐怖を感じるアルメインだが、カリーンは例外だ。触れても恐ろしさに支配されることはない。

　彼はしばらく渋ったものの、何度も急せかされ、仕方なくメイド服の袖そでを摑つかんだ。

「そうではありません。きちんと抱きしめていただかないと」

　言われたので、ゆっくりと背に両手を回す。カリーンも同じようにしたため、二人は抱き合う恰かつ好こうになった。

「……これでいいいのか？」

「はい。目をつむってください」

　言われたとおりにする。突然、足下が消失した。

　いきなり床が抜けたとは思えなかったが、そうとしか考えられなかった。空中に放り出された感覚がある。そして全身が軽く痺しびれ、寒気も感じる。

　二、三回、空気が振動した。

「目を開けてください」

　言われたとおりにするアルメイン。薄く開けた目を、思わず見開いた。

　緑の草地が広がっている。左手には森林、右手遠くには山脈、足元には街道が延びている。その先には城があった。

　白磁宮殿内にいたはずなのに、外に出ていた。しかもここはフィンメルハウゼン国内ではない。アルメインにはその確信があった。

　なぜなら城には見覚えがあるからだ。かつて大陸中を放浪したときに通過したことがある。あれは確かバリストン城。すなわちここは、ベールランド連合王国内のバリストン王国なのだ。

「移動したのか……？　一瞬で」

「はい。そういう魔導です。二人分移動させるには、ああやって抱き合わなければなりませんでした」

　答えるカリーンの額には汗がいくつも浮かんでいる。

「少し疲れました」

「休むか？」

「いいえ、行きましょう」

　二人は城に向かって歩いていく。

　カリーンは歩きながら、時々アルメインの服を摑んでいた。たまにだが足元もふらつかせている。相当な疲労が見て取れた。

「疲れたなら俺の腕に摑まるといい」

「申し訳ございません。メイドの立場でありながら……こんな」

「いいさ。うまくいったら礼をしたい。欲しいものを考えておいてくれ」

　城の正門に到達。アルメインは衛兵に自らの名を名乗り、スインに面会を求めることを伝えた。

　衛兵はメイドを腕に絡ませたアルメインを見て、不思議そうな顔をしていた。

「代王だと？　騙かたりにしてはやりすぎだ。リューブルグは包囲されている。どうやってやってきたと言うのだ」

「スインには分かる」

　なおも衛兵は不審そうだったが、奥に引っ込んだ。

　しばらく待たされる。その間にカリーンは多少なりとも休めたらしく、腕から手を離していた。

　やがて従者を引き連れた少年がやってきた。

　彼こそがスイン。金髪の片目を覆おおった少年。ベールランド連合王国内バリストン王国国王。対外的にはアルメインの弟ということになっている。

「兄さん」

　彼は驚きよう愕がくの顔で石段を下りてくる。慌てて片手を伸ばした。

　アルメインは差し出された手を握る。

「押しかけてきてすまない。会談に応じてくれると聞いたんでね」

「それはいつでも……しかし早いですね。大使からはなにも聞いていませんが」

「あとでそっちの伝書使クーリエが到着するよ」

「リューブルグは包囲されているはずですよね。いつ脱出したんです？」

「ついさっきだ」

　スインは冗じよう談だんだと思ったのか、軽く笑っていた。アルメインは続けて言う。

「さっそく会談といきたい」

「ではこちらにどうぞ」

　アルメインは城内に通された。

　ベールランド連合王国の規定によって、王の居住場所となる城は、各王国とも同じ大きさにしなければならないと定められている。ただ外観は自由なので、この城は乳白色の石材を多用している。見るものに柔やわらかな印象を与えていた。

　アルメインとカリーンは謁えつ見けん用の広間ではなく、スインの執務室に通された。メイド姿のカリーンは止められそうになったがスインが許可した。

「謁見の間は周囲に人目もありますから。ここの方がいいでしょう」

　スインがそう説明する。

「以前はここで、ヘルネーアと将来のことを語り合ったものですよ。彼女は何度も兄さんのことを話していた」

「……本題に入らないか？」

「ええ」

　スインは豪ごう奢しやな椅子に腰かける。

「リューブルグはグーゼルホーフ軍の攻撃によく耐えています。この冬くらいは越せるでしょう」

「万が一グーゼルホーフ本国から援軍が来たらまずい。それに指揮しているのはヴィントレーア姉さんだ。出来るだけ早く解囲したい」

「そのための兵を僕に出して欲しいんですよね」

「頼む」

　アルメインは言った。スインは頰ほおに指を当てている。

「出すのはやぶさかではありません。どのみち兄さんとは秘密の協定を結んでいますから」

　前回の事件の際、アルメインはスインの出自に目をつむる代わりにフィンメルハウゼンに有利な協定を結んだ。少年の台詞はそのことをさしている。

「ですが、事態は深刻でしょう。僕の兵がなければどうなるか不明だ。だって相手はヴィントレーアなんですから」

　アルメインは片目を細める。

「俺の願いは聞かないってことか？」

「まさか。僕と兄さんは一心同体です。手助けします。でも兵を動かすのには金がかかるし、消耗したら補充もしなければなりません。それもバリストンの国庫を圧迫する。もう少しこう、僕にとっての利益が必要だと思いませんか」

「協定がある」

「それはそうです。だから出さないとは言っていません。いわば僕からのお願いです」

「ここに来て取り引きか」

　スインの椅子が軋んだ。

「そんな大層なものではありません。ですが、ここで兵がいないとリューブルグは陥落し、兄さんたちの命がどうなるかも分からなくなります」

「……望みは？」

　少年はにこりとする。

「僕を兄さんから解放してください。今後僕とバリストン王国は、フィンメルハウゼンの指図を受けません」

「なんだと!?」

「もちろん僕がベールランドの国王になってもフィンメルハウゼンとの外交は続きます。でも従うことはありません」

「なにを……」

「言ったとおりです。簡単でしょう」

　スインはにこやかな表情だが対照的に、アルメインは渋いどころではない。

「俺は君が帰国してから、行動を制限したりしなかったぞ」

「どれだけ自由でも、しょせんは籠かごの鳥ですから。自力で飛びたいと願うのが普通です」

「俺が君の出自を明かすことになる。バリストンの国王である資格がないと知られたら、どうなると思う」

「僕の正体が明かされてどうなるか、兄さんたちが知ることはないですよ」

　スインは言外に「その前にヴィントレーアの手で殺されているはずだ」と告げていた。

（くそっ……やるじゃねえか）

　アルメインは心の中で眼前の少年を罵ののしった。協定があるにも拘かかわらず、取り引きを持ちかけてきたのである。ここまで引き延ばしたのも、なるべく事態が進行して深刻になることを狙っていたに違いない。

　自らの甘さに舌打ちしそうになる。なにしろスインは以前に、フィンメルハウゼンの王位継承権があるとすら偽いつわっていたのである。これくらいの駆け引きはすると想像してしかるべきであった。

　少年は表情を変えないまま口をつぐんでいる。他の取り引きは一切しないとの印でもあった。

　アルメインは頭を回転させる。このまま席を蹴けって立ち去るか、スインの要求を呑のむか。

　一瞬だけカリーンに視線を向ける。メイドはなにも言わない。自分に任せて欲しいと言ったはずだが、なにやら迷っているようにも見える。彼はしばらく待ったが、押し黙ったままだった。

　どっちにせよ、アルメインにとって不利になることには変わりない。だがフィンメルハウゼン王国のことを考えると、選ぶのは一つしかない。

「どうします？」

　スインが問いかける。アルメインは渋々答えようとした。

「しばらく」

　耳元に囁ささやきかける声。カリーンだった。

「どうかわたくしに発言の機会を。身分の違いは承知しておりますが」

「……よし」

　アルメインは承諾を与える。

　カリーンは彼の斜め後ろに立ったまま、スインと向き合った。

「スイン国王、新たな提案がございます」

　スインはいきなりメイドが話し出したことに驚いたが、返事をした。

「僕はこれ以上の駆け引きは望みませんよ」

「こういうことです。スイン国王は直ただちにリューブルグに救援の兵を出していただきます。協定も変更されません。つまり、元のままです」

「話にならない」

「その代わり、今すぐベールランド連合王国の国王にして差し上げましょう」

　スインはメイドの言葉に戸惑った。突飛すぎると表情が語っていた。

「……馬ば鹿かなことを言わないでください。マックリーニ五世王は身体頑強で健康です。いつ地位を失うというのです」

「今すぐに、です」

　カリーンは同じ台詞を繰り返す。

「スイン王がわたくしの提案を呑んでいただければ、即座に連合王国の王となるでしょう。それともいつまでもバリストン王の地位に留まり、いつ座れるか分からない玉ぎよく座ざを眺めているか、どうなさいます？」

　先ほどまでと違い、今度はスインが頭を悩ます番となった。

　少年の思考が、アルメインには手に取るように分かった。こちらも同じように思案していたのだ。だがアルメインに突きつけられた脅きよう迫はくに近いものとは違い、カリーンのものは非常に魅力的である。

　連合王国の王となる機会が早く訪れるかもしれない。スインの眼球がせわしなく動く。

「……いいでしょう」

　少年は返事をした。

「要求を受け入れます。ただし、直ちに僕が連合王国の玉座につくことが条件です」

「かしこまりました」

　カリーンは礼をする。そして、ほんの少しだけ視線を宙にさまよわせた。

　いくらもしないうちに、息せき切った男性が室内に飛び込んできた。

「し、失礼します！　お話し中は承知しておりますが、どうしてもお知らせしないと……マックリーニ五世王が崩ほう御ぎよされました！」

「えっ!?」












　スインは驚いて使者の役人を見て、それからメイドを見つめた。

　それはアルメインも同じこと。もっともカリーンは平然としている。

「崩御って……どうして!?」

「マックリーニ五世王はバリストン王国へ向かっていたのです。途中で落馬されたらしく、早馬だけが到着しました」

　男は早口に報告している。スインは喫きつ驚きようしながらも、対外的な発表の準備を命じた。

　役人が退出してから、彼は首を振った。

「まさか……」

「お望みのままにいたしました」

　カリーンは静かに告げる。

「どうかお約束を違たがえませんよう」

「……分かりました、兵を出します。兄さん、これでいいですか」

「もちろん」

　アルメインは答えた。

「ただ文書にしてもらう。反ほ古ごにされちゃたまらない」

「僕を信用してくださいよ」

「君が俺の立場なら、信用するか？」

　スインは苦笑すると、机の上の鳥毛筆ペンを取って紙に書きはじめた。

　それを見ながら、アルメインはカリーンに囁いた。

「いきなりスインの聞き分けがよくなったぞ」

「そのようです」

「なにをしたんだ？」

「どうかお聞きにならないでください」

　メイドの返答は、最初に訊いたときと同じものであった。




　文書によって援軍は完全に約束された。二人は書状を手にしてスインの部屋から外に出る。

　途端に、カリーンは崩れ落ちた。アルメインは慌てた。

「おおい、大丈夫か!?」

「……申し訳ありません……さすがに疲れました……」

　何度も深呼吸している。

「瞬間移動の術は……かなりの負担となるのです……」

　アルメインは慌てて脈を探った。首筋に指を当てて確かめる。弱々しいが、鼓動はしていた。

　両腕でカリーンの身体を抱える。

「スインに部屋を借りる。運んでいくから休むといい。医師も呼ぶ」

「いえ……まだやらなければならないことが……」

「カリーンに死なれたら、俺は今後一生後悔する羽は目めになる」

　アルメインは人を呼んだ。どこでもいいから部屋を貸してくれと告げると、カリーンを運んで廊下を駆けた。

　そこにメイドが数名駆け寄ってくる。彼女たちはバリストンの城にいるがベールランド出身者ではない。カリーンが送り込んだメイドであった。

　メイドたちは自分たちの長が倒れているのを見て青ざめ、次にその身体を抱えているのが代王と知ってぎょっとした。

「なにを見ている……！」

　カリーンが、息も絶え絶えに部下を叱しかった。

「アルメイン様の手を煩わずらわせるな。それでも私の部下か……！」

　急いで代わろうとするメイドに、アルメインは首を振った。

「俺が運ぶからいい。部屋に案内してくれ。もう用意されているはずだ」

　城の隅の、日当たりがあまりよくない場所に案内された。客人とはいえメイドなので、格の落ちる部屋しか用意されない。

　とはいえ寝台ベツドがあるだけありがたい。アルメインはカリーンを横たえた。

「とりあえず休むといい」

「……いえ、まだやるべきことがあります」

　カリーンは寝ながら部下のメイドに指示を飛ばす。さらに念話まで使った。

　そして息を吐く。

「グーゼルホーフの伝書と、偵てい察さつを妨害するよう命じました……。これで奇襲効果は最大になるはずです……」

「すまない」

「申し訳ありません、ほんの少しだけ身体を休めさせてください……」

「遠慮するな」

　アルメインの言葉を聞くと、カリーンは安心したように目を閉じた。

　彼はメイドに「起こすな」と命じてから外に出た。スインと共に軍の出発を監督するためであった。






















　グーゼルホーフ軍はアルメインがスインと会談していることを知らない。何日もひたすらに攻撃を続け、城壁を血で濡ぬらしていた。

　フィンメルハウゼン軍とナリアはこれらの攻撃によく耐えていた。それらの奮戦は、兵の死傷という形で、グーゼルホーフ軍に返っていく。

「損害が大きすぎます」

　グーゼルホーフ出身の将校がヴィントレーアに忠告した。

「このまま歩兵による攻撃だけでは消しよう耗もうが激しくなる一方です。損害は一万に届こうとしています」

「ふん。知った口を叩たたくな。つまらぬことを言っている暇があったら攻撃しろ」

　ヴィントレーアは乱暴な口調で追い払う。

　損害が増加していることは彼女自身も承知していた。だがまったく手を緩ゆるめる気にならないのだ。心の奥底から戦いの衝動が溢あふれてきて止まらなくなっている。

（まだだ……まだ足りない……）

　幸いなことに、昨日増援として到着した部隊の中に攻城用の兵器がある。これを使えばより効果的に城壁を破ることができるだろう。

（だが、ただ攻撃するだけではいかんのだ……）

　彼女は叫ぶ。

「テルヒムはどこか！」

「宰さい相しよう閣かつ下かはお屋敷にて休息されています」

「またか。休むことの好きな男だ」

「戦いの場面を見たくないようです。こちらに連れてくることは可能ですが」

「呼べ。これから休むことに悩まなくていいようにしてやろう。それと市民を呼べ。我々に降くだってきたものたちがいただろう。連れてこい。早くしろ」

　今のヴィントレーアは常に殺気を放っている。伝令はそれが自らに向けられないようにと、すぐに飛び出していく。

　呼ばれたテルヒムは、かなり遅れて天てん幕まくにやってきた。

「テルヒム、ヴィントレーア様の前に参上いたしました」

　声に張りがない。どことなくだが太った印象すらあった。噂うわさによると、屋敷に多くの肉や酒を溜ため込こみ、毎夜のように宴会を繰り広げているという。

「よく来た」

　ヴィントレーアは座ったまま、瞳ひとみの鋭するどさを隠さずに言う。

「夜ごとの宴うたげにも疲れた様子を見せないとはたいしたものだ」

「なにをおっしゃいます。リューブルグ市民の代表と常に連絡を取り合い、リューブルグを奪取したのちの政策を練っているのです」

　片目がエルラニアに向けられる。エルラニアは小さく頷うなずいた。リューブルグ市民代表が、エルラニアの流した噂によって降伏し、テルヒムの元に出入りしている人間だと言うことは、報告によって分かっていた。

「我が軍はこれから総攻撃に入る」

　ヴィントレーアは告げた。

「テルヒムも見ていくように」

「ありがたいお誘いですが、それがしは老体故ゆえ、攻城戦にはついていけません。ぜひ後ろに下がらせていただき……」

「遠慮は無用だ」

　ヴィントレーアは立ち上がると、強引に本陣の天幕からテルヒムを連れ出した。

　テルヒムは渋しぶ々しぶついて来る。その後ろにはエルラニアがおり、挟んでどこにもいけないようにしていた。

「今まではナリアにしてやられていた。我が軍が不利なことは否いなめない」

「なんとも弱気な。これからが本番です、ヴィントレーア様」

「そうだ。その通りだ」

　老人の心ない励はげましだったが、ヴィントレーアはにやりとする。

　彼女は足を止めると手を伸ばし、前方をさし示した。

「見よ。これが総攻撃のための兵器だ」

　テルヒムはぽかんとして眺める。そこには巨大な投石器が、いくつも据すえられていた。

　石の塊かたまりを飛ばす兵器。木で出来た長い腕の先端に石を載のせ、反対側の重りの反動で遠くまで投げ飛ばす。加速された石は壁をうがち屋根を破壊する。その大きさと複雑な設計のため、大国しか所有できない。

　それがいくつもこの地に存在していた。

　ヴィントレーアは満足げに眺めている。

「エーレントラウト皇女からの心尽くしだ。さすがに私も見たのははじめてだ」

「は、はあ……」

　テルヒムは気の抜けた声しか出せない。隻せき眼がんの将は笑う。

「お前だけではなく、降伏した市民にも見てもらおうと思ってな。連れてきた」

「ですが、その市民たちの姿が見あたりませぬ」

「その目は節穴か？　そこにいるだろう」

　老人は左右に首を動かし、今度こそ本当に驚きよう愕がくした。

　投石器の側そばには弾としての石が置かれている。だがよく見ると、それは石ではない。

　人の首なのだ。一つ二つではなく、いくつもある。降伏した市民が首だけになって積まれていた。

「ひっ、ひい……！」

「人間の心を動かすのは恐怖だ。生首が頭上から降ってきたとなれば、ナリアもさぞかし驚くだろう」

　そう語るヴィントレーアの瞳は、明らかにあのどす黒いものが存在していた。エーレントラウト皇女を組み敷いたときと、同じものが。

　テルヒムは口の端はしから泡を吹いている。

「こっ、こんな……」

「お前も酒飲みの相手がいなくなってさぞかし寂さびしいだろうが、安心するといい」

　老人の両腕が兵によって摑つかまれた。テルヒムは再び仰ぎよう天てんする。

「なにをするのですか！」

「あやつらと同じ姿になってもらうだけだ」

　つまり、首を落として弾にするということである。テルヒムは喚わめきだした。

「お止やめください！　止めろ！」

「まったく、肉を喰らうか酒を飲むだけで役にも立たん口が。私のために奉ほう仕しすると誓ちかったのだからやってもらおうか」

　ヴィントレーアは剣を抜く。テルヒムの身体からだは強引に跪ひざまずかされた。

「おっ、お待ちくださいヴィントレーア様！　このテルヒム、忠誠だけは誰だれにも負けることなく……！」

「お前がころころと仕える相手を代えていることは知っている。それももう終わりだ。最後に私の役に立つのだから存分に喜べ」

「止めろ、止めろー!!」

「そんなに嬉うれしいか。死ね」

　剣がテルヒムの首に振り下ろされる。皺しわだらけの頭部はあっさりと転げ落ちた。

「これを一番最初に発射してやれ。私からの贈り物だ」

　ヴィントレーアが命じる。テルヒムの首は発射台に載せられた。

「放て！」

　号令と共に、投石器の腕がしなる。数多くの人の首が、放物線を描いた。




　リューブルグ市内、旧城壁内側は早朝から奇妙な騒音に見舞われていた。

　上空から一抱えもあるようなものが落下してくるのだ。それらは道、あるいは屋根にぶつかっては砕くだける。怪け訝げんな顔をして見に来たものたちは、一様に悲鳴を上げた。

　それらは人間の首であり、リューブルグ市民である。降伏した人たちがことごとく斬きられ、首だけが飛ばされてくる。中には知り合いを見つけ、失神する人もいた。

　外にいたナリアも目撃し、さすがに息を詰まらせた。

「……市民の首か!?」

　次から次へと降ってくる。当たりそうになって彼女は慌あわててどいた。

　見覚えのある頭が足元に転がってきた。

「テルヒム……！」

　顔が半分潰つぶれていたが、間違いなく宰相であった。

　降伏した人間の末まつ路ろを知り、人々は恐慌状態に陥おちいりつつあった。逃げ惑いたくても逃げる場所はない。よってあてもなく走り回り、喚き立てる。生首の中に宰相テルヒムのものまであったことが拍車をかけた。

　そこに今度は本当の石が飛んでくる。これは直撃したらただではすまず、破片ですら怪け我がを負う。家屋に避難していても、屋根に穴が開いた。

　市民の混乱は兵にも伝染していく。そこにグーゼルホーフ軍の攻撃がはじまった。

　今までとは違い、さらに鬨ときの声は大きく、威い嚇かくするものになっていた。市民の恐怖を煽あおるためのものであることは明らかだった。

　城壁にいる兵たちが怖おじ気けづくのが分かった。

「引くな！」

　ナリアは叫びつつ走る。

「恐れる必要はない。いつもの攻撃と同じだ！」

　その言葉に一部は我を取り戻すが、たじろいだままの兵の方が多い。生首はあえて城壁の上に着弾するようにも投げられており、恐怖を倍加させた。

　首だけではなく、矢も浴びせられる。今までの攻撃よりも多く、死傷者は増えていった。

「守れ！　なんとしても守るんだ！」

　ナリアの大声はグーゼルホーフ軍の喚かん声せいにかき消されていく。

　ついに一部の敵兵が城壁の上に登った。フィンメルハウゼン兵の損害は増え、敵の梯はし子ごが次々にかけられていく。

　このままでは城門が破られるときも近い。

「ナリア様、撤退の命令を！」

　部下の一人が頭から血を流しながら叫んだ。

「全滅してしまいます！」

　ナリアは唇くちびるを嚙かむ。

　撤退の命令を下せない。ここで引いたら敵との間を遮さえぎるものがなにもなくなり、蹂じゆう躙りんされるがままになるのだ。兵だけではなく市民も殺され、建物は破壊され略奪され尽くすだろう。テーアドーラ大聖堂や、もちろん白はく磁じ宮きゆう殿でんも。

　ではこのまま抵抗を続けるか。首を投げられた恐怖は抜けず、兵は浮き足立っている。時間稼かせぎにはなるかもしれないが、それだけだ。

　ナリアは目をつぶった。

（仕方ない……！）

　だが次の瞬間。

　その場で戦っていたあらゆる兵士たち、そして市民は、天空に轟とどろく角笛の音を耳にした。

　それは一方に安あん堵どを、一方に絶望をもたらす笛の音。

　甲かん高だかく、途中で長く鳴らす独特の奏法は、紛まぎれもなくベールランド軍の到着を告げる合図であった。
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　到着したのはバリストン王国軍を主力にしたおよそ四万からなる軍勢である。スイン自ら率いており、強行軍に次ぐ強行軍でリューブルグ近郊までたどり着いた。行軍路の途中には補給品が集積されており、そのため兵は武器以外の装備品を持つことなく身軽になって進むことができた。グーゼルホーフ軍もかくやと思える行軍速度になったのは、このような工夫のためであった。

「街道沿いに食糧を備蓄しておくとは、さすがは兄さんです」

「こういうのはいつか必要になるんだ」

　馬で並びながら進みつつ、アルメインは言う。

「本当は、ヴィントレーア姉さんの動きを見てからはじめたんだけどな。間に合ってよかった。姉さんもリューブルグしか眼中にないから、途中で略奪される心配がない」

「ですが下へ手たをすると、ベールラントへの侵攻計画だと思われたかもしれませんよ」

　アルメインが蓄積した補給品は、ベールランド方面への街道沿いに置かれていた。おかげでベールランドから進んでくる軍へ供給できたが、一歩間違うと敵対行動だととられる危険もあった。

「俺に言わせれば、スインも同じようなもんだぜ。バリストンからフィンメルハウゼンへの街道に、やっぱり補給品を溜めていたんだからな」

「でしたら痛み分けですね」

　少年はさらりと言った。

　スインが部下の将に命令を下す。号令がなされ、ベールランド軍は戦闘のための布陣に変更を開始した。




　援軍到着の角笛は、ある側に歓喜を、ある側には動どう揺ようを与える。グーゼルホーフ軍は明確に後者であった。

　ヴィントレーアはさすがに胆たん力りよくがあり、泡を食ったりはしない。それでも部下を叱しかりとばすことはしていた。

「どうして援軍の到着を察知できなかった!?　偵察の騎兵はなにをしている！」

「それが、元々騎兵の数があまりに足りず、偵察の部隊とも連絡が取れなくなっていました」

　カリーンの部下たちが、グーゼルホーフの騎兵を発見次第始末していたせいだが、もちろんそのことをヴィントレーアは知らない。ただ、ベールランド軍の接近を許したことだけが判明していた。

　兵は明らかに慌て、将校も落ち着きをなくす。部隊長たちはそれらを鎮しずめるのに躍やつ起きとなったが、中にはヴィントレーアに食ってかかるものもいた。

「ヴィントレーア将軍、このままでは我々は、この場に押し込められてしまいます！　ご指示を！」

「今なら撤退も可能です！」

　隻眼の将軍は、首を横に振る。

「引くことはあり得ない」

「ですが我々はいまだ城壁を抜けず、敵は増援を得ました！」

「エーレントラウト皇女にさらなる兵を請こえばいい」

「味方が到着する前に我々が壊滅してしまいます！」

「ならば、一いつ旦たんリューブルグの郊外に布陣する」

　ヴィントレーアは告げた。

「敵を郊外にて殲せん滅めつし、改めてリューブルグを攻め落とそう。それで文句はあるまいな」

　将校たちは不ふ承しよう不ぶ承しようであったが頷くしかなかった。

　グーゼルホーフ軍は急いで現在の陣を引き払う。不要なものは全て遺い棄きし、決戦に全てを託たくすつもりでいた。




　対照的にナリアとフィンメルハウゼン軍は、増援到着の知らせに意い気き軒けん昂こうであった。

　人間の首を投げ込まれて消しよう沈ちんしていた気分は直ただちに解消し、むしろ復ふく讐しゆう心しんに燃えていた。負傷兵すら剣を取ると言い出した。

（兄上……間に合いましたか）

　ナリアは心の中で呟つぶやく。

　部下の顔を見渡した。どれも命令を待まち焦こがれている。待ちに待った時が来たのだ。

「反撃の用意だ！」

　もちろん彼女もこの機会を逃したりはしない。

「半分を城壁に残し、もう半分で打って出る。兄上と協力して敵を殲滅する！」

　わっと声が上がる。兵も将校も、駆け足で持ち場へ向かっていった。

　リューブルグ市内のフィンメルハウゼン軍は一万二千ほどが残っていた。増援のベールランド軍と併せて五万二千。

　一方のグーゼルホーフ軍は五万強。城壁を攻撃する側なので損害が大きく、ほぼ同数まで落ち込んでいた。

　グーゼルホーフ軍は急いで外に出て、リューブルグ郊外に布陣しようとしていた。ナリアの軍は後を追うように外に出る。

「ベールランド軍はあそこです！」

　部下が西側を指さす。もはやはっきり視認できるほど、ベールランドの軍は接近していた。

「兄上に使いを出せ！　街道を封ふう鎖さするように動いて欲しいとな。我が方はこのまま！」

　ナリアは命じる。部下が聞き返した。

「合流しないのですか？」

「しない。私の考えを兄上なら察してくれるはずだ」

　彼女は徐々に大きくなるベールランドの軍勢に目をやっていた。




　ナリアの伝令がベールランド連合王国内バリストン王国軍の元にたどり着いたのは、それからまもなくのことであった。

　アルメインは伝令を休ませると、書き付けに目をやる。

「……街道を遮断か。なるほどね」

「敵の撤退を阻そ止しするんですか？」

　スインが質問してくる。アルメインは「そうだ」と答えた。

「でも、それだけじゃないな。ナリアは徹底的にグーゼルホーフ軍を叩くつもりだ」

「どうやるのですか」

「スイン、街道を遮断するために一万ほど分派して欲しい。本隊にすぐ戻ってこられるように、距離を保つんだ。その間に本隊はグーゼルホーフ軍を攻撃する」

「時間は」

「今」

「すぐにですか!?」

　アルメインは驚いた様相のスインに頷いた。

「敵の士気は低下、混乱し、急いで市内から出てきたため陣形を整えるのにも苦労している。だが時間を与えてしまえば、名にし負うグーゼルホーフの兵のこと、秩序を取り戻してしまうだろう。その前に叩く……ってのがナリアの言いたいことだ」

「……兄上は兵学の素養もあるのですか？」

「いいや。だけどナリアの考えていることなら分かる」

　彼はそう言った。

　スインは配下の将軍に攻撃を下令する。ベールランド軍は機動を開始した。




「ベールランド軍が向かってきます！」

　兵の報告に、グーゼルホーフ軍に再び動揺が走った。将校の一人が叫ぶ。

「長距離を行軍してきたはずだ。敵は疲労しているはず……」

「騎兵を先頭にしています！」

　疲労の少ない部隊を中心に、攻撃をかけているのだ。馬は貴重品なので温存を図られる、あるいはここぞというときにしか投入されないのだが、最初から使用してきたのである。

　奇策だが効果的だった。馬による突撃に耐えられる兵はそういない。方陣を組んで槍やり衾ぶすまを築く、あるいは馬ば防ぼう柵さくを設置して対抗することは可能だが、今のグーゼルホーフ軍にはどちらもおこなう余裕がなかった。

　蹄ひづめの音と喚声。槍を小脇にした騎兵が列になって突っ込んでくる。グーゼルホーフの兵士たちは、効果的に迎え撃てない。

　悲鳴と怒声。グーゼルホーフ兵が倒れていく。

「その場で構わんから、方陣を組め！」

　ヴィントレーアが命令する。

「騎兵をなるべくやり過ごせ！　すぐに歩兵が来るぞ！」

　だが方陣を組むのにも時間は必要だ。もたもたしているうちに槍騎兵の餌え食じきとなり、蹄に蹂躙されていく。

「こちらの騎兵を敵に……」

　とヴィントレーアは言おうとしたが、そもそも騎兵の数が大きく劣おとっていた。取り消して言い直す。

「騎兵を街道の確保に向かわせろ！」

「街道方面は敵の部隊が封鎖しています！」

「く……」

　ヴィントレーアは先手を打たれていることを悟さとった。思えば、偵察がおこなえない段階で先回りされていることを考慮すべきだったのだ。アルメインはヴィントレーアのやりそうなことをあらかじめ潰していたのである。

　槍騎兵が駆け抜ける。そのあとを歩兵の大軍が攻撃してきた。

「側面から、別の敵……いえ、フィンメルハウゼン軍です！」

「ナリアか……！」

　ヴィントレーアはうめいた。

　二方向からの攻撃。混乱しているグーゼルホーフ軍は支えることができない。四方八方から矢を放たれ、槍が向かってくるとの錯覚が起こり、恐怖が伝染していく。

　なんとか踏みとどまっているのはさすがグーゼルホーフ軍であったが、近いうちに崩ほう壊かいするのは目に見えていた。

「敵で一番手薄なところはどこか!?」

「リューブルグです。リューブルグの城門は開いていますし、そこに敵兵の姿はありません」

　冷静に考えてみれば、そこだけ兵が配されていないのはおかしくあったが、この状況では誰も気づけなかった。

「兵を引く！」

　隻眼の将は断を下した。

「リューブルグ市内に入れ！　そこで建て直す！」

　グーゼルホーフ兵たちは、我先にとリューブルグ市内に戻っていく。

　だが、彼らが気づくのにそれほど時間はかからなかった。

　後を追い、ベールランド軍とフィンメルハウゼン軍がリューブルグ市内に雪崩なだれ込こんでくることを。頼みにするべき城門は自分たちが破壊してしまい、旧城壁にはいまだフィンメルハウゼン兵が配されている。

　グーゼルホーフ軍は市内に丸々閉とじ籠こめられてしまったのだ。
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　リューブルグ市外で戦っていたフィンメルハウゼン軍とベールランド軍は、首尾よくグーゼルホーフ軍を追い込むことに成功した。街道を含む北部への脱出路を封じたのも、北の門だけ手薄にしたのも、全て予定の行動であった。

「兄上」

　アルメインの元にナリアがやってくる。

「ご無事でしたか」

「それは俺の台詞せりふだよ。ありがとう、よく持ちこたえてくれた」

　彼の感謝の念に、ナリアの頰ほおが薄く染まる。彼女はそれを隠すように言った。

「カリーンは……？　兄上の側にいるのではないのですか？」

「別の所にいる。本当はバリストンで静養させるつもりだったんだが、どうしても一緒に来ると言ってきかなかった」

　ナリアはほんの一瞬だけ、訊きくのではなかったという顔をする。

　だがすぐ元に戻った。

「グーゼルホーフ兵は袋の鼠ねずみです。直ちに攻撃を具申します」

「許可する」

　アルメインは言った。念のためにスインを見るが、少年は「ご自由に」と言っていた。

「混乱しているうちに攻撃するんだ。手を緩めるな。もう外には出られないから、存分におこなえ」

「はい」

　彼女は自らの部隊に「足を止めるな！　攻撃を続けろ」と命じた。

　ナリアを先頭に、フィンメルハウゼン軍とベールランド軍はリューブルグ市内へ突入した。




　グーゼルホーフ軍はなんとか建て直そうとしていたが、そこを攻撃されてまたも混乱した。兵個人は必死でも勢いに差がある。奥へ奥へと追いやられ、旧城壁まで追い詰められて磨すり潰つぶされる。ルント川に飛び込んで難を逃れようとするものもいるが、冬の川のためまもなく絶命した。

　五万いたはずの兵は急速に数を減じていた。少数が市の外に出られたものの、もはや組織的な抵抗は不可能だ。

　ヴィントレーアは、自分が嵌はめられたことに気がついた。

「ナリアめ、まさかここまでやるとは……いや、アルメインか。どっちにせよ、私は弟きよう妹だいを見くびっていたのだな」

　自じ嘲ちようして、笑った。勝利の可能性が潰ついえたことを、彼女はよく認識していた。

「だがこのまま死ぬわけにはいかん」

　彼女は周囲にいる兵と将校に叫ぶ。

「ここにいるものたちは、私と共にレーナウ城に立て籠もり、抵抗を続ける。他の部隊は現地点にて方陣を形成し、最後の一兵まで死力を尽くせ。騎兵は市街を走り、全ての家屋に火を放て」

　将校たちはぎょっとしてヴィントレーアの顔を見返す。

　隻眼の将軍は真剣だった。いや、その顔つきは普通だったが、目に明らかな狂気が宿っていた。

　誰にも否定のしようのない、殺意からなる瞳。

「多くの敵兵、多くの市民を殺あやめるのだ。女子供、重傷者とて容よう赦しやはするな。リューブルグを灰かい燼じんに帰きせ」

「将軍！」

　将校の一人が、たまらず発言した。

「それではなんのために我が軍がリューブルグを包囲したか分からなくなります。リューブルグを手中に収めることが大陸制せい覇はの要かなめであり、帝国の偉い業ぎようを知らしめる重要な手段です」

「このような街も国も、存在するに値しない」

「ならば我々は従えません！　この身は帝国と皇帝陛へい下かに忠誠を誓っており、一いつ介かいの客将の言葉など空虚な妄もう想そうにすぎない！」

　何人かの将校から、同意の声が上がる。最初に言葉を発した将校は、それに力を得てさらに言う。

「この命を無む駄だに散らすくらいなら、降伏した方がましだ！　いずれ帰還し、また帝国のために働く機会も出てくる！」

　ヴィントレーアは吐き捨てるように言った。

「馬鹿な、そんなことは許さん。死ぬまで戦え」

「どうしてもというのなら、強硬手段をとる！」

「ふん。どんな」

「こうだ！」

　将校が剣を抜く。続いて数名の将校が同じようにして、ヴィントレーアに剣先を向けた。

「将軍を殺して我々は帝国へ帰るのだ」

「許すと思うか？」

「許しを得る必要はない！」

　その台詞を合図に、将校たちは一いつ斉せいにヴィントレーアに斬りかかった。何本もの剣が隻眼の女性を切り刻んでいく。

　そう思えた一瞬のち。

「う……」

　将校の一人が倒れる。胸からは血が流れていた。

　続いてばたばたと、将校たちは剣を握ったまま絶命していく。ヴィントレーアの、信じられないほどの早はや業わざだった。

　ヴィントレーアは剣技にも卓たく越えつしていた。ナリアに手ほどきしたのが彼女自身でもあったのだ。

　生き残りの将校は、唖あ然ぜんとして声も出ない。

「ただの一人も、この場から逃げることも降伏することも許さん」

　ヴィントレーアは将校の死体で剣の血を拭ぬぐいながら言った。

「これは敗北ではない。勝利である。自らの命を引き替えに多くのフィンメルハウゼン国民を殺めよ。死の全てが我が軍の勝利となるであろう」

　残った将校たちは恐怖に身を縛しばられたまま命令を受けた。拒否の道は残されていない。逆らえば首が胴から離れることは歴然としていた。

　ヴィントレーアは一つしかない目をぎらつかせ、高々と剣を掲かかげながら「リューブルグに死を！」と告げていた。




　最初の発火は、名も知らぬ家族の借家からであった。

　無人の家の窓に松たい明まつが投げ込まれていく。火は瞬またたく間に燃え広がり、炎ほのおとなって家屋を包んでいった。

　火は一か所ではなく、何か所も同時に発火し、空を焦がしていく。灰が宙を舞い、大きな炎となって広がりつつあった。

「火事だと!?」

　指揮を執とっていたナリアが仰天した。

「こんなときに……！」

　そこに部下のフィンメルハウゼン兵が走ってくる。

「報告します！　火災の原因はグーゼルホーフの兵によるものです！」

「なんだと!?」

「無差別に放火している模様です」

「炎にまぎれて撤退するつもりか……！」

「いえ、敵兵はそのまま方陣を作って抵抗中です。方陣そのものが煙けむりに巻かれることもある模様です。敵兵を捕らえて尋じん問もんしましたが、ヴィントレーア将軍の命だということです」

「姉様が……？」

　ナリアは大きな疑念に包まれた。どうしてこのようなことをするのか、想像もつかない。直情的なところのある姉だが、ここまで捨すて鉢ばちになるとは思えなかったのだ。

　疑問は解けなくても、対応はしなければならない。彼女は続けざまに命令を下した。

「部隊を二手に分ける。一つは敵兵の包囲に留とどめ、脱出しようとするものを攻撃しろ。もう一つは消火に専念、ほとんどいないと思うが、市民を見かけたら避難させろ」

　部下は了解するとまた走っていった。

「ヴィントレーア姉様を捕らえる。この愚ぐ行こうを止めさせなくては！」

「レーナウ城に向かったとの情報があります！」

「あそこか……！」

　ナリアは舌打ちする。曲がりなりにも元は城だ。多くの兵士に籠城されては厄やつ介かいきわまりない。

「この情報を兄上に伝えろ。私はすぐに行く。何人かついて来い！」

　ナリアは馬を使わずに駆けだした。




　炎に包まれる旧市街。煙は天空まで届くほど伸びており、灰をあたりに舞わせていた。

　ナリアは燃え盛る家屋を縫ぬうようにして駆け抜けていた。

　馬を使わないのは、家屋に入られたときに突入できないからだ。あちこちから部下がやってきて、ひとかたまりになってレーナウ城へひた走る。

　ときおり兵の怒号と悲鳴が聞こえる。逃げ遅れた人が殺されているのだ。それらの声が届くたび、ナリアの表情が歪む。

　正面に人影。貧しそうな親子と、胴当てをつけたグーゼルホーフ兵が二人だった。

 兵は親子の腕を摑んでいる。拉ら致ちするのだ。連れて行かれた人たちの命運は決まっている。

　親子は泣き叫んでいて、なかなか動かない。痺しびれを切らした兵が剣を抜いた。

　ナリアは一瞬だけためらったが、兵たちに向かって走った。

「その手を離せ！」

「なんだぁ!?」

　と答えた兵は、次の瞬間二度と喋ることができない身体となる。ナリアの剣によって胴体が切り離されていた。

　兵の死体が転がる。もう一人は親子を放り出すと、急いで剣を抜こうとした。

　彼女には遅すぎる動きだ。剣を振り、兵の手から武器を弾き飛ばす。

「ひっ……」

　悲鳴を発し、グーゼルホーフ兵は後ずさった。

　ナリアは追わない。埃ほこりを払いのけるように手を振ると、部下に告げる。

「捕らえろ。殺すなよ」

　フィンメルハウゼンの兵は乱暴にグーゼルホーフ兵を縛り上げる。

　礼を言う親子に彼女は、「燃えていない家を見つけて隠れていなさい」と言い残し、再び駆けていく。

　進行方向に古びた城が見えてきた。レーナウ城だった。

「ヴィントレーア姉様！」

　叫ぶが、返事はない。

　まだ到着していないのだろうか。だが、彼女には確信があった。ここにいるはずだ。

　他の家々はまだ煙がくすぶっているが、城自体は燃えていない。目の届く範囲にグーゼルホーフ兵の姿がないことを確認して、部下の方を向く。

「周囲を包囲して城から誰も出すな。姉様のことだから、連れている部下もフィンメルハウゼンの人間だろう。グーゼルホーフ人ではないからと見逃すなよ」

　ナリアは一人で城内に入った。

　当たり前だが獄ごく卒そつの姿はない所々荒らされているのはグーゼルホーフ兵が略奪した跡だろう。牢ろう獄ごくは開け放たれたままになっている。

　一般の牢を確認したがいない。獄卒の宿舎も無人だった。

「まさか、こっちに……」

　ふと思いつき、彼女は地下へと走る。

　あの隠された場所の前まで来た。剣を抜いたまま、隠し扉とびらを肩で押し開ける。真っ暗だったが、構わず駆け下りた。

　下に到着し、壁の篝かがり火びに点火する。

「いない……!?」

　空からっぽだった。ヴィントレーアはいない。

　だがなにか違和感がある。確か他に、誰かが閉じこめられていなかったか。自分はその囚しゆう人じんをよく知っている。

（ここに誰か……エゴール……？　うっ……）

　頭に刺すような痛み。

（このことを……なんで……）

　今の今まで忘れていたのに、急に思い出した。

　まざまざとここでの出来事が甦よみがえってくる。しかも、誰かに話したような気すらした。

（……いや、まさか……話すなんて……）

　口にしてはいないはずだ。心に秘めておかなければと決めたのだ。

　だが鉄格子の扉部分が開いている。外側から鍵かぎを使っているから、手引きがあったことは確かだ。

「誰が連れて行った!?　まさか、姉様が……」

　嫌な予感が胸を満たしていく。

　しかしここにヴィントレーアの姿はない。だとするとどこに行ったのか。

「あとは……。もしや……」

　彼女は地下を出て塔に向かった。

　急な階段をひたすら登った。一番高いところへと駆け上がる。

　この塔はヴィントレーアが半年もの間、収監されていた場所なのだ。

　最上部に出る。ナリアは叫んだ。

「姉様！」

「……ナリアか」

　ヴィントレーアは少し前まで自分が寝起きしていた牢で、独り不敵に笑っていた。




　市内の消火は進んでいた。この時代、一度火が点つくと手の施ほどこしようがなかったが、包囲戦に備えてある程度破壊されていたことが功を奏していた。

　レーナウ城の周囲は、まだ煙が立ちのぼっている。城内で抵抗しようとしていたヴィントレーアの部下は少数であり、ほとんどが捕らえられるか、抵抗して殺されるかしていた。

　その様子は塔からよく見えた。だが対たい峙じしている二人に、そんな余裕はない。

　ナリアはヴィントレーアに長剣を突きつけた。












「姉様、降伏を」

「…………」

　ヴィントレーアは返事をしない。ナリアはもう一度言った。

「降伏してください」

「……お前はこの私に、また俘ふ虜りよの恥ち辱じよくを与えるつもりなのか」

　隻眼の女性は憎しみに満ちた眼光を発しながら答える。

「フィンメルハウゼンのために尽くし、片目すら失った私に、また牢での生活に戻れというのか」

「姉様はフィンメルハウゼンに弓を引きました。しかも二度目です。もしかすると死罪になるかもしれません。ですが、私がなるべく弁護します」

「誰が降伏などするか！」

　彼女は怒ど鳴なった。

「そうだ、私はあれだけ尽くしたフィンメルハウゼンの敵となった！　いまさら慈じ悲ひを請うたりはしない！　それこそ屈くつ辱じよくだ！」

　ヴィントレーアの台詞は、怒りにくるまれ、暴風のようにナリアへと叩きつけられる。一方的な感情の発露であった。

　ナリアは静かに応じる。

「……このようなことになりましたが、私は今でも姉様を尊敬しております」

「ふざけたことを」

「本当です。ですから剣を下ろしてください。それが兄上の願いでもあります」

「アルメインがそのようなことを考えるものか」

「兄上はこれ以上肉親同士で血を流すことを望んでおりません。敵対することになりましたが、やはり私たちは肉親なのです。私とて、同じ想いです。どうか分かってください」

　それは本心であった。アルメインと同様に、ナリアもまた流血は避けたかった。まして眼前の女性は、人生においてもっとも親密にしていた姉なのである。

　だがヴィントレーアは嘲あざ笑わらった。

「分かれだと、はっ！」

　一つしかない目が、爛らん々らんと光る。

「フィンメルハウゼンの王家は古来より血と陰謀に塗まみれている。蛇へびと蜘く蛛もしかいないところだ。殺し合わない方が異常なのだ」

「それを終わらせるのです！」

「この汚れた血を終わらせるだと、笑わせるな」

　ヴィントレーアの隻眼が真っ向から睨にらみつけていた。

「ナリア、お前にそんな資格があるのか。私は知っているぞ。お前が、お前こそが王家のもっとも闇やみの部分を受け継いでいるということを」

　ナリアは即座に否定しようとした。が、姉の口調に真実みがあることを悟り、一笑に付すことができなかった。

「……なんのことです」

「お前は妹にも拘かかわらず、劣れつ情じようを抱いているな、我が弟に。アルメインに！」

　ナリアの全身を衝撃が包んだ。

　それでも極力、押し殺そうとする。

「……なんのことです」

「とぼけるな。お前がアルメインに向けている感情は妹としての情ではない。女の目だ。女としてあの男に好感を持っている。実の妹なのにな」

「なっ……」

「両親を同じくした本当の妹だろう。なのに情欲を抱くとは、これを王家の闇の部分と言わずして、なんというのだ！」

　今度こそ、殴なぐりつけられるような感覚をナリアは味わった。

　心に秘めていたこと。外に表さないように努めていたことを、この姉は知っている。アルメインへの自分の気持ち。許されない感情。これらが全て知られていた。

　しかし、どうしてここまで承知しているのだろうか。実の兄妹であることを、ナリア自身ですら最近知ったのだ。

　それをここで持ち出してくるなんて。

「どうして……」

「どうして知っているかだと？　はっ、言う必要はない。唯ゆい一いつ言えるのは、私はお前の姉だと言うことだ。それで充分だろう」

　ヴィントレーアの剣がゆっくりと近づいてくる。

　ナリアは対抗することができない。気け圧おされたように後ろに下がっていった。

「剣を……引いてください……」

「そんなことが言えるのか？　今の私にお前が勝てるとでも言うつもりか。お前に剣を教えたのはこの私だ」

　ヴィントレーアは長剣を青眼に構える。その間に何度か隙すきがあったが、ナリアは攻撃できなかった。

「我が軍を撃破していい気になっているようだが、所しよ詮せんは無駄なあがきにすぎん」

「私は、兄上を尊敬……」

「いまさら否定してなんになる。実の兄妹きようだいに情炎を燃やすお前を斬ったところで、非難するものはおるまい」

「姉様こそ、同性に劣情を抱いているではありませんか……！」

「……ふっ」

　ヴイントレーアは笑った。

「そうだな、互いに愚おろかな感情に支配されているようだ。だがそれでも、私は我が妹よりも正しいと信じる。兄にどれだけ恋い焦がれようと、慰なぐさめられることすらない女よりはな！」

　隻眼に殺気が膨ふくれあがる。

　否、それは殺気ではなかった。

　狂気。しかも無分別ではなく、統制された狂気であった。

　感情を垂れ流し、それでも錯さく乱らんすることのない思い。血迷うのではなく、一つの目的に向かう恐るべき血の香り。

　ナリアは思わず、手で顔を覆おおいそうになった。それほど強烈なものだった。

（この感覚、どこかで……）

　自分に向けられたことがある。最近ではないが、確かに経験したことがあった。

　殺意を振り払い、ヴィントレーアに目を向ける。隻眼の奥に潜む暗黒に似た輝き。

（……あのときの……！）

　あの女、ヘルネーアと対峙したときと同じだ。アルメインの過去を知る女が、最後に目に宿していたものだった。

　ナリアはヘルネーアに底知れぬ恐ろしさを感じ取った。それがヴィントレーアにも存在している。まったく同種のものだ。

　そしてこれもまた、どこかで感じたことのある、なにか別の人格が取とり憑ついているような感がある。

　ナリアはそれがなにか、必死で思い出そうとしていた。だが頭に靄もやがかかっているようになる。

「死んでもらうぞ、ナリア」

　ヴィントレーアは言った。

「お前が死ねばアルメインは悲しむだろうな。どこまでの悲ひ歎たんかは知らぬが、せめて私がイーレクリスを失った以上の思いになるよう願うばかりだ。それとも」

　真まっ赤かな舌が覗のぞく。

「お前が私を殺すか？」

　ナリアは唇を嚙む。

　声に出して振り払おうとするが上う手まくいかない。隻眼の色が心を侵食していた。

　尻しり餅もちをつく。腰から下の力が抜けていた。

「くっ……」

「動けまい。お前の心に禁きん忌きがあるからだ。アルメインへの感情に後ろめたさを抱いている。だからお前は私に勝てぬのだ」

「う……」

「愚かな妹よ。せめて、姉の手にかかって死ぬがいい」

　剣が振り上げられる。緩かん慢まんとも取れる動きだったが、ナリアにはなにもできない。

　だが、その時。

　切っ先が見えた。

　ヴィントレーアの腹部に剣の先端が生えている。彼女は何者かに背後から刺されて血を流していた。

　隻眼の女性は何度か剣を振り下ろそうとしたが、手から落とした。やがて口の端から鮮血がこぼれる。

「くっ……こん……な……」

　ヴィントレーアは倒れ込むように、ナリアの身体に寄りかかる。

「ね、姉様……」

「ふっ……なんとも愚かな……死に様だ……」

　彼女は血を流しながら自じ嘲ちようしていた。

「こんな最期を……迎えるとは……。姉上よ……これが願いだったか……？」

「姉……姉様？」

　ナリアは一瞬耳を疑う。うわごとを言っているのだろうか。

　ヴィントレーアは一つしかない瞳でナリアを見つめたままだ。

　そこにあるのは先ほどと変わらない闇。そしてそれは次第に大きくなり、溢れようとしていた。

「なっ、なにが……」

「逃げるなよナリア……。私を、見ろ……！」

　その頰をヴィントレーアの両手が挟はさむ。隻眼から溢れ出したものが、流れ込んでいく。

　ナリアは逃れられない。心の中にヴィントレーアが、その背後にいる何者か分からない女性が入り込もうとする。身体は震え、革かわ紐ひもで締め付けられるような感覚に襲われる。

　そして震えが収まると同時に、ヴィントレーアは絶命していた。

「姉様……」

　ヴィントレーアの背には剣が刺さっていた。これが彼女の生命を奪ったのだ。

　そしてその向こうに、一人の女性が立っていた。

　彼女はうやうやしく礼をする。

「ナリア様、ご無事でなによりです」

「貴様……エルラニア！」

　ナリアは立ち上がる。彼女を縛っていた恐怖はいつの間にかなくなっていた。

「いつの間に……！」

「すんでの所でお救いすることができ、光栄の至りです」

「なにをとぼける。テルヒムと共にグーゼルホーフに寝返ったのだろう！」

「寝返ったのはあくまで宰相です。私の本意ではありませんでした」

「何な故ぜ姉様を殺した！」

「こうしなければ、ナリア様が殺されておりました」

　彼女はヴィントレーアの死体を見下ろす。

　その言葉は正しい。もう少しでナリアはヴィントレーアに殺されるところだったのだ。命の恩人と言えないこともない。

　だが割り切れないものが残るのも事実だ。

「私に恩を売るつもりか……！」

「なにとぞアルメイン様に私のことを取りなしてくださいますよう。フィンメルハウゼンの為に精一杯働いて見せましょう」

「誰がそんなことをするものか……！」

「いいえ、そうしてもらいます。ナリア様、私は聞いてしまったのですよ」

　エルラニアは薄く笑った。

「ナリア様はアルメイン様と実の兄妹なのですね。ナリア様の恋心は知っているつもりでしたが、これはまたずいぶん大きな障害のようです」

「貴様……」

　歯を嚙み鳴らすナリア。不意を突いてヴィントレーアを殺した女だ。直前までの会話を耳にしていたと考えてもおかしくはない。

「外にいたグーゼルホーフ兵は全て片付けておきました。聞いたのは私だけ。もちろん私は誰にもこのことを漏もらすつもりはありません。アルメイン様にも」

「…………」

「ですが、場合によっては口を滑すべらせることもあり得ます。ナリア様の恋心と共にね。そのようなことがないよう、私も祈りたいと思っています」

　ナリアはもはや言い返すこともできない。睨みつけるのがせいぜいだった。

　エルラニアは勝利を確信して言い放つ。

「なに、私はナリア様のお役に立つつもりですよ。あのメイドに知られたくないことがある場合は、遠慮なくご用命のほどを」

　そう伝えると、エルラニアは部屋から出ていった。

　ナリアは後を追わなかった。背後から刺す機会はあったが、そんな気になれなかったのだ。

　なぜなら彼女の耳の奥で、囁ささやき声がしていたからだ。

（あの女の言うとおりにするのです。ナリア……）

　どこかで聞いたことのある声は、ナリアにだけ聞こえるように告げていた。

（生かしておけばいいのです。恐怖によって世を支配するには、必要なのですから……。分かりましたね……）

　ナリアは、その声がすでに死んだ長姉のものだとは、不思議にも思い至らない。ただ黙って従っていた。
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　グーゼルホーフ軍の壊滅には時間がかかった。これは元々数が多いのと、ヴィントレーアが徹底抗戦の命令を下していたからだ。それを無視して降伏するものもいたが、フィンメルハウゼンのころから忠誠を誓っていた人間ほど最後まで剣を収めなかった。

　フィンメルハウゼン軍とベールランド軍勝利の雄お叫たけびが上がったが、それで終わりではなく、これからレンデン市などを解放しなければならない。

　それでも勝利であることには違いなく、士気は高まった。騎兵を中心に追撃部隊が編成され、逃亡した少数のグーゼルホーフ軍にとどめを刺すべく次々に放たれていった。

　いかに精強を誇るグーゼルホーフ軍とはいえ、指揮官を失い、散り散りに逃亡して統一された行動が取れていない。フィンメルハウゼン全土の解放は時間の問題だ。

　そしてこの勝利とグーゼルホーフ軍の敗北は、ローディア大陸の国々に小さくない反響を巻き起こした。なにしろグーゼルホーフ常備軍の半分近くが壊滅したのだ。フィンメルハウゼン代王アルメインの名は轟き、グーゼルホーフの圧力に抗していた小国は力を得る。

　大陸の勢力地図が変わろうとしていた。これはそのことを予感させる戦いでもあったのだ。

　アルメインは破壊された城門に寄りかかり、ぼんやりとあたりを眺めていた。

「勝利、おめでとうございます、兄さん」

　スインがそう述べる。彼は字句通りには受け取らない。

「……ま、スインの援軍のおかげだよ」

「僕から軍を引き出したのも立派な手腕でしょう」

「褒ほめ言葉だと思っていいんだな？」

「ええ」

　とスインは言うが、この会話に白々しさ以上のものがあるかどうか、二人には判別がついていなかった。

　この戦いによってアルメインはグーゼルホーフ軍を粉ふん砕さいしてヴィントレーアを排除し、スインはベールランド連合王国の頂点に立った。どちらも利益を得ている。

　が、これからも手を取り合うとは限らない。現にスインは状況を利用して出し抜こうとしていたのだから。

「追撃戦が終わったら僕の軍は引き上げます」

　スインが言う。

「本国で戴たい冠かん式しきがありますから」

「日取りが決まったら教えてくれ。出席する」

「国を留守にしていいんですか？」

「他国に蜜みつ月げつを見せておかないとな」

「特にグーゼルホーフに。そうでしょう」

　グーゼルホーフ帝国は常備軍を失って、一時的に力を喪そう失しつしている。圧力をかけるのなら今が最適と言えた。

　スインは「では」と告げて去っていった。アルメインはぼんやりと、ナリアになにか褒ほう美びをやらないとなあ、と考えていた。




　戦闘の最中でも白磁宮殿は白い輝きを保っており、それは終わってもなお変わらない。この外壁があるが故、人々は王室の存続を知って安心を得ていた。

　だがその内部では、ささやかな変化が訪れようとしていた。

　宮殿の一室、メーニカの部屋。

　彼女は椅い子すに座り足をぶらぶらさせている。この少女は包囲戦の間中、ここからほとんど動くことがなかった。それも当然で、彼女は兄の勝利を確信していたのだ。

　だから勝利の知らせを受け、働いているものたちが沸わき立たっても、表情を変えなかった。今はもっと別の報告を待っている。

　それはメイドによってもたらされた。

「連れてきたの？」

「はい。

　サリューンは部屋の奥から一人の男性を引っ張ってくる。身体は薄汚れており、使い古しの襤ぼ褸ろ布ぬののような男だった。

　弱って足腰が立たないのだろうか、男は座り込んだ。

　メーニカが男性と会うのはこれがはじめてとなる。彼は地下牢に閉じこめられていたエゴールであった。

「みっともないのねえ」

　メーニカは頰に手を当て、呆あきれたように言う。

「これが本当にメーニカのお父様？」

　その台詞に、エゴールはどんよりとした目を向けてくる。

「お前が……メーニカか……ははは」

　笑おうとして、幾度もむせている。

「なんとまあ、娘二人と会えるとは……こいつは面おも白しろい……ひひ……」

　メーニカは汚らわしいものでも見る目つきで訊いた。

「ねえお父様。メーニカがお兄様と実の兄妹って、本当なんですの？」

「お兄……？　アルメインか……。そうとも、証明してやるよ……リノヴァーナと寝たのは国王陛下じゃなくて、この俺おれだってな……」

「どうして先王はお父様を閉じこめていたのかしら」

「さあな。性せい癖へきが歪んでいたからな……王室の人間なんてみんなそうなんだろうよ……。俺を時々連れ出しては女房との交合を眺めるなんて……まともな人間のやることじゃあない……」

「先王が崩御したあとは、誰がお父様の面倒を見ていたのかしら」

　エゴールは髭ひげの中から掠かすれた声を出した。

「あの女……なんて言ったか……長女だよ……。あいつが俺の食事を、獄卒に運ばせていた……。たまに様子も見に来ていたな……」

　誰のことだと聞き返したりはしない。ヒルトルートであることは明白だった。

　メーニカは少しだけ感心する。

「ヒルトルート姉様ったら、手て駒ごまにでもするつもりだったのかしらね」

　エゴールは、半分以上抜けた歯で笑う。

「違うな……あいつもやっぱり……フィンメルハウゼン王家の人間だってことだ……」

「あら。どういうこと」

「あの好色王の命で、俺はリノヴァーナとやっていたんだが……そそのかしたのはヒルトルートなんだ……。あいつ自身がそう教えてくれたよ……」

　さすがのメーニカも、これには驚いたような表情を見せていた。

「じゃあメーニカはヒルトルート姉様の命令で産まれたようなものなのね」

「そうだ……その方が王家が乱れていいんだとさ……。血を入れ替えるつもりだとか言っていたぜ……」

「それ、どういうことなの」

「フィ……フィンメルハウゼン王家の昔からの血筋を絶やせばいいとか言ってやがった……こんな馬鹿な血はいらねえんだってさ……！　まったく、怖い女だったぜ……」

「まあ」

　メーニカは感心したような、驚いたような表情だった。

　エゴールの台詞には否定できないものが含まれていた。フィンメルハウゼンはローディア大陸で最古の王家だ。そしてそれ故に、綺き麗れい事ごとではすまない歴史を背負っている。ヒルトルートはそれらを一掃しようとしていたのだろうか。

　それは血を完全に入れ替えるというものであり、過去との決別でもある。

　ヒルトルートは、新しいフィンメルハウゼン王家を作るつもりだったのだろうか。見かけは同じでも、新たな王朝を。

　少女はなにかを考えるように頰に指を当てている。

「なるほど……でもよくお父様は、従っていたのね」

「あそこから……出るためには……なんだってすると思ってたからな……殺しをやれと言われれば、喜んでやったさ……。機会はなかったが……。なあ……」

　エゴールの瞳に、はじめて生気らしきものが見えた。

「俺を使うつもりはないか……」

「どういうことです」

「親父は……娘のために……なんでもするってことだ……。お前は少なくとも、あそこから出してくれた……。その分はちゃんと働く……」

「そんな恰かつ好こうでなにができるのかしら」

「飯と寝るところと武器が欲しい……あと酒だな……。俺は元兵士だ……人を斬るのには慣れてる……。せ、戦場じゃ……動けない敵にとどめを刺してばかりだったけどな……ひっ、ひひっ……」

　くぐもった笑いが響く。対照的にメーニカは、冷たい態度を崩くずしていない。

「お父様を殺し屋に使えってこと？」

「いいじゃねえか……。俺にも楽しいことさせろよ……。せっかく運が向いてきたんだ……父と娘ででかいことをやろうじゃねえか……」

「そうねえ」

　メーニカは少しだけ首を傾かしげる。

「駄だ目め」

「……なに……？」

「お父様の手は借りないの。そもそもこんな不潔な人、メーニカとお兄様の父親に相応ふさわしくありませんから」

「なんだと……！」

　メーニカはわずかに視線を動かす。その途端。

「ぐあ！」

　エゴールの口から悲鳴が漏れた。その背中には、短剣が突き刺さっていた。

　短剣は柄つかまで背中に埋まっている。サリューンが背後にまわり、手を下したのであった。

　エゴールの顔は、驚愕の状態で凍こおりついている。

「なっ、なにを……」

「人を殺す職人はもう間に合っていますのよ。どうか気を悪くなさらないで」

「お……」

「それにお兄様と実の兄妹なんて、メーニカだけが知っていればいいんです。他に知ってる人がいるのは困るくらい。……そういえばナリアお姉様は存じているのですね。そっちはあとで考えましょう。ですから退場なさってくださいね、お父様」

　エゴールは返事をしない。血の海で痙けい攣れんしているだけで、それも徐々に動かなくなっていった。

　メーニカが口にしたことは本心であった。アルメインと自分の血の秘密など、多くが知っている必要はない。自分だけが知っていてもいいくらいだ。

　なにより、真の兄妹であることはなんの障害にもならない。むしろ興奮するくらいだ。兄妹が夫婦になり、ローディア大陸を支配する皇帝となる。

　そのためには新たな都が必要となる。だからヴィントレーアにはリューブルグに攻め入ってもらい、破壊させたのだ。徹底的な破壊の後には美しい再建がある。いや、再建がなくたって構わない。廃はい墟きよしか存在しない帝国というのも美しい。古きもの、伝統などというものは腹の足しにもならないのだから。

　もしかするとヒルトルートもこれを狙ねらったのかもしれない。ならば自分が後を継ごう。全てを滅ぼし、後に築くのが真の統一王朝。

　あとはグーゼルホーフ帝国を手中に収めねば。兄を頂点に立たせるためにはなんだってする。それこそが愛の証あかしなのだ。

「お父様の死体を焼いて」

　メーニカはサリューンに命じた。

「灰は街中に撒まくのよ。そうすれば、お父様はいつだってメーニカとお兄様のことを見ていられるわ。真の兄妹にしてくれた、せめてものお礼ね」

　メーニカったらなんて父親想いなのかしら。彼女は心の底からそう思っていた。
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　カリーンは戦場から離れたところにいた。勝敗が決した以上、いつまでもいる理由がない。アルメインの身の安全は部下に任せていた。

　なにより彼女自身に、危険があったのだ。

　なるべくひとけのないところに移動する。誰かに見られること自体都合が悪い。

　大きな岩陰まで来た途端、頭上に殺気を感じた。

　空気が動く感覚。カリーンは身体をひねる。今までいたところに、上から黒っぽい服を着た人間が舞い降りていた。

　尻尾しつぽのような髪型をしたメイド、マイレーンだった。彼女は憎しみに満ちた瞳で、カリーンを睨んでいた。

「裏切ったな……！」

　マイレーンは短剣を手にしている。

「氏族の目的をふいにするつもりか！」

「アルメイン様に忠実なだけだ」

「グーゼルホーフにフィンメルハウゼンを取らせた方が早い。お前も理解しているはずだ」

「アルメイン様のご意志に反することをしたいとは思わないのでね」

「貴様っ！」

　マイレーンの手から短剣が飛んだ。カリーンは素早く指を折り曲げ、自分の眼前に空気の壁を作る。

　短剣は見えない壁にぶつかって落ちた。

「カリーン、どうして氏族に背そむく」

「背いてはいない。お前と進む道が違うだけだ」

「これまでの努力を無駄にするつもりか！　どれだけ我々が辛しん酸さんを舐なめたと……」

「辛酸？　お前がそんなものを舐めたか？　舐めたとすれば皇女の身体だろう」

　ふっと笑うカリーン。

「諦あきらめろマイレーン。私はアルメイン様を裏切らない。欲望のみで皇女の側にいるお前と違うのはそこだ」

　マイレーンの顔が朱しゆに染まる。恥ではなく怒りの色。

「貴様……友情もこれまでだな！」

「そんなものは最初からなかった」

　再びマイレーンが短剣を投げつける。短剣は空中に制止すると、分裂して数を増やす。そして散らばり、あらゆる方向からカリーンに飛んでいく。

　カリーンは慌てることなく、全身を覆うように空気の防壁を作った。短剣は音もなく全て地に落ちていった。

　マイレーンが反撃を警戒して飛とび退すさる。だがなにも起こらなかった。

「……何故私に反撃しない」

　カリーンはごく普通に答える。

「ここでやりあって注意を引きたくない」

「私を殺せないからだろう」

「お前だって殺せるのか？」

　マイレーンは「ふん」と笑った。彼女は腕を振り、落下した短剣を浮かび上がらせると、全て回収する。

「一つ聞かせろ。どうして兵力不足のフィンメルハウゼンが援軍を得た」

「スイン王は親切なお方だ」

「年若いが甘くはないぞ。並大抵のことでは動かない」

「取り引きをした」

「取り引きだと。スイン王とか」

「違う」

　その言葉を聞いた途端、マイレーンは目を丸くする。

「ではお前はシャルナーンと取り引きをしたのか!?」

　カリーンは無表情に返事をする。

「そうだ」

　マイレーンは首を振る。それまで溢れ出ていた殺気は、いつの間にか消えていた。

「ずいぶん思い切ったな。あのシャルナーンと取り引きなど、私には到底無理だな」

「シャルナーンの手でマックリーニ五世王は世を去った。スイン王がベールランド連合王国の頂点に立ち、援軍を出してくれた」

「なるほど……だがそれは、あの女に弱みを見せたことになるぞ」

　マイレーンが呆れたように言う。

「あいつは私が大人おとなしく見えるほどたちが悪い。氏族の鼻つまみものということくらい、知っているだろうに」

「だが魔導は一流だ。だから選ばれ、短時間でベールランド宮廷に地歩を得た」

「そうだ。しかもたった一人でな。だから始末に悪いのだ。まったく、憎いはずのお前に同情したくなってきた」

「その必要はない」

　カリーンは空気の防壁を解く。微かすかな風が、冷たい空気を運んできた。

「自分でしたことだ。後悔はしていない」

「そこまでしてアルメインに尽くす必要があるのか。あのカリーンが、そこまで」

「答えなくても分かるだろう」

　カリーンの返答は静かだがはっきりしている。マイレーンの耳に突き刺さっていた。

「……ふん」

　マイレーンは肩をすくめる。

「ここで殺そうと思ったが、気が失せた」

「詫わびた方がいいか？」

「いらない。どうせお前はシャルナーンの前に這はいつくばることになる。それを眺めることにする」

　マイレーンは身を翻ひるがえした。一陣の風が通りすぎ、同時に姿が消えた。

　残されたカリーンは無言でその場に立っていた。

　しばらくしてから振り返る。

「いい加減出てこい」

「あらあら。うふふふふ」

　鈴の鳴るような声がして、同時にメイド服を着た女性が出現した。

　艶つややかな銀髪ににこやかな表情。柔らかで慈じ愛あいに満ちた空気を溢れさせている。あらゆる生命の母を自認しても許される雰囲気がそこにはあった。

　だがカリーンは表情を強こわ張ばらせている。

「いつからいた、シャルナーン」

「最初からですわあ。うふふふふ」

　シャルナーンと呼ばれた女性は手の甲を口に当て、ころころと笑う。

「カリーンとマイレーンは相変わらず仲が悪いのですね。悲しくなってしまいます」

「心にもないことを言うのはよせ。お前が他人の不幸を好むことくらい誰だって知っている」

「まあ。わたくしへの悪口の続きですか」

「お前は気にも止めんだろう」

　彼女の台詞に、シャルナーンは笑顔を崩さずに言う。

「あらあ、わたくしのおかげでスイン様と会うことができて、マックリーニは死んだのですよ。もっと感謝してもよろしいのではなくて？」

「取り引きはしたが、礼を言う気にはなれない」

「まあひどい。うふふふふ」

　カリーンはその仕草をじっと見つめている。そして全身を緊張させ警戒を解かない。少しでも油断したら、どのような目に遭あわせられるか分からないからだ。笑っていようが悲しんでいようが関係ない。シャルナーンという女はそれくらい気まぐれで、無自覚の悪意を秘めていた。

　シャルナーンはカリーンを挑発するように、くるりと回った。

「これでローディア大陸の多くは、カリーンのものですわねえ」

「アルメイン様の成果だ」

「あらあら。遠慮なさらなくてもいいですのよ。他人を踏みつけて大陸を制覇することは、とってもとっても楽しいことですわあ」

「……お前もいるしマイレーンも健在だ」

「そうですわねえ。マイレーンは一歩後退でしょうが、わたくしはカリーンに貸しがありますものねえ」

「返してもいい」

　その言葉を聞くと、シャルナーンはゆっくりカリーンに近づいてきた。

　二人の身長にあまり違いはないが、わずかにシャルナーンの方が高い。なのでカリーンは少しだけ見上げる恰好になった。

「ここで返してもらうのはつまらないですわあ」

「遠慮するな。こっちはさっさと返してしまいたい」

「ならカリーン、ここに跪いてもらえませんこと？」

　カリーンは少しだけ眉まゆ根ねを寄せる。シャルナーンは続ける。

「簡単でしょう？」

　カリーンは黙って膝を折ろうとした。その時。

　髪の毛が引っ張られた。

　シャルナーンが手を伸ばし、上から摑んだのだ。

「あらあら、まあまあ。こんなに簡単に屈してはいけませんことよ。つまらないですわあ」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく引っ張り上げようとしていた。相手の苦痛などお構いなしだ。彼女はいつだろうとどんなときだろうと、己の欲望を最優先させる。それは多くの場合、どす黒い感情を伴う。

　カリーンは痛みを顔に出さず、シャルナーンを睨んだ。

「手を離せ」

「断りますわあ」

「貸しを帳消しにするつもりがないなら、私も跪かない」

「どのみち跪いていませんわあ」

　シャルナーンは髪を摑んだまま揺さぶった。

「でもカリーンはわたくしに借りを作ってしまったのですわあ。後悔しても遅いのですよ。機会は思う存分利用させてもらいますわあ。うふふふ」

　カリーンの心に、ほんの少しだけ後悔の念が差す。他に手段がなかったとはいえ、眼前の女に優越感を与えてしまったのだ。

「……借りを返さないと言ったら？」

「いいえ、返してもらいますわあ。どうしようと、たとえ逃げだそうと、わたくしに借りを返すことになるんですのよ」

「気が進まなくなった」

「でしたら、こういうのはいかがですの」

　不意に、シャルナーンの顔が接近した。

　カリーンの唇がねっとりした感触に襲われる。そして舌が差し込まれる。そこには暖かさもなにもなく、まるで蛞蝓なめくじが這っているような不快感を伴っていた。

「うふふふふ」

　シャルナーンが離れる。同時に髪が離された。

「これでちょっとだけ、借りを返したことになりましたわね」

　カリーンは地面に唾つばを吐いた。

「二度とするな……！」

「いいえ。次からはもっと、楽しいことをさせてもらいますわあ」

　シャルナーンはまたくるりと回転した。そして裾すそを摑み、貴族の娘のような挨あい拶さつをする。

「ではごきげんよう。うふふふふ」

　彼女もマイレーンと同じように、あっという間に姿を消した。

　カリーンは後を追わない。袖で乱暴に口を擦こすった。

　ふと袖口を見る。赤い。唇を指で触ると血がついた。

（私としたことが……！）












　知らずしらず、唇を嚙みしめていたのだ。カリーンは自らの感情と先ほどの出来事を忘れようと、幾度も頭を振っていた。





冥めい玉ぎよくのアルメインⅢ　了










　あとがき




　築つき地じです。アルメインの第三巻をお届けします。今回もまた、策さく謀ぼうと性せい癖へきがてんこ盛りで、いい感じの内容となっています。前回にもまして苦にがくも楽しい物語。ごゆっくりお楽しみ下さいませ。




　この巻の主人公はアルメインですが、実はよりいっそうクローズアップされている人物がいます。そう、カリーンと彼女の仲間（？）たちです。

　新しく登場したマイレーンは、ある意味カリーンよりもプロフェッショナルで、目的のためには手段を選ばないタイプです。その目的は氏族によって定められたことであり、故郷での体験もあって墨ぼく守しゆしようとしています。そうしないと自らのアイデンティティが崩くずれてしまうと信じているからです。ペシミストなのに直情的なのは、そんなところが影響しています。カリーンにはそこがなんとも馬ば鹿か馬ば鹿かしく見えてしまい、会うたびに皮肉を言ってしまうのです。

　もう一人のシャルナーンですが、彼女は自分の置かれた境きよう遇ぐうを楽しんでしまうタイプです。実はメーニカに似ています。性格はほとんど愉ゆ快かい犯はんで、物事が混乱すればするほど面白く、他人が慌あわてふためくところを見て喜び、悔くやしがらせて笑おうとします。頭が良くて実力もあるだけに、絶対に友達にしたくないタイプです。事実友達がいません。

　シャルナーンは目的のためには手段を選ばないのではなく、彼女には手段しか存在しなかったりします。目的がどうなるかは二次的な要素に過ぎないわけです。およそ他人に雇やとわれるには遠く、カリーンにもマイレーンにも嫌われています。

　メイドの中でカリーンだけはまともです。炊すい事じ洗せん濯たくなんでもできる万能人間の上に魔法まで使え、精神的にも大変安定した人物です。およそ他からの影響で揺れ動くことがなく、一家に一人いれば末代まで大丈夫。ですが今回、そのあたりに翳かげりが見えてきています。

　彼女は物事の先を読むことに大変長たけています。ところが先を読むことばかりに気を取られていて、自らの内面には無む頓とん着ちやくでした。例のシーンでマイレーンにそのあたりを突かれてしまったのです。己を振り返ってはじめて己おのれを自覚したわけで、以降葛かつ藤とうに悩まされることになります。ぶっちゃけ人間っぽくなりました。。前回のあとがきにも繋つながりますが、ようやくナリアと同じ立場になったとも言えます。これからどう振る舞うのかが注目です。

　とまあ、今回異様な存在感を放ったメイドたちですが、もちろんアルメインやナリア、メーニカその他の人たちも負けていません。もとより彼らの物語、新参のメイドと接しながら運命を切り開こうとしていきます。これからは今まで以上に、必死になって目的を遂とげようとするでしょう。それこそがストーリーの流れでもあります。




　そして次巻はさらなる陰いん謀ぼうの幕が開きます。舞台はフィンメルハウゼン、ベールランド、グーゼルホーフと目まぐるしく動き、事態を流転させていきます。暗雲ばかりのローディア大陸に晴れ間は見えるのか、ナリアとメーニカはあれな目的を果たせるのか、はたまたカリーンが横からかっさらってしまうのか、どうぞご期待下さい。

　ではこれで。





二〇一四年五月一日
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